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恋するおまじない＝甘い罠わな




　もうすぐ今年も一年が終わろうとしている。

　街中にはクリスマスケーキやプレゼントの広告が貼られ、今は薄日が射しているだけの寒々しい並木道も、夜になればイルミネーションが輝く。道行く人々は白い息を吐き出し、肩をすくめているが、その寒さすらも愛を深めるシチュエーションにしてしまえるカップルもいる。

　私は惣そう菜ざい屋やの店内の棚にお弁当のパックを並べながら、さまざまな人が行き交う通りを大きな窓越しになんとなく見ていた。その歩道と二車線の道路を挟んで斜め向かいにある、七階建てのビルも。

　ビルの一階には、コスメや香水を売っているきらびやかな専門店が入っていて、今の私にはとても眩まぶしく見える。

　……おかしいな、私も一応あのブランドの関係者なのに。

　ここにいると縁遠いもののように感じるその店から視線を外して、奥の厨ちゅう房ぼうに戻った。

　白い割かっ烹ぽう着ぎと帽子を身につけ、マスクから目だけ出した姿の私が働いているのは、惣菜屋『ふくろう』。お弁当や、数十種類の惣菜を計り売りしているこの店で、調理の仕事をしている。店長の奥さんと高校生の娘さんが主に販売をしていて、調理員は私を含めて四人というアットホームな職場だ。

　東京の副都心にあり、周辺はオフィス街。昼にお弁当を買いに来るサラリーマンや、仕事帰りに寄るＯＬ、主婦などで毎日賑にぎわっている。手作りの温かみがある味が人気なんだとか。

　赤いトタン屋根に、外壁は少々古びたレンガタイルが貼られた昔ながらのレトロな雰囲気で、二階は店長家族の居住スペースになっている。その下の、五人くらいで働くのがちょうどいい、こぢんまりとした厨房に入ると、調理員仲間であるちょっぴりふくよかな体型のおばちゃんが声をかけてきた。

「瑞みず香かちゃん、突然だけど明日の休みは空いてる？」

　隠れていない目だけでも優しさを感じさせる彼女は、五十代前半の芳よし江えさん。この職場の中では一番仲よくしてくれている、明るくておおらかな人だ。

　明日は定休日なのだけど、私にはどうしても外せない予定がある。

「あー……すみません、明日はちょっと予定が。どうしたんですか？」

「もうじき瑞香ちゃんの誕生日でしょ。早めのお祝いでご飯でも食べに行けたらなと思ったの。でも予定あるならまた今度ね」

　穏やかな笑顔を見せる彼女の言葉で、そういえば、と思い出した。

　皆が心を躍らせるクリスマスは、私の二十五回目の誕生日でもある。毎年、芳江さんはなにかとお祝いしてくれるのだ。

　とても嬉うれしいのに断ることになってしまい、私は眉を八の字にして軽く頭を下げる。

「ごめんなさい、せっかく誘ってくれたのに。次は必ず！」

「いいのよ、気にしないで。ていうか、もしかしてデート？」

　にんまりされながら探るような上目遣いで聞かれ、私は「そんなわけないじゃないですか～」と苦笑交じりに答えた。

　仕事を終えたあとも、飾り気のない姿でまっすぐ家に帰るだけの地味な生活をしている私に、デートをするような相手がいるわけがない。

　ただ、明日の予定はそんな色気のあるものじゃないけど、ふくろうの皆には秘密だ。

〝もうひとりの私〟になれる、ある意味ファンタジーな世界に行くのだから。




　ふくろうで働き始めて、早四年。人がいい店長家族やおばちゃんたちと平和な日々を送っているのだが、約一年前から内緒事ができてしまった。

　休日は、その秘密のミッションをこなしていることが多い。今日もそのために、閉鎖的な空間にやってきた。

　セーターやハイネックカットソーの暖かそうな服装の人たちが見守る中、私は花柄のワンピースを一枚着ただけの姿で、真っ白な床にぺたんと座っている。周りには、色とりどりの花びらがまき散らされている。

　カシャッ、カシャッと響く心地いい音を聞きながら、重いまつげを少し伏せた。

　ここは、地下一階にある撮影スタジオ。明るいライトに照らされるこの場所だけ、外とは別世界のように華やかだ。

　今の私は、惣菜屋の調理員とはかけ離れた世界にいる。化粧品会社『ユーフォリックモード』が手がける、オリジナルブランドの香水のイメージモデルとして。

　世間がクリスマスムード一色である中、今私が撮影しているのは来春に発売される商品のプロモーション用の写真だ。普段は私ひとりでカメラに収まっているのだけれど、今日は違う。

　……こんなに居心地の悪い撮影があっただろうか。

「りらちゃん、もっと海かい都とくんの目を見てくれるかなー？」

　モデルとしての私の名前を呼ぶカメラマンさんの指示で、おずおずと見上げると、美男子の整った顔がアップで瞳に映る。

　なんなの、この天使みたいな男の子は！　背中に羽が、頭に輪っかが見えるくらいキラキラしていらっしゃる！

　男性に免疫のない私は、無意識に目を逸そらしてしまう。

　やっぱり無謀だった……。普段は地味女の私が、メンズモデルの子と一緒に撮影するなんて！

「りらちゃん、もっとこう、〝恋しちゃってます、私！〟みたいな空気が出せないかな～」

「はぁ……」

　首をひねっている撮影のチームリーダーに、私は困り果てながら曖昧な返事をした。

　恋なんて……最後にしたのはいつだっけ？と考えてしまうほど、恋愛から遠ざかっているのだ。どうやってそんな空気を出したらいいものか。

　床に落ちた花びらを見下ろして唸うなっていると、目の前でしゃがむエンジェルボーイ、宝ほう生しょう海都くんが、私の顔を覗のぞき込んでくる。

「りらさん、俺のこと嫌い？」

　少し下がった眉と、子犬のようにうるうるとした瞳でそんなことを言われると、なぜか逃げたくなってくる。

「いいいいえ、決してそういうわけでは……！」

　金髪に近いライトブラウンの長いウィッグを、ふるふると小刻みに揺らしながら首を横に振り、慌てて否定した。

　彼に対する申し訳なさに襲われつつ、しっかりやらなきゃ！と気合を入れる。

　しかし、要求に応えようとしばらく頑張ったものの、納得のいくカットが撮れないようで……。

「ちょっと休憩しよっか」

　困った笑顔のカメラマンに、そう言われてしまった。

　あぁ、情けない……。皆にも迷惑がかかってしまうし、このままではイメージモデルも降ろされてしまうかもしれない。

　自分の実力はやっぱりこんなものだったのか、とヘコむと同時に、結構いい副業だったのにな……と諦めモードでため息をついていた、そのとき。

　なにやら周りがざわめきだし、誰かがコツコツと靴音を鳴らしてこちらに近づいてきたかと思うと、「おい」と頭上から聞き慣れない低い声が降ってきた。

　バッと見上げると、ふわりとしたダークブラウンのショートヘアの、整った顔立ちの男性が私を見下ろしていて、私は目を見開く。

　きりっとしていて、けれど甘さを含んだ魅力的なお顔に、醸し出すデキる男のオーラ……。

　こ、このお方は、ユーフォリックモードの副社長!!

　一度見たら忘れられない、圧倒的な存在感を放つ彼の名は、御み影かげ朔さく也や。

　直接関わりがない私でも知っている。三十代前半にして副社長に就任し、大胆かつ素早い決断力と優れたリーダーシップを兼ね備えた人物だという話を、撮影スタッフに聞いていたから。

　雲の上のような存在である彼が、撮影の場にやってくることはほとんどない。

　それなのに……いったいなぜ今、彼は私に話しかけているの!?

　呆ぼう然ぜんとしたままの私に、細身のスーツをビシッと着こなした御影副社長が手を伸ばしてくる。腕を掴つかんで私を立たせると、百八十センチはあるであろう長身の彼は、私を見下ろしたまま言う。

「個人的に話がある。こっちに来い」

「え……えっ？」

　戸惑う私と海都くん、そしてスタッフに構わず、彼は手を引いてずんずんと歩きだす。わけがわからないまま、スタジオの隅にある個室のメイクルームに連れ込まれてしまった。

　パタン、とドアが閉められ、小さく息を吐きながら腕を組んだ副社長が私に目を向ける。綺き麗れいな二ふた重えの瞳と視線が絡まっただけで、私の心臓は大きく飛び跳ねた。

　も、もしかして、私の仕事っぷりを見兼ねてお説教するつもりなのかな？　きっとそうだよね!?

　内心ビクビクしながら、とにかく謝ろうと口を開きかけたとき、副社長のほうからこんな言葉が飛び出す。

「りら、だったな。『Mimiミミ』の専属モデルの」

　抑揚のない声で確認するように言われ、私はシャキッと背筋を伸ばして返事をする。

「はい……！　あの、失敗をしてばかりでご迷惑をおかけしてしまって、本当にすみま――」

　早口で言い、深く頭を下げようとすると同時に、なぜか副社長も私を覗き込むようにして前まえ屈かがみになった。

　おかげで、危うくキスしてしまいそうなくらい顔が近づき、私はギョッとして身体を引いた。にもかかわらず、副社長はじっと私を見据えてくる。

　すべてを見透かすような、少し色素の薄い瞳から目を逸らせずにいると、彼は無表情で言い放つ。

「お前、男経験ないだろ」

　……それは見事に当たっていて。彼の洞察力に感服しつつ、私はカチッと固まった。

　いや、でも、私に男性経験がないというのは、副社長じゃなくてもわかるのかもしれない。メイクをしたり綺麗な服を着たりして、外見をいくら〝いい女〟に見せていても、本当の自分を完璧に隠し通すのは難しいから。

　やっぱりあのとき断っていればよかったと、つい数週間前のことを思い出しながら後悔した。




　＊　＊　＊




「いいねー。可か愛わいいよ、りらちゃん。次、こっちに目線くれる？」

　オープントゥのパンプスを履いた足元を見下ろしていた私は、カメラを構える男性に目を向ける。軽い音を響かせてシャッターを切られるたび、新しい自分になれるようで心地いい。

　おだてるような決まり文句を投げかけられるのも、最初は照れてしまっていたけれど、今ではビジネス上のものだと承知している。

「うーん、もうちょっと色っぽさが欲しいなぁ」

　……こ、これもビジネス。少々残念そうに言われるとグサッとくるけど。

　自分の思う色っぽさをなんとか引き出して、何十枚も撮られた末、ようやくＯＫがもらえた。

　こうなるのは仕方ないこと。本業はモデルじゃないし、素の私は色っぽさを出せるような甘い経験なんてなにもしていないのだから。

　朝から続いた一日がかりの撮影が無事終了すると、私はスタッフの皆さんに挨拶しながらメイクルームに向かう。

　四畳ほどの広さの個室で、ドアには鍵もついている。私にかけられた魔法を解くのに最適な場所だ。大きな鏡の前にメイク台があり、そこはふたり並んで座れるようになっている。

　お人形さんのようなストレートロングのウィッグを取り、ばっちりメイクを落とせば、モデルの〝りら〟から、素の〝春すの原はら瑞香〟に戻る。

　私と一緒にこのメイクルームに入れるのは、たったひとりだけ。

「お疲れ、瑞香」

　長い黒髪を後ろでひとつに束ねた女性が、紅あかい唇の両端を上げて、椅子に座る私に笑いかけてくれる。

　彼女は高校時代からの友達の、若わか松まつ七なな恵え。メイクアップアーティストであり、私をこの世界に引き込んだ張本人だ。

　私よりひと足先に二十五歳になった同級生の七恵は、学生時代から大人びていたけれど、今ではさらに綺麗さを増し、『お姉様』と呼ぶにふさわしい。

「……私より七恵のほうが断然色気があるよね」

　メイク道具を漁あさる七恵をぼんやり見ながら言うと、彼女は私を一いち瞥べつして軽く笑う。

「どこがー」

「美人だし、胸だって大きいし、なによりも醸し出すフェロモンみたいなものが、なんかエロいっていうか」

「それ褒めてるの？」

　口元を若干歪ゆがませた七恵は、メイク落とし用のコットンを取り出して、私の後ろに立つ。

「まぁ、まったく恋愛する気のないあんたに比べたら、私のほうが上かもね」

　したり顔の七恵お姉様が鏡越しに見え、私は「ごもっともです」と深く頷うなずいた。

　七恵はそれなりに恋愛経験があるし、今も年上の彼氏と仲よくやっている。それに比べ、私はこの二十四年間、彼氏と呼べる存在ができたことがない。

　学生時代から地味な外見で、性格もどちらかといえばクールな私は、男子の目には可愛い女子とは映らなかったことだろう。といってもモテたいわけではなかったし、自分を変える気もなかった。

　そのスタンスは今も継続中だけれど、恋愛する気がないというより、その仕方を忘れてしまったというほうが正しいかもしれない。

「瑞香はもったいないよ。スタイルよくて、清純派アイドルみたいな可愛い顔立ちしてるのに、普段が飾らなさすぎるんだもん」

　七恵は私の両肩にぽんっと手を置き、鏡を見ながら不満気に言った。

　優しいから〝飾らない〟とやんわり言ってくれるけれど、要は地味だということだ。

　いつもはほぼすっぴんで、メイクをするとしてもナチュラルメイクの私は、つけまつげをつけ、濃いめのアイシャドウを施した今の姿とはまるで別人。私がモデルという副業をしていることは、この七恵以外は知らない。

　なぜ普段とは対称的な、モデルなんかをしているかというと……。

　もっとお金を稼ぎたいと思っていた今年の初春、ユーフォリックモードに勤める七恵が、たまたま新商品の広告用のモデルを探していた。

『いい仕事があるわよ！』と少々うさんくさい言葉をかけられ、履歴書片手にとりあえずついていったら、そのオーディションの面接だったのだ。

　飛び入り参加のようなものだったにもかかわらず、その場で書類審査も突破し、なぜか面接官のハートを掴んだらしい私は予想外に採用され、あれよあれよと事が進められていった。

　私が初めてイメージモデルを務めたのは、この化粧品会社のオリジナルブランドであるMimiの香水で、今日撮影していたものも同じ。というか、私はMimiの撮影しかしない。

　カジュアルでガーリーな服を着て、クールな表情でカメラに収まるのが〝りら〟のお決まりだ。最初の撮影でにっこり笑うことができなかっただけなのだけど、服装と表情のアンバランスさが目を引く、と意外にもウケたらしく、今に至る。

「りらの評判、うなぎ上りだって聞いてるでしょ？　メイクはギャルっぽいけど、雰囲気に品があるから人気なのよね。正体明かしてこっちを本業にすれば、きっと一気にのし上がれるわよ」

　片手を握って意気揚々と言う七恵だけれど、そんな気がない私は素知らぬフリで、鏡に映る無造作にカールしたミディアムの髪を手で整えていた。

　Mimiの専属モデルである、りら。その素顔は誰もわからないと、ネットで評判になっているらしい。

　それもそのはず。私の本名も正体も極秘にしてくれと、採用されたときにお願いしていたから。素顔を知っているのはこの七恵と、面接官をしていた役職者数人だけ。

　スタジオに出入りするときは帽子を被り、マスクと眼め鏡がねで顔を隠し、気配を消してササッと移動している。自動ドアが反応してくれないときが多々ある私だ。もはや特殊能力並みに存在感を消せる。

　そこまでするならモデルなんてしなければいいのに、と思わなくもないけれど……やめられないのだ、不思議なことに。

　モデルをしているときだけ、違う自分になれる――その快感を知ってしまったからなのだと思う。

「私は今のままが一番いいの。りらは名前しか知られてない謎のモデル。その設定、ミステリアスで結構気に入ってるし」

　七恵を見上げてニッと口角を上げてみせると、彼女もふっと笑みをこぼす。

「そっか。まぁ秘密があると、より皆の食いつきはいいだろうしね。りらはバーチャルな存在なんじゃないか、って噂うわさもあるみたいよ」

「なにそれ、カッコいい」

　おかしそうに笑う七恵が、メイク落としのコットンを私の顔に近づけたとき、コンコンとドアをノックする音が聞こえてきた。

　ぴたりと手を止めた七恵と、鏡越しに目を合わせる。

「ごめん、りらちゃん。ちょっといい？」

　男性スタッフさんの声だ。

　危ない、メイク落とさなくてよかった！

　モデルのりらへと意識を変えて、「はい」と返事をすると、ガチャリとドアが開かれ、三十代の男性が姿を現す。黒い短髪が爽やかな彼は、ユーフォリックモードのマーケティング部でＰＲ担当をしている柴しば田たさんだ。

「ごめんね、ちょっと言い忘れてたことがあって」

　片手を縦にして申し訳なさそうに笑いながらやってくる彼に、私は軽く微ほほ笑えむ。

「大丈夫です。なんですか？」

「次回の撮影、モデルの宝生海都とふたりでやることが決まったんだよ！」

　柴田さんがいつになく高めのテンションでそう言ってくるものだから、私はぽかんとしてしまう。

「うそぉ！　すごいじゃん、りら～！」

　後ろにいる七恵も目を丸くしながら、興奮気味で私の肩をバシバシと叩たたく。私は訝いぶかしげに眉をひそめるだけ。

「宝生海都って、誰？」

「えぇーっ!!」

　私の冷めたひとことで、ふたりは驚きょう愕がくの声を上げた。

　そ、そんなに驚くほどすごい人なの？　最近あんまりテレビ観てないからわからないな……。

　信じられない！と言いたそうな顔をする七恵と柴田さんは、ふたりして私に詰め寄ってくる。

「あんた知らないの!?　二十三歳の帰国子女で、今注目の大人気メンズモデルよ！」

「普段は可愛い子犬系男子だけど、狼おおかみに豹ひょう変へんする瞬間を見たいランキング一位の男だよ!?」

「知りませんよ、そんなコアなランキング」

　柴田さんに思わず突っ込んでしまった。どうやら可愛い系の男子らしいことはわかったけど。

「りらちゃん、同業者なのに知らないなんて……」

「あー……この子、人の顔と名前を覚えるのが異常に苦手らしくて」

　怪け訝げんそうにする柴田さんを、七恵が適当に言いくるめてくれる。柴田さんも私のことをよく知らないから、きっと普段もモデルの仕事をしていると思っているのだろう。

　それより……その、なんとかカイトくんと一緒に撮影するとなると、きっと見つめ合ったりくっついたりするんだよね？　これまでずっとひとりでやってきた私にとって、男子とそんな撮影をするっていうのはかなり難問……。

　未知の体験に臨むことへの不安を感じて難しい顔をしていると、柴田さんが熱く語り始める。

「新商品『プランタンアムール』のテーマは、恋する春。恋をしてる女の子たちを応援する香水なんだ。それをアピールした広告を作りたくてさ」

　私はメイク台に置かれたプランタンアムールのサンプルをチラリと見て、ふむふむと頷く。

　今つけているけれど、微かすかに花の香りがする女の子らしい香水だ。男子もその香りを嗅いだら、ドキッとするんじゃないだろうか。

「海都くんを前にすれば、誰もが恋に落ちるって言われてるくらいだし、りらちゃんも自然と恋する乙女の表情ができると思うんだよ」

　柴田さんに目線を戻すと、自信満々でガッツポーズをしている。

　彼の心意気はしっかりと伝わったけれど、どうしても不安が拭ぬぐえなくて、私は首を横に振ってしまう。

「いやいやいや、無理です、男の人となんて……」

「大丈夫大丈夫！　絡みはないから、そんなには」

「そんなには、って、ちょっとあるんじゃないですか」

　ムスッとして言ったものの、柴田さんは白い歯を見せて笑った。そして私の隣に来ると、『諦めてくれ』とでも言いたそうにぽんっと肩を叩く。

「これはもう決定事項なんだ。頼むよ、りらちゃん。……ギャラも弾むからさ」

　コソッと付け加えられた最後の部分に、私の耳はピクリと反応してしまった。

　ギャラ……いつもよりお金がもらえるとなれば話は別。私がこの副業をしているのは、そのため以外の何物でもないのだから。

　真ま面じ目めな顔で、鏡越しにではなく直接、柴田さんを見上げる。

「わかりました」

「切り替え早っ」

　黙って私たちを見ていた七恵が、すぐさま突っ込みを入れた。

　柴田さんは満足そうに笑いながら、「じゃあよろしく！」と言って、颯さっ爽そうとメイクルームを出ていく。

　ドアが閉まった直後、七恵はふうっと息を吐いて眉をひそめた。

「またお金が必要なの？　借金取りに追われてるんじゃないでしょーね」

「だったら今頃、夜の蝶ちょうになってるよ」

　ひらひらと手を動かして茶化す私だけど、我が家のお財布事情は結構深刻だ。

　私が暮らしている築五十年ほどの平屋一戸建ては、近所の小学生に『お化け屋敷だ』と恐れられているくらいボロい。そのメンテナンスにかかる費用は年々増えていく。

「家がそろそろやばそうでさ……。この間、ちょっと揺れただけで壁にヒビ入っちゃったし」

「よく住んでるわよねぇ」

　今度こそ私のメイクを落としながら、七恵が若干呆あきれ気味に言う。

　これまで何度も引っ越せと勧められてきたけど、そうもいかない理由があるのだ。私は、大切な思い出が詰まったあの家を守りたい。

　とはいえ、生活費に加えて家の修理費まで稼ぐのは、なかなか大変なんだよね……。

　メイクが落ちてどんどん平凡になっていく自分の顔を眺めながら、ため息交じりに呟つぶやく。

「サンタさん、私に家をください……」

「そんな太っ腹なサンタいないわよ」

　現実的な七恵に心の中では同意し、とにかく今は仕事を……名字は忘れてしまったけど、なんとかカイトくんとの撮影を頑張らねば、と気持ちを切り替えるのだった。
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　結局、先ほどの海都くんとの撮影は不安が的中したわけだけれど、まさか御影副社長に男性経験がないと見抜かれることになるとは……。

　普通ならセクハラになりかねない発言でも、この御影副社長にかかれば、神こう々ごうしいオーラのせいか、いやらしさをまったく感じず、むしろ萎い縮しゅくしてしまう。

　目の前にある綺麗な顔を呆然と見つめていた私は、はっとしてあとずさった。

「そっ、その通りです！　キスも、手を繋つないだことも、お付き合いしたことすらありません。すみません！」

　勢いよく頭を下げると、ぷっと吹き出す音が聞こえてきた。おそるおそる顔を上げれば、彼はシャープな顎に片手を当て、おかしそうにクスクスと笑っている。

　……あれ、怒っているんじゃなかったの？

　無防備に笑う姿をぽかんと眺めていると、「そこまで暴露するなよ」と言われ、かあっと顔が熱くなる。

　そうだよね……彼氏いない歴＝イコール処女歴二十四年だと告白したも同然だもんね……。

　恥ずかしさと残念さから、かくりと頭こうべを垂れる。すると副社長は私のおでこに人差し指をちょんとくっつけ、そのまま頭をもとに戻すように、ぐいーっと押し上げた。

「それに、謝らなくていい。なにも悪いわけじゃないんだから」

　微笑みを携えてそう言った副社長は、パチパチと瞬まばたきする私の横を通り過ぎていく。彼を追って後ろを向くと、メイク台に軽く腰かけて腕を組む余裕のある姿が目に映る。

「でも、そうか。どうりで色気を感じないわけだ」

「うっ」

　きっぱりと放たれた言葉が、弾丸のように胸にめり込んだ。これがゲームなら、きっと一気に体力が半分に減っている。

　しくしくと泣きたい気分になりながら、再びうなだれる私。

「やっぱりそうなんですね……」

「落ち込むなって。そんなのは自分で出せるものじゃないんだから」

　じゃあ、どうすれば……という私の疑問に答えるかのように、副社長の口からこんなセリフが飛び出す。

「女の色気も、恋する表情も、男が引き出すものだ」

　彼の淀よどみのない低い声と、力強さを秘めた瞳にセクシーさを感じて、ドキリと胸が鳴った。

〝女の色気は男が引き出すもの〟……それなら、男である副社長のこのゾクゾクさせるような色気は、どうやって出しているというの？

　真剣に考えていると、彼はこんなことを言いだす。

「だから、俺がおまじないをかけてやる」

「おまじない？」

　急に可愛らしいことを言われたので、キョトンとして首をかしげると、副社長はふっと微笑んだ。「おいで」と軽く手招きされ、なぜか胸の奥できゅっと音がした。

　なにをするつもりなのかと若干身構えつつも、言われる通り、そばに近づいていく。

　メイク台に腰かけたままの彼の正面に行くと、クイッと優しく手を引かれ、さらに距離が縮まった。今は見上げなくて済む位置にあるふたつの瞳が、私を捕らえるように見つめている。

　な、なに？　この状況……。

　芸能人と同じくらい遠い存在であるこの人が、半径三十センチ以内の至近距離にいることが信じられない。しかも、手を握られているなんて。

　ドキドキと速くなる心音を感じながら、どうしたらいいかわからなくなっていると、大きな手がそっと私の頬に触れた。

　驚きでビクッと肩を震わせた瞬間、形のいい唇が暗示をかけるように甘く囁ささやく。

「お前は今から、目の前の男を好きになる」

　ドキン！と、大きく心臓が波打った。

　これが、女の色気と恋する表情を引き出すためのおまじない……？

　目を見開いたまま固まっていると、副社長はなにかに気づいたように「あ」と声を漏もらし、斜め上に視線を上げる。

「〝目の前の男〟じゃなくて、〝宝生海都〟って言ったほうが……まぁいいか」

　適当っぽいひとりごとを呟かれたあと、私に目線を戻され、再びドキリとする。

　よくわからない恥ずかしさと戸惑いを露あらわにしていると、彼は私の頭をぽんっと撫なで、ふわりと微笑んだ。

「今のお前、いい顔してるよ。その調子でやってこい」

「え……」

　私、今どんな顔をしているんだろう。とりあえず、頬が熱いっていうことしかわからない。

　無意識に自分の頬に手を当てていると、副社長は「じゃあな」と言ってメイク台から身体を離し、ドアのほうへ歩いていく。彼がそのドアノブに手をかけたとき、私は咄とっ嗟さに呼び止めようとした。

「あの……！」

「なにをしてらっしゃるんですか、副社長」

　私の声は、同時に開かれたドアの向こうで待ち構えていたらしい人物によって掻かき消された。

　副社長のすらりとした背中の陰からそっと向こう側を窺うかがうと、三十代前半くらいの眼鏡をかけたスーツ姿の小柄な男性が、ムッとした表情で副社長を見据えている。

「会議に遅れます！　ここは会場までの通り道だから、少し様子を見るだけなら、と妥協して寄ったのですよ？　油を売っている暇はありません」

「せっかちだな、明あけ智ちは」

　明智さんというらしいその人に、副社長はため息交じりに言い、高級そうな腕時計に目を落とす。

「まだ寄って十分しか経ってないじゃないか。お前はもっとおおらかにならないとモテないぞ。ただでさえ顔、怖いのに」

「これは生まれつきですし、余計なお世話、というか失礼すぎます」

　明智さんの一ひと重えまぶたの瞳が、さらに鋭くなったように見えるけれど、副社長はなにも気にしていないように軽く笑い飛ばしていた。

　そして、この部屋に注目していたスタッフの皆に「お疲れ」とひと声かけると、片手をポケットに入れ、颯爽と階段のほうへ向かっていく。皆が頭を下げる中、私はまだ呆然としてしまっていた。

　そんな私の手前で、「まったく……」と小さく漏らして眼鏡を押し上げる明智さんだけれど、こういうことには慣れている様子。きっと副社長の秘書なのだろう、と私は推測していた。

　彼も副社長のあとを追って歩きだす。しかし、ほんの一歩進んだだけで足を止め、くるりと私のほうを向いた。

　副社長も言っていた、少々キツそうな印象の彼のお顔と目が合い、無意識に背筋がピンと伸びる。

　おぉ……明智さんも、副社長とはまた違う威圧感がある。

　なにか言われるのかと思いきや、明智さんは無表情のまま私に一礼しただけ。慌てて私も頭を下げたけれど、顔を戻したときには彼はすでに階段を上がろうとしていた。

「なんだったんだろう……」

　ふたりが風のように去って、普段のスタジオ風景に戻り、ついさっき私の身に起きた出来事がなんだか夢だったみたいに思える。

　副社長の瞳で、声で、手で。心の奥のほうから熱くさせられたような気がする。

　なんだろう、この甘いもどかしさは。

　これが、おまじないの効果……？










サンタクロース＝ぬくもりをくれる人？




　副社長たちが去ったあとに再開された撮影は、さっきまでの滞りが嘘うそのようにスムーズに進んだ。

　自分では表情がどう違っていたのかわからない。けれど……。

　海都くんを見ているはずなのに、なぜか副社長の顔が頭に浮かんでしまって、また胸の奥がじわじわと熱くなるような感覚がしたことは確かだ。

〝目の前の男を好きになる〟

　副社長は、私の恋する表情を引き出すために、海都くんを好きになるというおまじないをかけたつもりなのだろう。実際、撮影はうまくいったから、その効果はあったのだと思うけれど、私は海都くんに恋をしたような気はしない。

　むしろ、あのとき目の前にいたのは副社長なんだから、好きになるのは……。

「って、なにを真面目に考えてるんだ、私は」

　大きな銀色のボウルにたっぷり入った、コロッケ用のじゃがいもをマッシャーで潰しながら、自分に突っ込んだ。

　撮影から一夜明けた今日は、本職の場である惣菜屋ふくろうで朝から調理をしている。おばちゃんと見紛う姿は、〝りら〟からは想像もつかないだろう。

　普段は無心で働いているというのに、今日は昨日のことを繰り返し思い出してしまい、気がつくと手が遅くなっている。集中しなきゃ、と気合を入れ直し、ひき肉や調味料を混ぜたじゃがいもを丸く成形していく。

　……だいたい、副社長はどうして私にあんなことをしたんだろう。

　いくら撮影がうまく進んでいなかったとはいえ、明智さんの様子からすると、副社長だって忙しかったはず。私に構っている暇なんてなかっただろうに……ただの世話焼きなのかな。

　でも、あの感じからして、絶対女の扱いには慣れているよね。さすがデキる男は違うわ……。

　って、やっぱり考えちゃってる！　タネを丸める単純作業は考え事をする時間に最適だもの。ダメだこりゃ。

　ひとり脱力して手の平の上でタネを転がしていると、「瑞香ちゃん、手伝うわ」と言って隣に芳江さんがやってきた。

　和やかに雑談しながらふたりでせっせとコロッケを作っていると、店内のほうから色めき立った声が聞こえてくる。店長の奥さんと、惣菜を補充しに出ていたおばちゃんのものだ。

「あ。来たわね、ジェントル」

　女性陣の楽しそうな声で、なにがあったか芳江さんも気づいたらしく、調理台の前方にある店内を見られる窓のほうに目をやる。この位置からだと、結局店内はよく見えないのだけれど。

〝ジェントル〟というのは、イケメンのお客さんに芳江さんたちがつけたあだ名だ。それはそれは麗うるわしい外見らしく、対応も紳士的で素敵な大人の男性なのだとか。

　私はほとんど表に出ないから、お目にかかれていない。わざわざ見たいわけではないものの、あまりにも皆が騒ぐからちょっと気になっている。

　芳江さん情報によると、ジェントルは今のようなお昼どきに、週に一回ほどのペースでやってくるという。彼に会えた日は、黒毛和牛が特売で買えたくらいラッキーなのだと言っていたっけ。なんとも微妙なたとえだ。

「相変わらず人気ですね。そんなにカッコよくて紳士なんだ」

　丸めたタネに衣をつけながら淡々と言うと、芳江さんはぐりんと首をひねり、丸い瞳で私をまじまじと見て力説する。

「そりゃもう俳優並みよ！　私らおばちゃんたちの目の保養、女性ホルモン剤、アンチエイジングになって当然！」

「イケメンは世界を救いますね」

　真面目に頷く私に、芳江さんも手を動かしながら何気なく問いかける。

「瑞香ちゃんは興味ないの？　たまにはお兄さん以外の男の子と、クリスマスと誕生日、お祝いしたくならない？」

　すると、私はまた動きがスローになってしまう。今度は副社長ではなく、別の人のことが頭をよぎって。

　私には年の離れたお兄ちゃんがいるけれど、両親はいない。ふたりとも私が八歳のときに事故で亡くなった。

　それからは、祖父母が私たちの面倒を見てくれていた。そのふたりも数年前に天国に逝いってしまい、今私の誕生日を祝ってくれる家族はお兄ちゃんだけ。

　八歳年上の千ち紘ひろお兄ちゃんはとても優しくて愛あい想そもよく、妹の私から見てもイケメンの部類に入ると思う。年が離れているせいか、私をすごく可愛がってくれて、私もお兄ちゃんのことは今でも好きだ。

　毎年、クリスマスと同じ日である私の誕生日には、こっそり枕元にプレゼントを置いてくれる。幼い頃にお父さんたちがしてくれていたことを、お兄ちゃんが引き継いだからなのだ。しかしながら、私が二十四歳になった去年もまだ同じことを実行していたのだから感心する。

　まぁ、『サンタさんが来てくれた！』と気づかないフリをしてしまう私も私か。彼があまりにも気合を入れてくれるから、付き合ってあげたほうがいいかなと考えて。

　そう。お兄ちゃんのおかげで、私は彼氏なんていなくてもそれなりに楽しい日を過ごしていたのだ。……去年までは。

「特に思いませんでしたけど……今年はちょっと寂しくなるかもなぁ」

　ぽつりと呟くと、芳江さんは聞き取れなかったのか意味がわからないのか、頭にハテナマークが浮かんでいるように首をかしげる。

　いけない、お兄ちゃんのことは七恵以外には話していないんだった。話してもどうしようもないから。

　私はマスクの下で、あはっと笑い、詳しく詮索されないうちに話題を変える。

「芳江さんの娘さんは、やっぱり彼氏とデートですか？」

　芳江さんにも高校生の娘さんがいる。『この間、娘の彼氏と会ってさぁ』と複雑そうな顔で話していたことを思い出し、明るい口調で聞いてみると、彼女は苦笑しながら言う。

「そうなのよ～。彼、いい子そうなんだけど、やっぱりいろいろと心配になっちゃうのよねぇ」

　芳江さんの気持ちもなんとなくわかって、私も同じく苦笑を漏らした。年頃の女の子の親というものは、きっと難しい心境になるんだろう。

　すると彼女は少しはっとして「そういえば」と言い、こんなことを話しだす。

「最近、娘が香水つけ始めたのよ。モデルのりらちゃんに憧れてるんだって。もう色気づいちゃって困るわ～」

　りらの名前を聞いた瞬間、コロッケが私の手から滑り落ちそうになる。

「おととっ」と言いつつ両手でコロコロと転がし、なんとかキャッチした。

「コロッケで遊ばないの」

「いや、あの、すみません」

　淡々と指摘したあと、おかしそうに笑う芳江さんに、私はとりあえず謝った。

　こうしてたまにりらの名前が出たり、私が載っている雑誌を店長の娘さんが読んでいたりすると、いまだに動揺してしまう。私に憧れて香水を使ってくれているだなんて、この上なく嬉しいことなのだけど、素直に喜べない。

　りらの正体がこんな私で、なんかごめんなさい……。




　撮影から約十日が経ち、クリスマスを迎えた今日のシフトは日勤だ。ふくろうでの勤務は日勤と遅番があり、日勤は朝八時から午後五時までとなっている。

　定時に仕事を終えて外に出ると、もうすぐ雪に変わりそうな冷たい雨がしとしとと降っていた。

　道行くカップルは、こんな天気でも相合い傘をして幸せそう。というか、街中が浮き足立っているように見える。大きなプレゼントを抱えた人や、サンタクロースのコスプレをしてケーキを売る人たちを横目に、私は最寄り駅に向かった。

　電車を一回乗り継ぎ、三十分ほどで着くベッドタウンに私の自宅がある。いつもはまっすぐ帰るけれど、今日はどうしようか迷いつつ、電車を降りて駅前の洋菓子店に入った。

『しずく堂』という昔からある小さなこの店で、家族の誕生日には必ずケーキを買っていた。もちろんお兄ちゃんも毎年ここで買ってきてくれる。

　しずく堂に寄ったのは、きっと今日もお兄ちゃんは帰ってこないだろうと予想して、自分でケーキを買うため。でもケーキを二種類買ったのは、もしかしたら今日は帰ってきてくれるかもしれない、という淡い期待が消えていないからだ。

　矛盾した気持ちを抱きながら右手に傘を持ち、左手には小さな白い箱をぶら下げて、少し強くなってきた雨の中を歩く。

　十分ほどで着いた家は暗いままで、いつもの風景となにも変わらなかった。

「やっぱりいないよね……」

　本当にお化け屋敷みたいな、祖父母が若いときに建てた古い我が家を見つめながら、落胆して呟いた。

　お兄ちゃんは、今年の初め頃から突然家に帰ってこなくなった。『仕事で急に海外に行くことになった』と、申し訳なさそうに電話で伝えて。

　確かに彼の会社は海外にも支社があるけれど、『俺の部署は海外出張はほとんどない』と以前言っていたので、私は最初から怪しいなと思っていた。

　そのあともときどき連絡は来るから、とりあえずどこかで生きていることはわかる。でも詳しいことはなにも教えてくれないし、いつ帰れるかもわからないというのだ。そんな謎の出張があるだろうか。

　なにより、お兄ちゃんは自分がちょっと外泊するときですら、『こんなボロい家で、瑞香ひとりで留守番させるのは心配だ』と言っていた。それほど大切にしてくれていた私を置いてどこかへ行くなんて、なにかあったと思わずにはいられない。

　彼がいなくなって、もうすぐ一年が経とうとしている。その間にタイミングを見計らったように家は劣化してくるし、たったひとりの家族への心配も大きくなってくる。

　それに……この家でいつ帰ってくるかわからない人をひとりで待っているのは、寂しさが募るばかり。お兄ちゃんはどんなに仕事が忙しくても、私の誕生日だけは絶対に帰ってきてくれていたのに。

　どこからか隙間風が入ってくる寒い家に上がると、居間の電気をつけて、こたつの上にケーキの箱を置いた。

　あぁ、滑稽だ。ひとりでこれを食べたって、美お味いしく感じられるわけないじゃない。

「もう……早く帰ってきてよ。お兄ちゃんのバカ……！」

　つい本音を口にしたら、じわりと目頭が熱くなってくる。コートも脱がず、暖房もつけずその場に座り込み、ひと粒涙をこぼした。

　なにもやる気が起きなくて、しばらく膝を抱えて顔をうずめていたとき。ピンポーンと音が鳴り、はっとして顔を上げた。

　時計の針は午後六時半を指すところ。いつもお兄ちゃんが帰ってくる時間も、だいたいこのくらいだった。

　……まさか！

　飛び上がるように立ち上がった私は、一目散に玄関へと向かう。サンダルを突っかけ、鍵を開けるのももどかしい。

「お兄ちゃんっ!?」

　引き戸を勢いよくガラッと開けるのと同時に叫んだ。

　そこに立つ人物を見た私は、目を見開いて固まる。

「メリークリスマース」

　若干棒読みで言ったその人は、サンタクロースの帽子を被り、鼻と髭ひげがついたおもちゃの眼鏡をかけている。それとはアンバランスなスーツ姿で。

　背丈は同じくらいだけど声はまったく違うし、明らかにお兄ちゃんではない。どう見ても不審者か、変な訪問販売をしている人だ。

　お互いに黙って数秒見つめ合ったあと、私はなにも言わずにぴしゃっと引き戸を閉めた。

　だ、誰？　いったいなんの用!?

　混乱したまま、なんとなく背にした引き戸を開かれないよう押さえていると、外から落ち着いた声が聞こえてきた。

「おい、開けろ」

「帰ってください！　悪徳商法ならお断りです！」

「そんな悪趣味なことはしない」

　ぎゅっと眉根を寄せて叫ぶけれど、引き戸の向こうから聞こえてくる声は相変わらず平静を保っている。

「その格好で知らない人の家に来る時点で、充分に悪趣味です！」

　きっぱり言い返すと、はははっと無邪気に笑われて、少し肩の力が抜ける。

「なんだ。サンタクロース、信じてないじゃないか」

　……え？　どういうこと？

　微かに聞こえてきた言葉に反応して、思わず後ろを振り返った。

　すりガラスの向こうに見える人影はなにやら動いていて、三角の赤い帽子や眼鏡を取っているようだ。そして、少し真面目な口調になって言う。

「知らない人じゃないぞ。お前は忘れてるかもしれないが、俺は覚えてる」

　そういえば、この声、どこかで……。

　頭に引っかかってすぐ、この滑らかな声が誰のものか思い当たり、息を呑のむ。半信半疑のまま、慌ててもう一度引き戸を開けた。

　そこにはもうふざけたサンタクロースはいない。いつ見ても麗しいお顔の、大人の色香を漂わせる男性が微笑んでいた。

「こんばんは、りら。ユーフォリックモード取締役副社長の御影だ」

　改まって挨拶をする副社長。彼がなぜ私の家を知っていてやってきたのか謎だし、驚愕したけれど、もうひとつ驚くべきことがある。

　副社長……今、〝りら〟って言ったよね？　メイクもしていない、ウィッグもつけていない素の私を見て、どうして気づいたの？

「んなっ、なななん、で……」

　両手で顔を覆い、口をパクパクさせて動揺しまくる私。すると、副社長の整った顔が少し傾きながらこちらに近づいてくる。

　えぇぇ、なにっ!?

　伏し目がちな色っぽい表情が接近し、咄嗟に肩をすくめた私は、ぎゅっと目をつぶった。

　首のあたりに気配を感じた瞬間、彼はすうっと息を吸い込む。ドキンドキンと大きく脈打つ心臓を私が押さえていると、すぐに気配は離れていった。

　ゆっくり開いた私の目には、得意気な表情の副社長が映る。

「今、プランタンアムールをつけてるだろ。あのときと同じ香りだ」

「は……」

　今のはにおいを確かめたのだとわかり、気の抜けた声を漏らした。

　キ……キスされるかと思った自分、天に召されてほしい！

　副社長の言う通り、私は仕事が終わると軽く香水をつけている。調理をしているとにおいが身体についてしまうから、なんとなくごまかしたくて。それだけじゃなく、友達と会うときや気分を変えたいときにもよくつけている。

　というか、副社長は香りだけで、私がりらだとわかったの？　なんという嗅覚の持ち主！

　前世は犬なんじゃないかと思いながらぽかんと見つめていると、彼はサンタの小道具をビジネスバッグに押し込みながら言う。

「まぁ、顔を見ただけでわかったよ。モデルのオーディションのとき、俺も面接官やってたから」

「あ、そっか……そうですよね」

　そういえば、副社長は素の私を最初から見ていたんだった。履歴書も出してあるし、それで住所も知っていたのかもしれない。

　そのことは納得できるけれど、肝心なことがわからないままだ。

「あの、でも、なんでここに？」

　困惑を隠せない私を一瞥した副社長は、その問いには答えず、少し肩を震わせながら言う。

「とりあえず入らせてくれないか？　寒い」

「あぁっ、すみません！」

　そうだよ、こんな玄関先で話していたら風邪をひかせてしまう。副社長の肩、雨でちょっと濡ぬれているし。

　気が利かない自分に反省しつつ、慌てて彼を中へ招き入れた。

　……で、でも私、男の人を家に上げるの、初めてなんですが。

　部屋の中は散らかったりはしていないものの、とにかく古くさくて恥ずかしい。歩くたびにギシギシと鳴る廊下を進み、とりあえず居間に案内した。

　こたつとテレビ、そしてストーブがあるくらいの質素な部屋を見回した副社長は、想像と違うと言わんばかりにボソッと呟く。

「……部屋の中も、たいして外の温度と変わらないとは」

「帰ってきたばっかりだったんですよ」

　寒いのは決して古いせいじゃないですから、と心の中で言いつつ苦笑いする。

　まぁ暖房をつけていても、消した途端に外に放り出されたかと思うくらい、保温性がない家だけど。

　副社長って、結構遠慮なく思ったことを言う人だよなぁと分析しながら、そそくさとストーブをつけようとする。しかし彼は、「あぁ、いいよ」と、やんわりと私を制した。

「これを渡したかっただけだから……って、同じもの買ってるし」

　バッグと共に手にしていた箱をこたつの上に置こうとした彼は、そこに私が買ったケーキの箱があることに気づき、そう言った。

〝同じもの〟っていうことは、副社長が持ってきた大きめの箱もしずく堂のケーキ？

　私の思い入れのある店のケーキを買ってきたのは偶然？　とにもかくにも、この人の目的はいったいなんなのだろうか。

「副社長……どうしてこんなことをしてくれるんですか？」

　気持ちはありがたい。でも副社長の意図が謎すぎて、なにか裏があるんじゃないかと勘繰ってしまう。

　思いっきり怪訝な目で見やると、彼は余裕の笑みを携えてこんなことを言う。

「俺がこうしたいと思ったから」

　答えになっているようで、なっていない！

　私はムッと顔をしかめ、彼に詰め寄る。

「そんなんじゃ納得できません！」

「ひとりで寂しかったんじゃないのか？」

　間髪入れず、胸を突くひとことを真剣な口調で放たれ、ギクリとした。

　さらに、こちらにスッと手が伸ばされたかと思うと、彼の親指が私の目の下から頬のあたりを撫でる。

　ゾクッとするにもかかわらず嫌ではない感覚を覚えると同時に、しまったと思った。もしかしたら涙の痕がついていたのかもしれない。

〝ひとりで寂しかった〟……それは見事に当たっていて、言い返すことができない。

　大事な日を一緒に過ごす相手がいないから、という単純なものじゃなくて、この寂しさはもっと心の奥に巣食っているような気がする。両親も、祖父母もいなくなって、ついにはお兄ちゃんまでもがいなくなってしまった。私は本当にひとりなのだと実感すると、寂しくてたまらない。

　愛情が欲しい。ぬくもりが欲しい――。これは七恵や、芳江さんでは埋めてもらえない類たぐいのものなのだ。

　副社長は、私のその気持ちを見抜いているかのように思えた。

『ひとりで寂しかったんじゃないのか？』という言葉も、決して私をからかっているようには受け取れない。

　どうして、この人は私のことがわかるのだろう……。

　普通なら気味が悪いと感じるかもしれないけれど、なぜかそんなことはなく、むしろ私も、もっと副社長のことを知りたいという興味が湧いてくる。

　思いを巡らせながら、吸い込まれそうな薄茶色の瞳を見つめていると、彼はふっと笑みを浮かべた。そしてまたしても私を驚かせることを言う。

「ま、細かいことは気にしないで、今日は俺に甘えてくれ。レストランを予約してあるから行くぞ」

「えっ！」

　これから副社長と食事をしに行くの!?とギョッとする私をよそに、歩きだそうとした彼が「その前に……」と言いながら突然振り向いた。

「〝瑞香〟も、もっと素敵な女にしてやりたい」

　甘さを含んだ笑みと声色でそんなことを言われ、私は目を見開く。

「今の素朴なお前もいいけどな」

　さらっと付け加えられて、心臓がドキリと動いた。

　本当におかしな人……こんな私のことを構うなんて。なにを考えているのかまるでわからないのに、不思議とついていきたくなる魅力を持っている人だ。

　今日はクリスマスであり、誕生日。少しくらい現実逃避をしたって、誰も私を責めないよね。

　いつの間にか開き直っていた私は、早鐘を打つような胸の高鳴りを覚えながら、彼のあとに続いて家を出た。










特別な夜＝気分はシンデレラ




　玄関の外にある小さな庭を通って道に出ると、黒光りする見慣れない車が一台、脇に停まっている。

　品がある、やや丸みを帯びたセダンタイプのそれは、車に詳しくない私でも名前を知っている有名な高級車だ。思わず「すごっ」と声を出してしまった。

　目を点にする私を気にも留めず、副社長は助手席のドアを開けて促す。遠慮がちに乗ると、甘さと爽やかさのバランスが絶妙ないい香りに包まれた。仕事柄、香りにはこだわりがあるのかな、なんて思いつつ、高級感の漂う内装を見回す。

　すぐに副社長が運転席に乗り込んできてドアが閉められた。密室にふたりきりになると、急に意識してしまい胸が騒ぎだす。

　なんだか緊張して息苦しい……。気安くついていくべきじゃなかったかな。

　男の人の車に乗せてもらうのなんか、お兄ちゃん以外では初めてだし、相手はあの副社長。夢を見ているように思えて仕方ない。

　どこに行くかも教えてもらえないまま、車はゆっくり発進した。

　エンジン音が静かな車内では、自分の心臓の音が大きく聞こえる。

　片手でハンドルを握る副社長の姿は文句なしにカッコいい。凛り々りしい横顔も素敵で、見ているだけで緊張が増してしまう。

　雨を掻き分けるワイパーが動く前方に目線を移し、気を紛らわすためにとりあえず口を開く。

「今日は、明智さんは一緒じゃないんですね」

　私の発言に、副社長は一瞬キョトンとしてこちらを振り向き、「え？」と間が抜けた声を漏らした。

「あ……明智さんが秘書だとしたら、いつも行動を共にするものなのかなと思って」

　この間の撮影のとき、ふたりが一緒にいたことが印象深くて、なんとなくそう考えたのだ。見た感じ、今の副社長も仕事帰りだろう。明智さんが出退勤時の運転手を務めたりしないのかな。

　副社長は私の言いたいことを理解したように、「あぁ」と小さく頷く。

「そう。明智は秘書で送迎もしてくれるが、今日はさすがにいないよ。なんでプライベートまであいつと一緒にいなきゃいけないんだ」

　軽く笑いながら口にされた、〝プライベート〟という響きにドキリとしてしまう。これは御影副社長が直々に行っていることなのだと、改めて認識させられたようで。

　ケーキをくれたことも、これから食事に行くことも……誕生日をひとりで過ごさせないでくれることも。全部、彼の意思で私のためにしてくれているらしい。

　その理由はまだわからなくても、心が温かくなってくるのは確かに感じる。

　やけにキラキラと輝いて見える、雨に濡れる街を眺めていると、副社長はチラリと私を一瞥してこんなことを言う。

「明智のことが気になるか？」

「えっ？　いえいえ、決してそういうわけでは！」

　うわ、ちょっと明智さんの名前を出しただけでそう来るとは！

　手と首をぶんぶんと振って否定すると、副社長は前を見たままクスッと笑みを浮かべる。

「あいつは見た目が冷たそうだし、カリカリしているときも多いんだが、実はいいやつなんだよ。仕事も抜かりなくて頭もキレる。なのになかなか彼女ができないから、誰か紹介してやろうかと思っているんだ」

「そうなんですか」

　確かに明智さんもキレ者っぽかったよね。でも、そういえば副社長は『モテないぞ』なんて失礼なことを言っていたっけ。心配しているみたいだけど、優しいんだか嫌味なんだか……。

　私は苦笑しながら相あい槌づちを打って、はっとした。

　もしや、今日はご機嫌取りをしておいて、私を明智さんに紹介しようとしている、とか？

　そんな考えが一瞬浮かんだものの、「でも」と続けられた副社長の次の言葉で杞き憂ゆうに終わる。

「その話は置いておこう。今、お前には他の男のことを考えさせたくはない」

　ドキッ、とひと際大きく胸が鳴った。

　そ、それって……〝俺だけのことを考えてろ〟的な？　なぜそんな独占欲を露わにしたようなことを!?

　恋人にでもなったような気分でキュンとしていると、副社長は前を見たまま、こう付け加える。

「俺がお前を喜ばせようとしてるのに、他のやつのことを考えられちまってたら悔しいから」

「あ、あぁ……！」

　なんとなく意味を理解して、そういうことですか、とぎこちなく笑いながら頷く。

　それでも、やっぱり副社長が抱いているのは独占欲の一種なんだよね？　そう思うと気恥ずかしいような、嬉しいような……。

　微妙なもどかしさを感じつつ、流れる景色に目を向けると、いつの間にか高速に乗っていた。どうやら東京駅方面を目指しているらしい。

　いつも混み合っている首都高を走りながら、副社長が何気なく問う。

「瑞香は今日で何歳になったんだ？」

　履歴書を見て誕生日まで覚えてくれていたのか、と驚きつつ、自然に名前を呼び捨てされてちょっぴりむず痒がゆくなった。

　しかしこれだけのことで動揺するまいと、冷静な顔で答える。

「二十五です」

「俺と十歳も違うのか。若いな」

「副社長は今、三十五歳なんですか。すごいですよね、若くして会社役員になられて」

　運転する彼に目を向け、心の底から感心しながら言った。

　創業三十周年を迎えるユーフォリックモードは、リーズナブルなコスメや香水に力を入れ始めた数年前から急成長している企業だ。商品は全国のドラッグストアなどで手軽に買えることもあり、若い女性から絶大な人気を得ている。

　大手化粧品メーカーのように、有名な女優を起用したテレビＣＭを流すなんて宣伝はしない。にもかかわらず、口コミで広まって業界内でも知名度はあり、今後さらに飛躍するだろうと期待されているらしい。

　ここまで成長させるのにひと役もふた役も買っているのが、この御影副社長なのだと七恵から聞いていた。尊敬しないわけがない。

　三百人ほどの社員を纏まとめ、本社であるオフィスビルの中に副社長室という自分専用の一室を持っているだけでもすごいことだ。

　しかし当の本人は、『たいしたことない』というように鼻で笑う。

「なにもすごくないだろ。同じ年齢で社長やってるやつも少なくないし、珍しいことじゃない」

　優雅なハンドルさばきで運転を続ける副社長は、チラリと私を見て、こんなことを言う。

「俺からしたら、モデルをやってるお前のほうがすごいよ。自己管理をちゃんとして美を保ち続けるのって、かなり大変だろうから」

　彼の言う通り、モデルを本業にしている人は、体重制限やお肌のお手入れで大変な思いをしているはず。

　だけど、私の場合はそこまで気を遣っていないのが正直なところ。幸い、食べても太らない体質だから油断してしまうことも多々あるし、ちょっと決まりが悪い……。

　なにも言えず肩をすくめていると、副社長はちょっぴり意地悪っぽく口角を上げる。

「まぁ、服装は気を抜いてるみたいだな」

「うっ」

　そうだ、油断しているのはファッションもだった……。本当、はっきり言うな、この人……。

　今さらながら黒いコートを掻き合わせて隠すのは、高校時代から着ている、ゆるキャラみたいなひよこのイラストが胸のあたりにプリントされたトレーナー。パンツはウエストがゴムになっているスキニージーンズで、部屋着だと思われても文句を言えないスタイルだ。

　オシャレしたい気持ちはあるものの、お金もないし、見せる相手もいないから結局こうなってしまう。仕事中はコンタクトをしているけど、普段はなんのしゃれっ気もない眼鏡をかけているから、余計にダサい。

　だから私はモデルという仕事が好きなのかもしれない。自分ではできない派手なメイクをされて、スタイリストさんが素敵な服を用意してくれて、私はなにもしなくても変身させてもらえるから。

　他力本願で、自分磨きをしていないモデルなんて魅力ないよなぁ……と反省しつつ、ため息交じりに呟く。

「私、そもそもあんまりいい服持ってないんですよね」

「そうだと思って、ここへ連れてくることにしたんだよ」

　副社長が言ったことに反応して、ぱっと外に目を向けると、大きなデパートがそびえ立っている。いつの間にか高速も降りていたらしい。

　そして、信号機についている標識をなんとなく見上げた私は、それを二度見してしまった。

「えっ、銀ぎん座ざ!?」

　白い文字で間違いなく銀座と書かれている。東京に住んでいても私には敷居が高すぎる気がしていて、来たことはなかった。

　絶対に場違いでしょう！　私、ゆるキャラトレーナーを着た女だよ!?

「こ、こんなところでなにを……」

「いい店があるんだ。行こう」

　目を丸くする私に、副社長は前を見たままそれだけ告げた。

　行き先や目的をあまり詳しく教えてくれないのは、彼のオハコなのだろうか……。

　パーキングに車を停めたあと、当然ながら慣れている様子の彼について、なんだか緊張しながら銀座の街を歩く。もちろん、ダサいトレーナーはコートで隠して。

　ものの数分で副社長が足を止めたのは、ガラス張りの高級感漂うアパレルショップの前だった。ディスプレイには、上品で大人っぽいコーディネートの洋服が飾られている。

「わぁ、素敵なお店ですね。ここに用があるんですか？」

　興味深く店内を覗きながら問いかけると、彼は「あぁ」と頷き、意味深な笑みを浮かべて私を見下ろす。

「少しお前を変えてみてもいいか？　俺好みの女に」

　甘さを含んだ声を投げかけられ、小さく胸が鳴ると同時に、副社長の目的をなんとなく理解して目を見開いた。

　もしかして、あまりにも私がダサいから、ここの素敵な服を買い与えるつもり？　しかも、副社長好みの服……って！

「そ、そんなのダメですって！」

「気にするな。服代なら俺が――」

「店員さんに、ゆるキャラトレーナーを見られちゃうかもしれないじゃないですか！」

「そっちかよ」

　副社長は脱力するけど、私には死活問題だ。このコートで足を踏み入れるのでさえためらわれるのに！

　しかし、愕然としている私の腕を軽く掴んだ副社長は、「そのゆるキャラも可愛いから平気だ」と適当なことを言って一歩を踏み出す。そのままズルズルとショップの中へ引き込まれてしまった。

　あぁ、入ってしまった……。ラグジュアリーな雰囲気の店内も、オシャレな格好をした店員さんも眩しい……。

　ここはどうやらセレクトショップらしく、一階は靴やバッグ、アクセサリーが綺麗に並べられている。副社長に連れられて上がった二階がレディース、三階がメンズになっているようだ。

　二階のフロアを歩くと、女性客がチラチラと副社長を見て、中にはうっすら頬を染める人もいる。私の存在には気づかないでほしいから、彼だけを見ていただいて構わないのだけど。

　当の副社長は、そんな視線をまったく気にすることなくレディースの服を見て回り、ときどき目を引くものがあると私にそれをあてがいながら言う。

「ここの商品は海外からの一点ものが中心なんだ。〝りら〟だと、こういう派手なやつも似合うと思うんだが……」

　真っ赤なドレスワンピは今の私にはいまいちだったらしく、彼は首をひねっている。されるがままの私は、なんだか着せ替え人形になったみたいで不思議な気分だ。

　すると、ある服を手に取った彼は満足気な顔を見せた。

「〝瑞香〟にはこれだな」

　納得したように頷く彼が選んだのは、上品で落ち着いたボルドー色の、長袖のミモレ丈ワンピース。ひらりと揺れるスカートの裾は、アシンメトリーで後ろがやや長くなっている。ハイウエストの部分にリボンが巻かれている、女性らしく優雅なデザインのものだ。

　自分ではまず選ばないエレガントなそれを見下ろし、私は目をしばたたかせる。

「こんな女らしいデザインのワンピース、私に似合いますかね……」

　りらのときは、どちらかといえば可愛くカジュアルなファッションが多いから、こういう大人っぽい服はあまりチャレンジしたことがない。

　少々意地悪っぽい表情を見せる副社長は、「モデルなら着こなしてみろ」とちょっぴり厳しいことを言い、ぐうの音も出ない私を試着室へと促す。

　ちょうどこちらにやってきたにこやかな女性店員さんにも案内されて、私はワンピースと共に試着室のカーテンの中に入った。

　大きな鏡には、職場で帽子を被っていたせいで少々クセがついたダークブラウンの髪と、ほぼすっぴんの冴さえない顔が映る。あと、ゆるキャラトレーナーも。

　モデルの仕事をするときは、髪もメイクも綺麗にしてもらえるからいいのだけど、今の自分には驚くほど自信がない。それでもここまで来て着替えないわけにはいかないので、のそのそと服を脱ぎだした。

　……しかし、ワンピースに袖を通してみてびっくり。

「意外と似合ってる、かも？」

　サイズはぴったりで、スタイルがよく見える。

　胸元が適度に開いているのと、アシンメトリーなスカートのおかげで、色気なんて皆無の私にも少しだけ女らしさがプラスされたような気がする。……気がするだけだと思うけど。

　鏡の前でいろんな角度から見ていると、「着たか？」と副社長の声が投げかけられる。慌てて返事をして、若干緊張しながらカーテンを開けた。

「どうでしょう……？」

　遠慮がちな上目遣いで視線を送る私をじっと見つめた彼は、頷きながらゆるりと唇で弧を描く。

「想像以上にいい。綺麗だ」

　……綺麗、だなんて。お世辞は撮影のときに言われ慣れているのに、どうして今はドキリとしてしまうんだろうか。

　ほんのり火ほ照てる顔を俯うつむかせていると、なにやら副社長が動きだす。またフロアの中を物色し始める彼を、なにをしているんだろうと思いながら見ていると、彼はコートやら靴やらを店員さんと一緒に持って戻ってきた。

　副社長に言われるまま私がチェスターコートを羽織り、細いヒールのショートブーツを履くと、彼は私の全身を眺めて満足気に微笑む。

「よし、完璧。このまま行くぞ」

「えぇっ、で、でも私の服……！」

　副社長に手を取られ、戸惑いながら試着室のほうを振り返った私はギョッとした。

　脱ぎっぱなしにしていた私の服、つまりゆるキャラトレーナーを、店員さんが笑顔で手にしていたから。

「こちらは袋に入れさせていただきますね」

　ぎゃあぁ、見ないでー!!　その親切心は結構ですって！

　一瞬叫びそうになったけれど、ここは高級ショップの中なのだと必死に抑える。

　しかし顔は絶望で引きつってしまい、そんな私を見て副社長はなんとか笑いを堪こらえていた。

　私が動揺している間に、副社長はスマートに会計を済ませて一階へと下りる。

　さっきチラッと見たワンピースの値札には、ゼロが四つついていた。やはり決して安くはない店だろうし、コートやブーツも買ったのだから、いいお値段だったに違いない。

　それなのになんのためらいもなく、親しくもない私にプレゼントしてくれちゃうなんて……裕福な人の思考は理解しがたい。

　気前のいい似え非せサンタさんに、ちょっぴり呆れにも似た気持ちを抱きつつ一階のフロアを歩いていると、途中で副社長が足を止めた。

「これも似合いそうだな」

　そう言って彼が手にしたのは、キラキラとしたビジューがついた大きめの蝶々のヘアピン。色がゴールドだからか子供っぽくなく、これも上品なデザインだ。

「わぁ、可愛い」

「こっちを向いて」

　蝶々から副社長に目線を上げると、私の耳を隠す髪を、大きな手がそっと掻き上げる。どうやらピンを留めようとしてくれているらしい。

　男の人に髪を弄いじられるなんて、美容師さん以外では初めてだ……。なんかゾクゾクする。

　この人はどれだけ私を動揺させれば気が済むんだ、と思いつつ、彼の首元を見たままじっとしていると、「できた」と声がして手が離された。

　隣にある小さな鏡を見やれば、耳の上に金色の蝶々が留まっている。これだけで貧相な私の顔が見違えるようだ。

「……少しはマシになりましたかね？」

「いや」

　照れ隠しでぽつりと呟くと、即否定されてしまった。

　がーん、とショックを受けたものの、副社長の口からはすぐに、こんな言葉が紡がれる。

「〝マシ〟じゃなくて、もともと持ってるお前のよさを引き立たせただけだ」

　その穏やかな口調と微笑みで、私の心も一気に温かくなっていく。

　……お世辞だと思いたくないな、副社長が言うことは。










始まりの予感＝もっと知りたい




　ヘアピンもお買い上げして、私たちはショップをあとにした。

　小雨を受けるひとつの傘の下、背の高い副社長の隣に並び、さっきより断然堂々と銀座の街を歩く。次は彼が予約してくれているというフレンチレストランへ向かう。

　大きな通りから外れ、人通りが少なくなった路地に、白い外観のそれがあった。エントランスにはライトアップされた小さな池があり、その中に立つ一本の木には青白い電球がきらめいている。

　見るからにお高そうなにおいがぷんぷんするレストランの中に、おずおずと足を踏み入れる。シックで落ち着いた雰囲気の店内は、大人のカップルやマダムが多く、皆幸せそうに食事を楽しんでいるようだ。

　クロークにコートを預け、大きな窓のそばの席に案内されると、外にはガーデンライトに照らされた庭が見えてものすごくロマンチック。

「こんなオシャレなレストラン、初めて来ました。副社長はよく来られるんですか？」

「いや、一回来ただけだよ。でも料理もうまいし雰囲気もいいから、また来たいと思ってたんだ」

　副社長はスタイリッシュなこの店もよく似合うなぁと思いつつ、「そうなんですね」と頷いて席に着いた。

　キョロキョロと目だけを動かして観察すれば、皆綺麗に着飾っている。

　本当によかった、服を着替えさせてもらって……。あんな地味スタイルじゃ、恥ずかしくて入れなかった。

　素敵な服を着てオシャレなレストランにいるのだから、私もちゃんとしようと思い、背筋を伸ばして姿勢を正す。そして皿の上にのせられていた白いナプキンを膝にかけようとして、ふと気づいた。

「すみません、私テーブルマナーがいまいち……。外側から使うんでしたっけ？」

　皿の両側に並べられたナイフやフォークを見て戸惑ってしまう。フルコースって食べたことがないから、わからない。

　自分が情けなくなっていると、副社長は私を安心させるように言う。

「大丈夫、ここは創作フレンチの店だから。箸でいただいても問題ない」

「えっ、そうなんですか？」

　目を丸くしたちょうどそのとき、やってきたウェイターに副社長が箸を頼んでくれた。マナー違反かと思ったけれど、ウェイターさんも快く応じてくれて、なんだか感心してしまう。

「急に一流フレンチに連れてこられても緊張するかなと思って、ここにしてみたんだ。マナーを気にして食事を楽しめないんじゃ意味ないしな」

　そう言ってメニューを眺める副社長を、私はまじまじと見つめる。

　さすがというか、なんというか……そこまで先回りして考えられるところを、素直に尊敬する。

　その気遣いが嬉しくもあって、思わず口元が緩んだ。

「そんなところまで気を遣ってくださったなんて……。すごくありがたいです」

「だろ。マナーはいつか三ツ星レストランに行って教えてやるよ」

　余裕の笑みを見せる副社長だけど、また一緒に高級レストランに行くときが本当に来るとは思えない。社交辞令ってやつだよね。

　私がこんな扱いをされるのは、きっと今日だけ。そうわかっていながらも、「お願いします」と返しておいた。

　それから、たいしてお酒が強くない私でも飲めるワインを頼んでもらって、乾杯しようとグラスを合わせる直前、副社長が柔らかな声色で言う。

「誕生日おめでとう、瑞香」

　……毎年お兄ちゃんがくれていたお祝いの言葉を、今年は副社長が言ってくれるなんて。

　彼が今こうしてくれている理由は、はっきりわからないし、きっと何度聞いてもはぐらかされるだけだろう。それでも、寂しいだけでしかないと思っていた誕生日を、温かい気持ちで過ごさせてもらっているのは事実。

「ありがとうございます」

　感謝を込めて心からお礼を言い、グラスを合わせた。

　すぐに運ばれてきた料理の数々は見た目も美しく豪華で、もちろん味も絶品。和食っぽいものもあって、箸で食べていても違和感がない。

　目の前の彼は食べ方も品があって綺麗だし、顔やスタイルだけじゃなく佇たたずまいまでもが魅力的だ。目が合ったときに微笑まれるのも、ドキッとしてしまう。

　まるで、彼だけのお姫様にでもなったかのような気分……。

　この夢みたいなひとときは、あと少しで終わってしまう。でも、私はまだ副社長のことをなにも把握していない。

　彼がサンタクロースを気取って私のもとに現れた理由は教えてもらえなくても、他のことを聞いてみよう。なにも知らないまま今日を終えたくはない。

「あの」と声をかけると、彼はメインの煮込まれた牛肉をナイフで切りながら、こちらに目線を向ける。

「副社長の誕生日はいつですか？」

「俺？　十月二十日だが」

　不思議そうな顔をしながらも答えてくれた彼に、さらに質問を続ける。

「覚えやすいですね。じゃあ、血液型は？」

「ＡＢ」

「あー、それっぽい」

　うんうんと頷いていると、副社長は軽く笑いながら、細かく切った牛肉を口に運ぶ。

「なんだよ、急に」

「副社長はわからないことばかりなので、なんでもいいから知りたいなと思って」

　真顔になる彼に、今度は「好きな食べ物は？」と聞いてみる。

「んー」と少し唸って考えを巡らせた彼からは、こんな答えが返ってきた。

「から揚げとハンバーグと……オムライスやカレーも好きだな」

「お子様じゃないですか」

　思わず吹き出してしまった。羽振りもよくて、きっと舌も肥えているだろうこの人から、そんな可愛らしいメニューが出てくるとは予想外で。

「意外です。もっと高級なものを言うかと思ったのに」

「やっぱり何度も食いたくなるのは、そういう庶民的な料理だろ。極論を言えば俺は猫まんまでも満足する」

「猫まんま!?」

　副社長ともあろうお方が……それは庶民的というより粗食ですよ！

　堪えきれず、あははっと声を上げて笑うと、私を見つめる目前のふたつの瞳が柔らかく細められる。

「やっと笑った。りらのときより、いい顔してる」

　そう言われて、反射的に口元に手を当てた。

　そういえば、声を出して笑ったのは久々かもしれない。少なくとも今日は、この瞬間まであまり笑えていなかったかも、と思う。

　テーブルの中心に飾られた赤いバラに無意識に目線を向けていると、炭酸水に口をつけた副社長から、ふいにこんなひとことが出る。

「今日、俺がお前のサンタクロースになった理由、ひとつ教えてやろうか」

　えっ、教えてくれるの？　それはもちろん聞きたい！

　願ってもない言葉に興味津しん々しんでぱっと顔を上げると、彼は真面目な表情になって口を開く。

「俺も、お前のことが知りたかったからだよ。りらじゃなくて、春原瑞香のことを」

「へっ……？」

「ずっと気になってたんだ。オーディションをしたときから」

　そんなに前から副社長の頭の中に私の存在があったなんて、にわかには信じられず目が点になる。

　彼は約一年前のことを思い返すように、視線を斜め上にさ迷わせる。

「皆それなりに気合入れてオーディションに来るのに、お前だけやる気あるんだかないんだかわからない質素な格好で来るし、『特技は？』って聞いたら『キャベツの千切りです』って全然関係ないこと答えるし。なんだこいつは、って」

「あうぅ」

　私も恥ずかしい記憶を思い出し、頭を抱えた。

　そうだった……あのときは急に七恵からお声がかかって、オーディションではなにをするのかよくわからないまま行ったから、あんなことに……。

　周りは綺麗な人ばかりだったから、これはもう私は落ちるなと諦めていて、逆に捨て身でのびのびと受け答えできたような気はしたけれど。

「でももうひとつ、自己アピールで『花に詳しい』って言ってただろ。試しに会場の中に飾ってあった花の名前を聞いたら、すぐに答えたんだよな」

　それを聞いてゆっくり顔を上げると、伏し目がちな副社長が穏やかに微笑んでいた。

　私は昔から花が好きで、それについての知識はあるほうだと思う。おばあちゃんが花が好きだったから、その影響で。春になれば、我が家の庭も色とりどりの花で彩られるのだ。

　オーディションのとき、部屋の隅に飾ってあった紫色の花の名前を聞いてきたのは副社長だったな、と思い返しながら、笑みを浮かべて言う。

「そうでしたね。あのときの花がライラックだったから、モデルの名前をりらにしたんです」

「ライラックはフランス語でlilasリラだからか」

「そう！　よくご存知ですね」

　副社長の口からすぐに答えが出されて、また目を丸くすると、彼は当然というように腕を組む。

「Mimiの香水は花由来の香りが多いからな。そのくらいは知ってるよ」

　あぁそっか、と頷く私。

　確かライラックの香りもあったもんね。

　Mimiの香水はあまり人工っぽくなく、花に近い自然な香りがする。そういう香水が好きで、私もモデルを始める前から愛用していた。

「花について語っているときの瑞香の表情は、生き生きしていて魅力的だった。こんなに花が好きな子なら、きっとMimiのモデルとしていい働きをしてくれると思ったんだ。……まぁ、まったく着飾っていないこいつにモデルをやらせたらどう化けるだろう、っていう個人的興味も大きかったが」

　したり顔をする副社長に、私は肩をすくめる。

　採用された理由は、副社長たちの興味を引いた理由とも言えるだろう。私のどこを見て興味を持ってくれたのかを初めて知って、なんだか気恥ずかしくなった。

　副社長は薄茶色の瞳で私を見据え、落ち着いた声で話し続ける。

「それから、モデルとしてどんどん開花していくお前を見ていたら、素の姿ももっと知りたいと思ったんだ。今こうしている理由はそういうこと」

　話が最初に戻って、この人の考えがやっと少し理解できた。今日一緒に過ごしてくれているのは、私のことを知ろうとしているかららしい。

　でも、わざわざ私の誕生日にする必要はあったのかな？

　さっき彼は、『俺がサンタクロースになった理由、ひとつ教えてやろうか』と言っていたし、まだなにか思惑があるのだろうけど……。

「他の理由は教えてくれないんですか？」

　探るような上目遣いで問いかけると、再びフォークを手にした副社長は意味深な笑みを見せる。

「今言えるのはこれくらいだ」

「えー」

　不満気に膨れっ面をすると、彼が「あぁ、あと」となにかを付け足そうとするので、耳をすませる。

「春原瑞香は面おも白しろい子だ、ってよくわかったよ」

　にこりと笑みを浮かべて告げられ、私は脱力した。

　面白いって、なぜですか……。ゆるキャラトレーナーを着ていたからですか……。

「なんかあんまり嬉しくないんですけど」

「なんでだ、褒め言葉だぞ」

　口の端を引きつらせる私に、副社長は真面目な顔をして返す。

　それでも、今が楽しいことは確か。私は久しぶりに心が満たされる贅ぜい沢たくなひとときを過ごしたのだった。




　食事を終えて再び副社長の車に乗り込み、家まで送ってもらった。

　結局、他にはなにも教えてもらえなかったけれど、もう曖昧なままでもいいか、なんて思う。そのほうが夢心地のままでいられそうだし、こんなことはきっと今日だけだし。

　家の近くに車が停まると、シートベルトを外した私は運転席のほうを向いて頭を下げた。

「今日は本当にありがとうございました。美味しい食事をごちそうしていただいて、こんなに素敵な服も買っていただいちゃって」

「俺が勝手にしたことだから気にするな。今さらだが、迷惑じゃなかったか？」

　急に彼がわずかに不安の色を滲にじませるものだから、私は少し驚きつつ、ぶんぶんと手と首を振る。

「迷惑だなんて全然！　すごく楽しかったですし、嬉しかったです。最初はなにか企たくらんでるんじゃないかと思いましたけど……」

「それは仕方ない」

　あっさりと認める彼に笑いながら、私はもう一度「ありがとうございました」とお礼を言った。

「玄関まで送る」という副社長の言葉に甘えてふたりで車を降りることにすると、助手席に回った彼が傘を差してくれる。家を出たときからそうしてくれていた。こんなふうに気遣ってもらえると、本当にお姫様になったみたい。

　でも、これで夢のような時間は終わり。もうシンデレラの魔法は解けるんだ。

　明かりがついていない家を前にすると、言いようのない寂しさに襲われる。いつもはなんとも思わないのに、なぜか今はこの真っ暗な家でひとりになりたくない。

　……ん？　真っ暗？

「あれ？　家出るとき、玄関の外の電気、つけておかなかったっけ……」

　口元に片手を当てて呟くと、私と目を合わせた副社長もよく覚えていないらしく、首をかしげる。

　私も記憶が曖昧だ。夜に外出するときは外の電気をつけていくようにしているから、今日もそうしたとは思う。……なんとなく嫌な予感がする。

　とりあえず急いで鍵を開けて中に入り、スイッチに手を伸ばした。しかし……。

「えっ？　つかない！」

　パチパチとスイッチを押しても、真っ暗なままだ。玄関だけでなく廊下の電気もつかない。

　他の家や街灯はついているから、停電ではないだろう。家にいなかったのだから電気を使いすぎたわけでもないのに。

「どうして!?」

　焦って声が裏返る私の隣で、副社長は冷静に腕を組んで言う。

「ブレーカーが落ちたんじゃないか？」

「でも、なんで外出中に……」

「とりあえず見せてみろ」

　動揺しながらも彼の言うことに従い、スマホの明かりを頼りに、ブレーカーがある洗面所へ向かう。

　そこをなにやら弄って確かめる副社長を不安気に見上げていると、彼は少し困ったように、ため息交じりでこう言った。

「これは、たぶん漏電かな」

「漏電？」

「この分電盤もだいぶ古そうだし、そうなっても不思議じゃない。雨漏りの可能性もあるし」

　雨漏りなんて！　……しないとは言えないな、こんなにボロいんだから。

　手に持つスマホの明かりが、肩を落とす私をオバケのようにぼんやり映し出す。

「そんなぁ……どうしたらいいんだろう」

「本当に漏電だとすると、修理費が結構高くつくらしいぞ」

「追い打ちかけないでくださいよぉ！」

　情けない声でぼやく私に、副社長がしれっとショックなことを言うから、本気で泣きそうになる。

　そんな私に構わず、彼はブレーカーのカバーをもとに戻しながら、至極冷静に言う。

「念のため、このまま朝まで電気は使わないほうがいいな。万が一、火事になったら大変だ」

　ということは、こんな寒くて真っ暗な部屋にひとりでいなきゃいけないの？　たったひと晩とはいえ、つらいものがある。

「ここはもうホテルに……」

「今日は土曜だから、空きを探すのは難しいんじゃないか。さらに金もかかるし」

「ですよねぇ」

　すぐさま痛い部分を突かれ、ホテルに泊まるという選択肢も呆あっ気けなく捨てた。

　仕方ない、朝まで毛布にくるまってやり過ごすか……。

　とんだ誕生日だなと途方に暮れながら、ほぼ諦めていたそのとき、耳を疑うひと声が飛び込んできた。

「俺のところに来ればいい」

　……え……俺のところ？

　って、もしかしなくても副社長の家!?　ふたりでひと晩過ごすっていうの!?

　一瞬ぽかんとしたものの、すぐに意味を理解して、目と口をぱかっと開く。そうして声も出せず唖あ然ぜんとする私に、彼は平然と言う。

「部屋なら空いてるし、風呂も好きに使ってくれていいから」

「いっ、いやいやいや!!」

　なんとか動きだした私は、もげそうになるくらい首を横に振り、必死に抵抗する。

「ダメですよ、さすがにそんなご迷惑はかけられません！」

「迷惑じゃないから言ってるんだ」

　副社長は私を納得させるように、しっかりとした口調でそう言い放った。

　暗がりに慣れてきた目には、ふざけているようには見えない真面目な表情をした彼が映る。

　ど、どうしよう。居場所を与えてもらえるのは、とってもとってもありがたいけど、ぬけぬけと上がり込んでいいもの？　ていうか、それ以上に問題が！

「でででも、仮にも私は女で、副社長は男なわけで……」

「俺は愛し合っている相手としか、そういうことはしない」

　問題提起をしようとしたそばから、きっぱりと否定された。

　そうだよね、副社長は見境なく手を出すようなことをする人じゃないよね。それはわかる。わかっているものの、やっぱり抵抗はある！

　うーんと唸って葛藤していると、彼は整った眉をわずかにひそめ、心配そうな声をこぼす。

「寒くて心細い思いをするだろうに、ひとりにしておけるか」

　そのひとことが、じんわりと心に染みていく。

「それに」と続ける彼は、廊下の先にあるキッチンのほうを指差し、口角を上げて明るめの口調でこう言った。

「ケーキ、お前ひとりで食べきれないだろ」

「あ……」

　そういえば、さっき冷蔵庫にしまったんだった。ふたつの箱を。

　冬だから冷蔵庫を使えなくてもすぐに悪くなることはないだろうし、今日全部食べてしまわなければいけないわけではない。副社長はきっと、私が少しでも家に来やすくなるように言ってくれているんだろう。

　その気持ちも嬉しいし、正直甘えてしまいたい。この人の温かい優しさに、もう少しだけ触れていたい……。

　天てん秤びんが傾いた私は、遠慮がちに彼を見上げ、意を決して口を開く。

「……一緒に、ケーキ食べてくれますか？」

　私の気持ちを汲くみ取ったらしい副社長は、ふっと微笑み「お安いご用だ」と答えた。

　シンデレラの魔法は、図らずもまだ解けないみたいだ。

　夢の時間が少し延長されたことで、家にいられないショックはすぐに癒いえていった。










解けない魔法＝ふたりで朝まで




　とりあえず一日泊まるのに必要なものを大きめのバッグに詰め、ケーキを持って、再び家をあとにした。

　電力会社には明日の朝連絡することに。たまたま明日の仕事が休みでよかった。

　さっきよりも緊張しながら、副社長の車に揺られること数十分。着いたのは新しん宿じゅく駅に近い、二十八階建てのタワーマンションだった。

　地下にある駐車場に車を停めてエントランスに入る前に、雨がやんだ夜空にそびえるそれを見上げ、あんぐりと口を開ける。

「こっ、こんなところにお住まいなんですか……！」

「あぁ。俺の部屋は二十五階だ」

　さらっと言う彼は、私の荷物を持ちながらさっさと歩きだす。私も慌ててあとに続くけれど、コンシェルジュが常駐していてホテルと見紛うようなロビーにも驚きっぱなしだ。

　ここ、家賃いくらなんだろう……私の月給なんて軽く超えているに違いない。

　こんな、いろんな意味でお高いところに住んでいるとは、恐るべし副社長様……！

　なんだかクラクラしつつエレベーターに乗り、二十五階を目指す。

　彼の部屋の黒いドアの前に辿たどり着き、おずおずと中へ入らせてもらうと、廊下の先は広々としたリビングダイニングになっていた。白いフローリングに白い壁。そこにモダンな家具が置かれていて、落ち着いた大人の空間が広がっている。

「素敵なお部屋……！　私、こういう高級マンションに憧れてたんです！」

　窓の外には宝石をちりばめたような夜景が広がっている。夜でも明るくて広い部屋に、一度でいいから住んでみたいと思っていた。

　大きな窓に近づき、外を眺め、感嘆の声を上げる私に、後ろから副社長が歩み寄る。

「ずっといてもいいけど？」

　耳の上から甘い囁き声が響き、ドキン！と心臓が跳ねた。

　ぱっと振り向けば、ダークブラウンの前髪がかかっている切れ長の瞳が私に流し目を向けていて、さらに心拍数が上がる。

『ずっといてもいい』……ですと!?　あ、甘い！

　この調子だと今、彼女はいないんだろうけど、冗談だというのは充分わかっている。わかっているのに、口をパクパクさせてあからさまに動揺してしまう。顔も赤くなっているだろうし、まさに金魚のよう。

　すると副社長の瞳がちょっぴりいたずらっぽく変化し、「なんてな」と軽く笑って彼は離れていく。私は人知れず大きく息を吐き出して脱力した。

　もう。私こういうの慣れていないんだから、やめてほしい……。本気になんてしないけどさ。

　気を取り直してリビングに目を向けると、コートを脱いだ副社長がネクタイを緩めている。その仕草は当然ながらカッコよくて、思わず見とれてしまう。

　ぼうっと立ちつくす私に気づいた副社長は、とりあえずソファに座るよう促してくれた。

　三人は座れるくらいの、ライトグレーのふかふかなそれに遠慮がちに腰を下ろすと、彼はケーキの箱をガラスのローテーブルに置きながら話す。

「今、風呂沸かしてくるから、その間に食べるか」

「はい。すみません」

　お風呂まで貸してもらうことの申し訳なさから謝ると、副社長は「気にするな」と言い、バスルームへ向かっていく。

　副社長の姿が見えなくなると、やっと少し肩の力を抜くことができた。改めて部屋を見回してみると、観葉植物や照明もオシャレで、彼のセンスのよさを感じる。

「……ん？」

　ふと気になるものを見つけて、私の正面にある大きなテレビの横のラックに目が留まった。

「ね、猫？」

　ふわふわで、もふもふの、触り心地のよさそうな猫の小さなぬいぐるみがちょこんと置かれているのだ。しかもグレーと白の色違いで二匹。

　なにあれ、めちゃくちゃ可愛い。けど、このモダンな部屋にあの猫って、なんか違和感が……。

　じっと見つめていると、あっという間に副社長が皿とフォークを持って戻ってきた。

「さて、どれ食べる？　好みがわからなかったからいろいろ買ってきたんだが」

　そう言いながら彼が開けた箱の中からは、つやつやした苺いちごやフルーツがのったケーキ、コーティングされたチョコレートケーキなどが顔を覗かせる。おかげで私の意識はすぐに猫ちゃんからケーキへと逸れていた。

「あー！　この果物がいっぱいのったショートケーキ、買おうか迷って、高かったから結局やめたんですよ」

「さすが、堅実だな」

　クスッと笑った彼は、カラフルなフルーツがこぼれそうなほどのったケーキを私の皿に取ってくれた。

　副社長はもともとは食べるつもりではなかったらしいけれど、たとえ漏電なんて事態にならなくても、これらに加えて私が買ったケーキまで自分ひとりで食べるのは二日かけてもキツかっただろう。一緒に食べてくれることになってありがたい。

　彼はチョコレートの上に金きん箔ぱくがちりばめられたオペラを選ぶと、いつの間にお湯を沸かしていたのか、コーヒーまで淹いれてくれる。至れり尽くせりな彼に感心し、もちろん感謝もしながら、ふたり並んでソファに座って食べ始めた。

　さっきのディナーでのデザートは、量が控えめのさっぱりとしたアイスだったから、これも無理なく食べられそう。

　とっても美味しいケーキを味わいながら、明日のことについて話し合う。

「俺は明日は会社に行く予定だから、一緒に出ればいい。家まで送るから」

「大丈夫ですよ、電車で帰れますから！　時間かかっちゃいますし、私のことは気にしないでください」

　さすがにそこまでしてもらうのは悪いので、しっかりとお断りした。

　それにしても、副社長は日曜でも会社に行かなければいけないのか。

「明日も仕事なんですか？」

「たいした用件じゃないけどな。日曜はあまり電話がかかってこないから、仕事がはかどるんだよ」

　わずかに笑みを漏らし、ブラックコーヒーに口をつける彼を見つつ、なるほどと頷いた。

　やっぱり大変なんだなと思いつつ、苺にフォークを刺していると、副社長は真剣な声で言う。

「明日も、それ以降でも、もしなにか困ったら俺が手助けしてやるから」

　心強い言葉に、胸の奥からじわじわと感動が込み上げる。

　なんて頼りがいのある人だろう。特別親しいわけでもない私をこんなに気にかけてくれるなんて、海のようにお心が広い。

「ありがとうございます。本当に、なにからなにまですみません」

　感激しながら何度も頭を下げていた、そのとき。ソファの傍らに置いてある私のバッグの中で、スマホが音を鳴らし始めた。

　この着信音は電話だ。副社長に「出ていいよ」と言われ、断りを入れた私はバッグからスマホを取り出す。

　そこに表示された名前を見て、目を見開くと同時に叫んだ。

「お兄ちゃんっ！」

　副社長も驚いたように目を丸くする。しかし、これまでの憤りが一気に湧いてきた私は、彼を気にせずすぐさま〝千紘お兄ちゃん〟と映し出される画面をタップした。

　向こうから聞こえてきたのは、ひとりテンション高めの明るい声。

『遅くなってごめん、瑞香！　ハッピーバ――』

「呑のん気きに電話なんかかけてくるな、このあほんだらー!!」

　うっぷんを晴らすように悪態をついた私に、隣の副社長がギョッとしている。

　おそらく同じ反応をしているだろう、若干天然なお兄ちゃんの戸惑いに満ちた声が聞こえてくる。

『あ……あ、あほんだら!?』

「こっちは誕生日どころじゃない事態に陥ってんの！　今日こそは帰ってくるかもって思ったのに、どこでなにしてるのよ!?」

　息継ぎもせず、早口で一気にぶちまけると、電話の向こうは誰もいないかと思うくらい静かになった。

　はぁ、と息を吐いて一旦落ち着くと、いきなり怒りすぎたか……と反省する。しかも、お兄ちゃんに対してこんなに声を荒らげたのは初めてかもしれない。

　気まずくなって、私は頭をポリポリと掻きつつ勢いを弱める。

「あ……お兄ちゃん、ごめん。つい」

『いや、いいんだ……。愛する妹に初めて罵声を浴びせられたことくらい、このくらい、なんとも……』

　彼は瀕ひん死しの痛手を負ったかのように声を震わせていた。額に手を当ててうなだれて、打ちひしがれている様子が想像できて、ちょっと笑える。

　なんとかショックを堪えたらしいお兄ちゃんは、ひとつ息を吐き、平静を取り戻して話す。

『お前の言う通り、早く帰らない俺が悪い。本当にごめん。……ていうか、誕生日どころじゃない事態ってなんだ？　大丈夫なのか!?』

　今度は慌て始めるせわしない彼に、私は少し笑いをこぼしつつ答える。

「うん、とりあえず。優しくて頼れる、ちょっと変わったサンタさんのおかげでね」

　チラリと隣を見ると、『俺？』とでもいうようにキョトンとしている副社長と目が合った。

　あなたしかいないですよ。なにを考えているのかわからないのになぜか信頼できてしまう、不思議なサンタクロースは。

　お兄ちゃんには、家の電気が使えなくなってしまったことと、今は友達の家にいるということを軽く説明しておいた。男性の家にお泊まりするなんてことは口が裂けても言えない。

　一部始終を聞くと、お兄ちゃんはとっても申し訳なさそうに謝る。

『そんな大変なときにひとりにさせて、本っ当にすまない！　それに、ちゃんと瑞香の顔を見てお祝いしてあげたかったんだが、どうしても抜けられない用があって……』

「もう怒ってないよ。お兄ちゃんが相変わらず元気そうだってわかったから、それでいい」

　私は穏やかな口調でそう返した。もし今もあの家でひとりだったら、お兄ちゃんに泣きついて困らせていたかもしれないけれど。

『瑞香……』と、ぽつりと呟いたお兄ちゃんは、少し黙り込んだあと切実な感じでこう告げる。

『春には帰れると思うんだ。だから、もう少しだけ待っててくれ』

「……うん。期待しないで待ってる」

　ちょっぴり嫌味っぽく言うと、お兄ちゃんは『期待しとけ』と口を尖とがらせているようだった。でも具体的な時期を言ってくれて、私は本当は嬉しかった。

　電話を終えると、すでに皿を綺麗にしていた副社長が淡々と言う。

「わけあって帰ってこない兄貴がいるのか」

　今の電話の内容を聞いて察したらしい。私は「そうなんです」と苦笑する。

「私の家族、今はお兄ちゃんしかいないんです。そのお兄ちゃんも突然いなくなっちゃって、どこでなにをやってるのかすごく心配で……。でも絶対帰ってきてくれるとは思うんで、おとなしく待ちます」

　とはいえ、やっぱりひとりは寂しいな。……というひとことは、心の中で付け加えておく。

　詳しく聞かれるかと思ったものの、副社長はなにも詮索はしてこなくて、伏し目がちに微笑みつつ、「そうか」と頷くだけだった。




　それからケーキを食べ終えた私は、先にお風呂に入らせてもらうことにした。

　お兄ちゃんから電話をもらえたことで、少しだけ気が楽になったし、お風呂に入ればさらにリラックスできるかな。

　……なんて思った私がバカだった。

「いいにおい……」

　ふたりで入っても余裕がありそうなバスルーム。その中に充満するシャンプーの香りを嗅ぎ、髪を洗いながら呟いた。

　よさそうなシャンプーだったから同じものを使わせてもらったけど、これが副社長の香りなのだと思うとドキドキしてしまう。

　毎日ここに彼が入っているんだと考えると、無意識にセクシーな入浴シーンを想像してしまうし。まったくリラックスできない上に鼻血が出そうになる。……私って、どえらい変態だ。

　副社長を待たせているということもあり、さっさとバスルームを出た。家から持ってきた一番暖かくてお気に入りのルームウェアに着替え、タオルで髪を拭ふきながらリビングに戻る。

　副社長はソファに深く腰かけて脚を組み、テレビのニュースを観ていた。くつろいでいるだけなのに、なぜこの人はこんなに色気があるんだと感服しつつ、声をかける。

「お先に入らせていただきました」

「あぁ、早かったな……ん？」

　テレビからこちらに目を向けた彼はそのまま止まり、私をじっと凝視する。

　な、なに？　すっぴんだから？

　でも、さっきもほぼすっぴんだったしな……と考えていると、おもむろに腰を上げた副社長が、対面式キッチンのカウンターのそばにいる私に近づいてくる。

「これは……」

　ボソッと呟き、手を伸ばした彼が触れたのは、私の首の後ろにあるフード。もこもこのそれには、ふたつの三角の耳がついている。

　もしかして、これが気になったの？

「あ、これ、あったかくてお気に入りなんです。こうすると猫になるんですよ。ほら」

　猫耳フードを被り、にこりと笑ってみせる。しかし副社長は真顔のまま。

　あれ、なにか反応してくれるかと思ったのに。

「お前……ダメだろ、これは」

　彼の口から出たのは、欲しかった反応ではない否定的な言葉だった。お気に入りをダメと言われたことにちょっとムッとして、私は仏頂面になる。

　フードを被ったまま、「可愛いじゃないですか」と詰め寄ると、副社長はふいっと顔を逸らした。

「ダメだ。……抱きしめたくなるだろうが」

　厳しい声色とは裏腹に甘い文句が飛び出して、私は一瞬ぽかんとする。

　抱き、しめたくなる……って！

「はっ!?」

　思わずすっとんきょうな声を上げると、副社長は片手で口元を覆いながら、珍しくもごもごと話す。

「俺は昔から猫が好きなんだ。その、もこもこふわふわした感じなんてたまらない」

「そ、そうなんですか」

　だからテレビの横に猫ちゃんがいるのね、と納得しつつ、意外すぎる副社長の姿に驚いた。

　そっぽを向いている彼の頬は、若干赤くなっているようにも思えるし……ある意味、このルームウェアより可愛い。こんな顔が見られるなんて超貴重！

　私の中のいたずら心がむくむくと芽を出し、いつでも余裕のこの人を構ってみたくなる。

　表情はあまり変わらないけれど、ほんのり赤く染まる顔を覗き込みつつ、両手を丸めて「にゃー」と鳴いてみた。二重の瞳が大きく見開かれた瞬間、彼の手が私の両肩をぐっと掴む。

　ギョッとしたのもつかの間、彼にくるりと身体の向きを変えられ、どんどんドアのほうへ押される。

　副社長はガチャリとそのドアを開け、寝室らしき部屋に困惑したままの私を押し込んだ。

「俺に襲われたくなかったら、早く寝ろ」

「え、ちょ、私まだ髪乾かしてな――」

　バタン！と勢いよく閉められたドアを見て、私は固まった。

　なに、今の。まさか、本当に私を抱きしめたくなったわけじゃない、よね？

「猫フェチ……」

　ボソッと呟き、今の副社長の動揺っぷりを振り返ると、面白すぎてじわじわと笑いが込み上げてくる。

　そんなに猫が好きだったなんて！　今日泊めてもらうお礼は悶もだえるほど可愛い猫のなにかにして、彼を悶もん絶ぜつさせようか。

　意外すぎる一面にクスクス笑いながら、何気なく部屋の中に目をやると、ひとつの大きなベッドが飛び込んでくる。その瞬間、私は笑っている場合ではないと気づいた。

　ここで寝ろということは、副社長が寝る場所がないじゃない！

「副社長！」

　慌ててドアを開けると、すでにネクタイを取り、鎖骨を露わにした彼が、ワイシャツの手首のボタンを外そうとしているところだった。

　おぉっと、お色気シーン。

　セクシーな姿にドキッとしたものの、なにも気にしていないフリをして言う。

「副社長がベッドを使ってください。私は床でも寝られますから」

　するとほんの少し眉根を寄せた彼から、すぐにこんなひとことが返ってくる。

「可愛い猫に床でなんて寝させられない」

「もう猫から離れてください！」

　そういえばまだフードを被ったままだったことを思い出し、サッと取りながら突っ込んだ。『可愛い』と言われ、冗談でもちょっぴり嬉しくなってしまったのは置いておこう。

　副社長は着替えを取るためか、私がいる寝室のほうに向かってきながら言う。

「俺はソファで寝るから大丈夫だ」

「いえ、宿主様にそんなことさせるわけにはいきません！」

　一向に引かない私に、チェストから服を取り出している彼は、小さな小さなため息を漏らした。そして入口に立つ私のそばにやってくると、気だるそうな調子でこんな提案を投げかける。

「じゃあ、一緒にベッドで寝るか？」

「そっ……！」

　そんなの余計、無理に決まってる！

　そう言おうとして声を詰まらせ、口を開けたまま顔が赤くなっていくのを自覚していると、副社長はふっと微笑む。

「嫌だろ？　遠慮しないで使え」

　私の頭をぽんと撫でた彼は、バスルームへ向かっていってしまった。

　ひとりになった静かな部屋の中、深く息を吐きながら思う。

　私、決して彼のことが嫌なわけではないんだよなぁ、と。
















Love nest２　～ようこそ、愛を育む住処へ～










似非プロポーズ＝同居のお誘い




　寝心地のいいベッドで目を覚ましたとき、カーテンの隙間からは光の筋が伸びていた。枕元に置いたスマホを寝ぼけまなこで見ると、七時にセットしたアラームが鳴る三分前。

　朝ご飯の用意をしなくちゃ。

　昨日は結局、ベッドを借りる代わりに朝食を作らせてほしいと私が申し出て、それでなんとか落ち着いた。しかしこのベッドに染みついた副社長の香りのせいで、なかなか寝つけなかったのだ。彼がすぐそばにいるようで。

　羊……ではなく、もふもふの猫を数えているうちに、いつの間にかしっかり寝ちゃっていたみたいだけど、起きられてよかった。

　毎朝凍るように寒く、布団から出るのに勇気がいる我が家とは違い、この副社長の部屋はいつでも暖かい。快適さに気分をよくしながら眼鏡をかけ、そっとドアを開けてリビングの中央のほうに進むと、ソファで毛布にくるまった彼はまだ寝息をたてていた。

　長いまつげに縁取られた切れ長の瞳、スッと通った高い鼻、薄すぎずもせず厚すぎもしない形のいい唇。すべてのパーツが黄金比で配置されているような整った顔に、さらりとしたラフな髪の毛がかかっている。

　寝顔も綺麗すぎて、改めてじっくり眺めてしまう。とても三十五歳には見えない。

　そうやって観察していると、彼の手がピクリと動いて寝返りを打とうとする。私は慌ててその場を離れ、キッチンへ向かった。

　昨日、キッチンのことはある程度聞いておいたし、冷蔵庫の中身も確認させてもらったから手際よく料理を進めていく。といっても、作るのは味み噌そ汁しるや玉子焼きといった定番メニューだ。

　作り始めて十五分ほど経った頃、カウンター越しに副社長が起き上がるのが見えた。くしゃくしゃと頭を掻きながらこちらに向かってくる彼に、「おはようございます」と挨拶すると、まだ眠そうな顔でふにゃりと笑う。

　か、可愛い。髪の毛がぴょんと跳ねているところも、緩いカーディガンを羽織った姿も、普段の副社長とは全然違ってキュンとする。

　彼は私の斜め後ろ、キッチンの隅にある冷蔵庫に向かいながら、少しかすれた声で話しかけてきた。

「おはよう。眠れた？」

「はい、ありがとうございました。ご飯ができるまで、ちょっと待っててくださいね」

「ありがとう。何年ぶりだろうな、こんな朝は」

　ミネラルウォーターのペットボトルを取り出した副社長は、その蓋をひねりながらこんなことを言う。

「若い嫁さんをもらったみたいで、悪くない」

　ヨ……ヨメ!?

　ドッキンと心臓を跳ねさせ、卵を掻き混ぜる手を止めて振り向けば、彼はクスッといたずらっぽく笑ってゴクゴクと水を飲み始めた。

　なんだか恥ずかしくて耳が熱くなる、けど……。副社長と、こんな新婚さんみたいな朝を迎えられることは確かに悪くない、かも。




　それから私が作った朝食を、ダイニングテーブルで向かい合って食べた。

　副社長は『すごくうまい』と言いながら、本当に美味しそうに食べてくれて、とっても嬉しかった。こうやって人に食事を振る舞ったのも、誰かと朝食を食べるのも久しぶりで、心が芯から温まった気がする。

　落ち着いたところで電力会社に電話しようとすると、先に番号を調べていたらしい副社長がかけてくれた。本当にすべてにおいてお世話になりっぱなしで、頭が上がらない。




　九時を過ぎた頃、マンションをあとにして駅まで送ってもらい、車を降りる間際に何度目かのお礼を言う。

「本当にありがとうございました。このお礼は必ずしますから」

「どんなことをしてくれるのか、期待してるよ」

　あぁっ、そう言われると悩む。猫ちゃんグッズにしようと思ったけど、果たして副社長様を満足させることができるのか……。

　真剣に悩んでしまう私に、ハンドルに片手をかけた彼は無邪気な笑顔を見せる。

「冗談だ。礼なんて気にしなくていいから、まず家をなんとかしなさい」

　優しい先生みたいに諭され、私も笑って「はい」と頷いた。

　車から降りた私に、「気をつけて」とひと声かけ、副社長は車を走らせる。少しの寂しさと、日常に戻ることへの空虚感みたいなものを感じながら、それを見送った。

　最寄り駅に向かうまでの電車内で、昨日届いていた友達からの誕生日のお祝いメッセージへの返信をする。その中には七恵からのものもあったので、彼女には副社長とのこともかいつまんで報告しておいた。

　そうして、ひと晩空けただけなのに、すごく久々のように感じる我が家に帰ってきた。落ち着くけれど暖房も使えないここは、やっぱり寒くて寂しい。

　でも、これが私の日常なのだ。昨日のような非日常を本気で恋しがってはいけない。




　しばらくすると業者の男性がやってきて、早速点検と修理を始めた。

　それ自体は午前中のうちに終わり、これでまた電気が使えるとホッとしたのもつかの間、思いも寄らぬ新たな問題が浮上し、私は途方に暮れることになったのだ。

『えぇっ、家電を買い替えなきゃいけない!?』

「そうなんだって……。どうしよう七恵～」

　業者さんが帰ったあと、たまたま電話をかけてきてくれた七恵に、ただ今泣きついているところ。

　彼女は副社長とのことを詳しく聞きたくて電話をしてきたらしいけれど、今の私はそれどころではない。

「よくわかんないんだけど、ブレーカーの中の分電盤ってやつがかなり劣化してたみたいで、漏電したせいで冷蔵庫と洗濯機まで壊れちゃったらしくて」

『そんなことになるの？』

「なるみたい……電気は復旧したけど、どっちも動かないもん」

　業者さんが言うには、家電に繋いでいた配線が損傷して、それらにまで影響が出てしまったのだとか。とにかく今、冷蔵庫や洗濯機が使えないことは確かなのだから、もう買い替えるしかない。

「今回の修理代だけでもかなりするのに、家電まで買い替えるなんて……私の貯金と労力が～」

　うんともすんとも言わない、ただの入れ物と化した冷蔵庫の前で座り込む私は本気で泣きそうに……いや、ちょっと泣いていた。

　電話の向こうの七恵も、困り果てたようなため息を漏らして唸っている。七恵は彼氏と同どう棲せいしているから、私が転がり込むことはできそうにない。

　お互いに少し考えたのち、彼女はこんなことを言い放つ。

『もうここは、副社長にすがるしかないんじゃない？　昨日もいろいろとしてくれたんでしょ？』

　それを聞いて、私はぴたりと一時停止した。

　そういえば昨日、副社長は『もしなにか困ったら俺が手助けしてやるから』と言っていたっけ。あのあと電話番号も教えてくれたし、連絡することはできるけど……。

「でも、助けを求めたとしても〝同情するなら金をくれ〟的なことなんて到底言えないし……」

『言わなくても、副社長ならすんなり出してくれるかも』

「やだよー、そんなの金づるにするみたいで」

『じゃあ自分でなんとかしな』

「うあぁ、七恵の意地悪～！」

　確かにその通りなんだけど。結局自分でなんとかするしかないんだけど！

　悲劇のヒロインよろしく、顔を伏せておいおいと泣く私に、七恵は苦笑して『ごめんごめん』と軽く謝る。

『とはいえ本当に、副社長ならなんとかしてくれると思うよ。瑞香にセレブ気分を味わわせてくれて、なにもせずひと晩泊めるほど懐の深い人なんだから』

　……それは、私も思う。昨日のような扱いをしてくれる人なら、大抵のことは手助けしてくれるんじゃないかって。

　しかし、だからこそもう甘えることはできないというか。私はなにも返せないのにこれ以上借りを作ってしまったら、バチが当たりそうでちょっと怖い。

　黙りこくっていると、電話の向こうで七恵を呼ぶ誰かの声が微かに聞こえてくる。それに返事をした彼女は少し残念そうに言う。

『ごめん、呼ばれちゃった』

「あれ、今日仕事？」

『そー。撮影入っちゃって。もっと詳しく聞きたかったんだけど、また今度ゆっくり』

　七恵も日曜なのに仕事か。皆大変だなと思いながら、年末年始の休み中に都合が合えばランチにでも行こう、と約束して電話を切った。

　スマホの画面をスクロールして、なんとなく〝御影朔也〟の名前を見つめる。

　とってもありがたい言葉をかけてくれたものの……。

「……とりあえず安い家電を探してみるか」

　ネットで探せば、私にも買える安いものがあるかもしれない。なかったらまたそのとき考えよう。




　そう決めて、検索し始めて三十分ほど経ったときだった。さっき見た名前がスマホの画面に勝手に表示されたのは。

「ふ、く社長……！」

　なんで？　なんで副社長から電話がかかってきているの？

　動揺してスマホを落としそうになる。とにかくざわめく鼓動を抑えようと、ひとつ息を吐いて通話ボタンをタップした。

「も、もしもし」

『今朝ぶりだな、瑞香。今家にいるのか？』

　落ち着いた声で問いかけられ、どうしたんだろうと思いながらも、「はい。そうですけど」と答えた。

　すると、彼は驚くべきことを言い放つ。

『もう一度、着替えや必要なものを用意しておけ。今から迎えに行く』

「……えぇっ!?」

　戸惑って叫ぶと、すぐに無音になって通話は終了した。私はスマホを耳に当てたまま硬直する。

　き、切られてしまった。ていうか今、『迎えに行く』って言ってた？　まさか、また副社長のマンションに……？　いやでも、一瞬だったから聞き間違えたのかな。

　そうだ、きっと空耳だったに違いない。だって彼は私の事情を知らないはずだもの。

　今のは白昼夢か。やばい、私、病院行かなきゃ。いや、その前に家電を……！

　軽くパニックに陥るも、今しなければいけないのは検索だ！と思い直し、再びネットを開いた。




　しかし三十分ほどして、彼は本当に現れた。

「なんでなにも準備してないんだよ。俺が冗談言ってるとでも思ったか？」

　家に上がり、バッグもなにも用意していない私を見て、副社長は呆れた様子だ。

　こんなにすぐまた彼と会うことになるとは思いもしなかった私は、いまだに呆然としたまま答える。

「いえ、あの、一瞬だったから空耳かと……」

「ははっ。そうか、急いで車に乗っちまったから。悪い」

　軽く笑って謝った副社長は、スーツのポケットに片手を入れ、おもむろにキッチンへ移動する。そして冷蔵庫を観察するように眺めながら、ここに来た理由を話してくれる。

「仕事をだいたい片づけたあとに若松さんとたまたま会って、そのときに聞いたんだ。瑞香が予想外のトラブルに遭ってるって」

「あぁ、七恵が……！」

　そういえば、七恵も仕事だった。撮影だというからスタジオにいるのかと思っていたけど、いつもその前に本社に寄ってメイク道具を持っていくらしいから、タイミングよく副社長と会ったのかもしれない。

　もしかして私の代わりに助けを求めてくれたのかな、と考えていると、またしても耳を疑うような発言が飛び込んでくる。

「だから、お前を連れ去ることにした」

「……はぃ？」

　目と口をぱかっと開けて固まる私は、絶対にマヌケな顔だろうけど、そうなるのも仕方ないと思う。

　だって、『連れ去る』って！

　驚きと困惑でいっぱいになる私を、副社長はわずかに眉をひそめて見つめる。

「なんか放っておけないんだよ。昔の自分を見てるようで」

「昔の、副社長？」

　私が首をかしげると、彼は小さく頷きながら腕を組み、キッチンの壁に軽くもたれて話しだす。

「俺の両親は小学生のときに離婚していてさ。俺は父親についていったけど、仕事仕事でほとんど相手にされなかったから、困ったことがあっても頼りづらかった。瑞香を見ていると、ひとりでなんとかしようとしていたあの頃の自分を思い出して、助けてやりたくなる」

　抑揚のない声で話す副社長は、昔を思い出したのかどこか遠い目をしている。彼の家庭環境も決して恵まれたものではなかったのだと初めて知り、少しだけ胸が苦しくなった。

　この人も、どうしようもなく寂しい思いを抱えていたのかもしれない。そう考えると、遠く感じていた距離がちょっと縮まったような気がした。

「それに、お前が愛情に飢えてるのもわかるし」

「飢えてるって……まぁ、そうなんですけど」

　付け足されたひとことに一瞬反論しそうになったけれど、間違っていないので口ごもりつつ肯定すると、副社長はクスッと笑う。

　そして微笑みは絶やさないまま、真剣なものに変えた眼まな差ざしをまっすぐ私に向け、口を開く。

「これから一緒に暮らさないか。お前に足りない愛を、俺が与えてやる」

　――思考も、息も、私のすべてが一瞬止まった。

　まるでプロポーズのような言葉は、たやすく受け止められるようなものではなくて。なんかもう、私の頭もショートしそうだ。

　遅れて心臓がバクバクと音をたて始める中、副社長は特になにも変わらない冷静さで言う。

「とりあえず、お前の兄貴が帰ってくるまでな。家電はそのときでいいだろ。今までひとりで頑張ってきたんだから、その分のお仕置きってことで兄貴に払ってもらえ」

　えぇ、確かにお兄ちゃんにはそれくらいしてもらって当然だと思うんですけど、問題はそれじゃなくてですね……。

　私、副社長と同居するの!?

「瑞香は嫌か？」

　小首をかしげて問いかけられ、ピクリと肩が跳ねた。落ち着いて考えろ、と自分に言い聞かせ、私はどうしたいのか自分の心に問いかける。

　少しの沈黙のあと、ぽつりぽつりと話し始める。

「……副社長の言う通り、お兄ちゃんが出ていってから、すごく寂しかったんです。昨日は特に。でも副社長が、その寂しさを忘れさせてくれました」

　昨日は本当に素敵な時間を過ごさせてもらえて、終わってしまうのが残念だった。それはもっとお姫様気分を味わわせてもらいたかったわけではなく、ただ副社長と離れがたかったから。

　たった一日で、彼はこんなにも私の中に居座ってしまった。これを恋と呼ぶのか、そうでないかはまだわからない。ただ、確かなことはひとつ。

　私は、彼と一緒にいたいと思っている。

「私には、副社長が必要なのかもしれません……」

　自然とそんな言葉がこぼれた。しかし、あとになって、はっとする。

　今、ものすごく恥ずかしいことを言ってしまったのでは？　私は甘えるようなことを口にするタイプじゃないのに。

　急激に顔が熱くなってきて俯くと、ぽんっと頭に手がのせられた。目線を上げれば、魅力的な笑みを浮かべている副社長がいる。その顔がどこか嬉しそうに見えるのは私の自うぬ惚ぼれだろうけど。

「なんだか捨て猫を拾った気分だ」

　大きな手で私の後頭部を包むように撫でながら、彼はそんなことを言った。

　そうか、捨て猫か……。だから放っておけないんだな、と妙に納得する。

　私に特別な感情があって『一緒に暮らさないか』と言ったわけじゃない。そんなこと、あるわけがないのだ。

　ホッとしたような、もの足りないような、なんとも言えない気持ちを抱いていると、副社長は真面目な顔で人差し指を私に向けてくる。

「でも、あの猫耳ルームウェアは禁止な」

「えっ、寒い……！」

　フードは被らないことを約束して説得し、再び荷物をバッグに詰めていく。

　期間限定の新しい生活に、緊張と少しの高揚感で胸をざわつかせながら。










二度目のおまじない＝抱きしめて、キス




　布団から出るのが億おっ劫くうになる寒々しい冬の朝。

　同居を始めて約十日になる最近は、とてもすっきりとした気分で起き上がれる。今日はどんな一日になるだろう、そんな期待の芽が毎朝膨らむように。

　相変わらず地味な普段着に着替えると、家から持ってきた布団を畳む。本棚やパソコンが置いてある副社長の仕事部屋は、夜の間は私の寝室となっている。

　洗面所で顔を洗い、キッチンへ移動したら朝ご飯の準備。私の一日の始まりはこんな感じだ。

　今日は焼き魚にしようとフライパンに鮭さけを並べていると、寝室のドアが開いて彼が現れた。

　ちょっとぼーっとしたレアな寝起き姿は、毎朝胸キュンを補給してくれるビタミン剤みたい。今なら芳江さんが言っていたことがよくわかる。

「おはよう、瑞香」

「おはようございます」

　お互いに挨拶して微笑むやり取りは、まだ少しくすぐったい。それより『いってらっしゃい』と言うことのほうが、もっと照れくさかったりもする。

　今日はふたりとも仕事で、副社長は年明け初の出勤日だ。美味しい朝ご飯を作って元気をチャージさせてあげないと。

　年末年始は元日だけ実家に顔を出すと言って帰った彼は、その他の日はずっと一緒に過ごしてくれた。

　大おお晦みそ日かはお酒を飲みながらふたりでカウントダウンをしたし、二日は初詣にも連れていってくれた。こんなに充実した連休を過ごせるとは、クリスマス前までは思ってもいなかった。

　同居生活は今のところ順調だ。お兄ちゃんと暮らしていたせいか、案外早く馴な染じむことができたのだと思う。

　それでもやっぱり副社長は他人の男性だから、ドキッとさせられることは多々ある。

　酔って寝てしまった私を、気がついたら彼がベッドに運んでくれていたり、私がタオルを取ろうと脱衣所に入ったら、同じタイミングでお風呂から彼が出ようとしてきたり……。

　同居生活は危険がいっぱいだ。それ以上に、とても楽しい。




　朝食を食べ終え、ラフなプライベートモードの副社長から、髪型を整えてスーツを着こなした仕事モードに変わる瞬間もときめくシーンのひとつ。ネクタイを絞めると同時に表情も引きしまるのがわかるから、そのカッコよさに私は密かに惚れ惚れしてしまっていたりするのだ。

　そんな彼と、今日は初めて一緒に出勤する。私が日勤のときは家を出る時間が同じくらいだからと、私のこともついでに明智さんが車で送ってくれることになった。

　部屋を出てエレベーターに乗ると、一階のボタンを押しながら副社長が言う。

「俺は遅くなるかもしれないから、先に夕飯食べてろよ」

「はい。でも、なるべく待ってます」

　彼を見上げて、そう答えた。ひとりで先に食べるのはやっぱりちょっと切ないから。

　静かに下降する箱の中、隣に立つ副社長は私を見下ろして優しく微笑む。

「いいもんだな。待っててくれる人がいるって」

　穏やかな声で紡がれ、トクンと私の胸が鳴った。

　私も、いつ帰ってくるのかわからない人を待つのは嫌だけど、ちゃんと帰ってきてくれるなら待っている時間も幸せかなと思う。

　バッグの中には、この間もらった合い鍵が大事にしまってある。これは、私たちの繋がりの証あかしだ。〝捨て猫と、それを拾った飼い主〟みたいな関係だとしても、私の心は今とても満たされている。

　コンシェルジュの女性に挨拶するのも、徐々に慣れてきた。今日もそうしてエントランスを出てグレーのタイルが敷かれたアプローチを抜けると、副社長の愛車と似た、こちらも高級そうな白い車が一台停まっている。

　その運転席から、見覚えのある眼鏡をかけた小柄な男性が降りてきて一礼する。相変わらず無愛想な明智さんは、副社長から私に視線をずらした瞬間、明らかに表情が強こわ張ばった。

　私をじっと見つめたままの彼を不思議に思いつつ、とりあえず会え釈しゃくすると、副社長が普通に新年の挨拶をする。

「明智、あけましておめでとう。今年もよろしくな」

「あ、えぇ、こちらこそよろしくお願いします……というか、副社長、そちらの女性は？」

　あ、あれ？　明智さんがとっても不審そうにしている。私が一緒だってこと、聞いていないのかな？

　私も戸惑っていると、副社長は思い出したように「あぁ」と声を漏らす。

「そういえばまだ言ってなかったか。この子は最近一緒に住み始めた……猫だと思ってくれればいい」

「猫!?」

　冷静沈着そうな明智さんでもこんな顔をするんだ、と思うくらいギョッとしているけど、無理はないだろう。

　副社長、さては説明するのが面倒になったな。まぁね、猫で構わないですよ。

　私もとりあえず自己紹介をしなければと、明智さんに向き直る。

「えっと……副社長に拾っていただいた春原瑞香と申します。よろしくお願いします」

「そういうことだ。明智も可愛がってやってくれ」

「意味がわからないんですが！」

　頭を下げる私の横で副社長がにこやかに言い、明智さんはさっぱり理解できない！というように顔をしかめていた。

　遅れないようひとまず車に乗ると、副社長が「彼女の職場は本社のすぐそばだから」と伝える。

　彼はふくろうの存在を知っていたらしく、私がそこに勤めていると言ったとき、すぐに理解してくれたっけ。

　しぶしぶ車を発進させた明智さんはバックミラー越しに、後部座席に座る私たちにチラリと目線を向ける。

「副社長、くれぐれも仕事に支障をきたさないようにお願いしますよ」

　なぜそんな忠告をするのだろうと思っていると、副社長はふっと鼻で笑う。

「俺が彼女にうつつを抜かして、仕事を疎おろそかにするとでも？　ありえない」

　あぁ、そういう意味で忠告したのかと理解しつつ、完全否定されて、チクリと胸になにかが刺さったような感覚を覚えた。

　副社長が私に夢中になるなんてことはありえない。彼は当然のことを言ったまでなのに、なんだろう、今の痛みは。

　気のせい？と首をかしげて胸に手を当てていると、副社長は脚を組んで窓の外に目を向けながら言う。

「今までそんなことがあったか？」

「ないから逆に心配しているんです。副社長が自分のマンションに女性を住まわせるなんて初めてのことですから、なにか大きな心境の変化でもあったんじゃないかと」

　え、そうなんだ。他の女性は、彼と一緒に住んだことはないんだ。私が初めてなんだ……。

　明智さんの話を聞いて、ホッとしたようなドキドキするような複雑な心境になる。さっきから私の胸はなんだか騒がしい。

　さらに騒がせたのは、副社長の余裕たっぷりな次の発言だ。

「安心しろ。仕事はもちろん、猫の世話も怠らない」

　思わず隣を振り向くと、窓枠に肘をついている彼は、私に流し目を向けて意味深な笑みを見せた。

　また人を猫扱いして……と呆れつつも、私のこともちゃんと構ってくれるという意味だと解釈すると正直嬉しい。猫扱いも捨てたもんじゃないかも、なんて思う。

　なんだか気恥ずかしくて縮こまる私を見た明智さんは、はぁ、とため息を吐き出す。

「……猫なら、私があげた〝もふにゃん〟があるっていうのに」

　ボソッと呟かれたひとりごとに、私はピクリと反応した。

〝もふにゃん〟って、明智さんの口から出ると違和感ありまくりだけど、私の中でイメージが一致するものがある。

「それってもしかして、副社長の部屋に置いてある猫のぬいぐるみのことですか？」

　気になって問いかけてみると、キラリと輝く眼鏡の奥の鋭い瞳とミラー越しに目が合った。

　それがすごく威圧的に感じられて、口を挟んではいけなかったかと思い、ギクリとしつつ謝る。

「あ……すみません！　あれ、すごく可愛いなと思ってたので」

「当然です。副社長のために私が選んだんですから」

「そうなんですか!?」

　眼鏡を中指で押し上げて明智さんが口にした意外な事実に、私は目を丸くする。

　あんなに可愛いものが、まさか明智さんチョイスだったとは！

　そのときのことを思い出したのか、副社長はククッと小さく笑う。

「疲れていたとき、俺が『ふわふわした猫で癒されたい』って無意識に言っていたらしくて、明智がどっかで買ってきたんだよな。そこまで気を回されると怖いって」

「え、怖……？」

〝怖い〟というのは予想外だったのか、明智さんはわずかに動揺している。

　尽くす秘書と、それを軽くあしらう副社長の関係が妙に面白くて、私はひとり笑いを堪えていた。




　ふくろうから斜め向かいの通りに見える七階建てのビルの、二階から上にユーフォリックモードのオフィスが入っている。そこから少し離れたところで停めてもらい、ふたりにお礼を言って車を降りた。

『またあとで。なるべく早めに帰る』

　最後に副社長に言われたその言葉が、くすぐったくて、でも温かくて。一日頑張れば会える人がいると思うと、今日の仕事もいつも以上にやる気が出る。

　彼の姿を頭の隅に置いて、調理台の上に並べたお弁当の容器に手際よくおかずを詰めていく。すると、私とは別のおかずを詰めるおばちゃんの「そういえば、最近ジェントル来ないわよね」という何気ないひとことをきっかけに、皆が口々に話し始めた。

「そりゃそうでしょ。私たちは三が日しか休みじゃないけど、世間では正月休みだったんだから」

「あっははは、そっか！　彼女ができたのかと思ってたわ」

「え、いなかったの？　あんなにイケメンで仕事もできそうなのに？」

　そこで一瞬手を止めたおばちゃんたちは、「いるわ～、いるいる」と声を揃そろえて笑い合う。そのやり取りがおかしくて私もクスクス笑っていると、店長の奥さんがこんなことを言う。

「でもあの人、男にもモテそうじゃない？　きっと引く手あまたよ」

　男にもモテる。副社長もそういうタイプかなぁ、となんとなく考えていると、今朝のこととリンクしたように感じてはっとした。

　私、明智さんからすごく煙たがられているような気配をビシバシ感じていて、どうしてだろうとずっと思っていたけど、もしかしてあれは……嫉妬？

　明智さんは実は副社長のことが好きで、急に私が現れたから敵対心を燃やしているのでは？

　そう考えれば朝の態度も、もふにゃんを副社長にプレゼントしたことも、明智さんが彼女を作らないのも納得できる。

「マジか……」

　地味に衝撃的で、切り干し大根の煮物を入れていた手を止めて呟く。

　けど、これだけで決めつけちゃいけないよね。勘違いだったらとんだ失礼だ。もう少し要観察。

　複雑な気分になりつつ再び手を動かし始めると、お弁当のご飯の上に梅干しをのせる芳江さんが隣にやってきた。

「瑞香ちゃんも、やっぱり彼氏とか好きな人、できたんじゃないの？」

　唐突にそんなことを言うから、私は「えっ!?」と声を上げて目を丸くする。

「できてないですよ。なんでですか？」

「最近の瑞香ちゃん、表情が明るいし、綺麗になったような気がしてね。ちょっとモデルのりらちゃんに似てきたっていうか」

　ギクリとして、持っていた切り干し大根をぶちまけそうになる。

　いろんな意味で危ない！

「ぜ、全部間違ってますよ！　全問不正解！」

「そんなに必死に否定しなくても」

　思いっきり首を横に振り、ハイスピードでおかずを詰めていく私を、芳江さんは不思議そうに見ていた。




　それから約一週間後。クーポンをもらったという七恵に誘われて、初めてのエステサロンにやってきた。

　アジアンっぽい雰囲気の落ち着くペアルームで、それぞれのエステベッドにうつ伏せになり、私は芳江さんとのことを話した。

　長い髪をアップにして、綺麗なうなじと背中を見せる七恵は、私に顔だけ向けて以前と同じことを言う。

「やっぱりもう正体バラしちゃえばー？」

「このままでいいんだって。説明するのも面倒だし、今後もモデ……副業を本業にするつもりはないから」

　一応エステティシャンの女性に勘づかれないよう、さっきから身バレしそうな言葉や固有名詞は出さないように気をつけている。たぶん、私たち以外はなんのことを話しているかわからないだろう。

　七恵は手の甲に顎をのせ、少しだけ不満気な声を出す。

「でもさ、もっといろんなことにチャレンジしたい！　もっと有名になりたい！っていう欲とか向上心はないの？　好きなんでしょ？　モデ……あっちの仕事」

　七恵もモデルと口にしそうになるのを、なんとか堪えて言い直した。なかなか気を遣う。

　向上心がないわけではなく、Mimi以外の仕事もしてみたいという意欲は多少ある。かといって自分がモデル一本でやっていけるとは思えないし、今みたいな趣味くらいに留めておきたい気持ちのほうが大きい。

「欲がまったくないっていったら嘘になるけど、今以上あの世界に足を踏み入れて私なんかが相手にされるのか、自信ない」

　背中をマッサージされる気持ちよさに目を閉じながら本音をこぼすと、七恵はあっさりと言い放つ。

「それじゃあ無理ね。自分に自信がなきゃ、あの世界では大成しないわ。無理無理」

　閉じていた目をゆっくり開く私。

　なぜだろう。無理だと連呼されると、やる気が出てきてしまうのは。

「……そう言われると、やってやりたくなるな」

「でしょー？　瑞香は冷めてること多くても、案外負けず嫌いだったりするもんね」

　してやったり、というような顔で笑う七恵を見て、つい乗せられそうになってしまった自分に呆れる。とはいえ、〝自分に自信がなければモデルなんてやっていけない〟というのはもっともだし、そう簡単に決められることではない。

「私は本当にイケると思うよ。最近、副社長のおかげでちょっと色気が出てきたような気がするし」

　七恵が意味深な笑みを見せてそう言った直後、副社長の姿が頭にぽんっと浮かんだ。

　ていうか、彼のおかげで色気が……って！

「なに言ってんの！　なにもされてないよ！」

　マッサージされていることも忘れて自分の肩を抱き、バッと七恵のほうを振り向くと、彼女は少々呆れ顔で「そういうヤラシイ色気じゃなくて」と補足する。

「普段の表情も可愛くなったっていうか、ピンクのオーラが醸し出されてきたなって感じがするのよ。だから芳江さんって人も、彼氏がどうのこうのって言ってきたんじゃない？」

「そ、そう……なの？」

　自分ではなにも変わった気がしないから、わからない。でも皆がそう言うということは、私にも女らしさみたいなものがプラスされてきたのだろうか。……副社長のおかげで？

　考えてもよくわからなくて首をかしげていると、七恵は興味津々な様子でさらに聞いてくる。

「で？　どうなのよ、同居生活は。実際、男と女がふたりで住んでて、なにもないなんてことあるの？」

「あるよ。副社長は野獣じゃなくて飼い主だから」

「……その主従関係のほうが逆に危ない気がするのは、私だけ？」

　微妙な笑みを浮かべる七恵だけど、一緒に暮らし始めて二週間が過ぎた今も、私たちの関係は特に変わらない。

　私は居い候そうろうさせてもらう代わりに、ご主人様のために家事をして尽くす飼い猫。それはきっと、この生活が終わるまで変わらないだろう。

　しかし、副社長は『猫の世話も怠らない』と言った通り、私のことを構ってくれる。

　最初は有名なスイーツを買ってきてくれたり、一緒に映画を観てくれたり、という家族サービス的なものだった。それが日に日に親密になってきているような気はする。甘い言葉をかけてきたり、頭を撫でたりというふうに。

　そのたびに私はどぎまぎしてしまって、副社長はその反応を見て楽しんでいるようなのだ。つまり私は本当に、彼に娯楽を与えるペット同様ということ。でもそれを嫌だと思わないのだから、私も相当おかしな女だと自覚している。

　マッサージがひと通り終わり、とってもリラックスした身体にガウンを羽織っていると、胸元をチラ見せしてエステベッドに腰かける色っぽい七恵が、さっきの続きのように言う。

「でも、もしかしたら今度の件でなにか進展があったりするかも……って私は思ってるんだけど」

「今度の件？」

　キョトンとする私に近づいた七恵は、耳元で「宝生海都との撮影よ」と囁いた。

　あぁ、そういえば今月下旬にまた海都くんとの撮影があるんだった、と思い出す。どうやら今度はユニセックスの香水のプロモーションらしく、海都くんを気に入った柴田さんがまたお願いしたんだとか。

「それがなんの関係があるの？」

　よくわからなくて眉根を寄せていると、七恵は苦笑交じりに「恋愛ご無沙汰の瑞香にはわかんないか」と言う。

　そして、いたずらっぽい目線を私に向け、こう忠告する。

「とりあえず、今度は前以上に絡みがあるって噂だから、覚悟しときなよ」

　……ほぐされたはずの身体が、再びカチッと強張る感覚がした。




　あっという間に一月が終わりに近づき、海都くんとの撮影の日が迫ってきた。七恵に意味深なことを言われたおかげで、撮影前日である今日はなんだかそわそわしてしまう。

　午後八時、少し遅めの夕飯を副社長と一緒に食べている今も、頭にはずっと明日のことがあってなかなか会話に身が入らない。

　そうしてもうすぐ食べ終わるというとき、すでに皿を空にしていた副社長が口を開いた。

「明日は、また宝生海都と撮影なんだってな」

　今まさに考えていたことを言われ、心を見抜かれたみたいでドキリとする。

「はい。噂によると絡みがあるらしいから、ちょっと不安です」

　その不安をごまかすように笑って言うと、グラスに口をつけた副社長が一瞬ピクリと止まったように見えた。

　そんな些さ細さいな引っかかりは、静かにグラスを置いた彼が話し始めたことで、すぐに気にならなくなっていく。

「あの香水は、男女どちらでも使える香りだ。カップルならふたりで同じ香りを纏えるように、という目的がある。だからプロモーションでも親密さを出したいんだろう」

　事前の打ち合わせで、柴田さんからそのあたりは熱く語られたから知っているものの、復習するようにふむふむと頷いて聞いていた。

「今度は皆に迷惑をかけないように、しっかりやってきます。ちゃんと海都くんと恋人同士になったつもりで」

　気合を入れて、小さくガッツポーズをしながら宣言した。しかし副社長は私を真顔で見つめるだけで、なんの返事もない。

　いつもなら『頑張れ』って応援してくれそうなのに……変なの。

　少々不思議に思いつつ、ごちそうさまをして私はふたり分の食器を片づけ始める。キッチンのシンクにそれらを置いていると、おもむろに副社長が近づいてきて、私の斜め後ろからこんなひとことを口にする。

「おまじない、かけてやろうか」

　前回の海都くんとの撮影中の出来事を思い出し、水道のレバーに伸ばした手をぴたりと止めた。

　あのときはかなりびっくりした上に、効果覿てき面めんだった。今ではあれくらいのスキンシップにも多少慣れたし……。

　副社長の手にかかれば、また自分の能力を引き出してもらえるかもしれない。冗談かもしれないけど、一応乗っておこう。

「そうですね。お願いしようかな」

　にこりと笑ってそう言い、水を流して食器を洗い始めた、そのとき。

　背後から腕が回され、身体を包まれる感覚がして、驚いた私は手にしていた食器をシンクに落としてしまった。

　カチャン！という音と、私の口からこぼれた小さな悲鳴が重なる。

　背中に感じるぬくもり。心地いい圧迫感。私を包み込むそれらは優しくもあり、心臓を止めてしまいそうな威力もある。

　スキンシップは慣れた、だなんて撤回だ。だって、だって……こんなふうに抱きしめられたのは初めてだから!!

　喉が絞まり、水を止めることもできずに硬直していると、低く色気のある声が耳元で囁かれる。

「もし、こういうことを要求されたら思い出せ」

　バクバクと鳴る心臓が苦しくて、窒息しそうになりながらなんとか声を絞り出す。

「な、なに、を？」

「俺を」

　いっそう甘く感じる声が鼓膜を揺すった次の瞬間、私を抱きしめる腕の力が少し緩んだ。

　解放されたのかと思いきや、身体の向きを変えられ、副社長の整った顔が目に映る。伏し目がちなそれがとても艶なまめかしいと思ったのは一瞬で――。

　今度は唇が、柔らかなぬくもりに包まれていた。

「んっ……！」

　な、に？　これ、キス……!?

　頭が真っ白になるって、こういうことなんだと思い知る。自分のものではない唇の熱さも、呼吸できない苦しさも、なにも感じられない。

　おそらくほんの数秒で、ぴたりとくっついたそれが離れていく。彼の右手は私の頭を支えたまま。

「……強めのやつ、かけといた」

　吐息がかかるくらいの至近距離で、彼はいたずらっぽく口角を上げてそう言った。我に返った私はもう、瞬間湯沸かし器みたいに一瞬で熱くなる。

　……ちょっと待ってちょっと待って。今あなた、抱きしめてキス、しましたよね？　これのどこがおまじないだっていうのよ!!

　文句を言いたいけれど、目を開き、口をパクパクさせるだけで声にならない。そんな私にクスッと笑った彼は、頭を撫でながらきゅっと水を止める。

「明日も早いんだろ。寝坊しないようにな」

　まるでなにもなかったかのような普通の言葉を投げかけ、副社長は自分の部屋に入っていってしまった。

　私は呆然とそれを見届けて、泡がついたままの手も気にせず、その場にズルズルとしゃがみ込む。

　ありえない。信じられない。今のはきっと生々しい夢だ。そう思っていないと……いないと……。

「死ぬ……！」

　ぽつりと呟き、抱えた膝に顔をうずめて小さくなった。

　なんでキスなんてしたの？　また私のことをからかっているだけ？　だとしてもやりすぎ！

　今頃になって唇が熱いし、甘い。人の唇があんなに柔らかくて魅惑的なものだったなんて、初めて知った。




　ファーストキスを奪われたことの衝撃で、その晩はなかなか寝つけず、副社長を恨んだことは言うまでもない。どんな効果を狙って彼があんな行動を仕掛けたのか、私にはさっぱりわからなかった。










転機＝小悪魔男子のアプローチ




　翌朝も副社長はやっぱり平然としていて、私は本当に夢を見たんじゃないかと思うくらいだった。

　スタジオで七恵にメイクされている間も、昨日のことが頭の中でぐるぐる回っていて、ぼーっとしてしまう。

　鋭い彼女には『なにかあったんでしょ？』と詮索されたけれど、今話すと撮影に集中できなくなりそうだから、終わったら話を聞いてもらうことにした。

　しかし、完全に集中することなどできるわけがなかったのだ。なぜなら……。

「海都くん。後ろから、りらちゃんに軽く腕を回してみようか」

　カメラマンさんの指示に従う海都くんに、背後からふわりと包まれる。その瞬間、頭には勝手に副社長の言葉が再生される。

『もし、こういうことを要求されたら思い出せ』

『俺を』

　また耳元で囁かれているような錯覚に陥り、胸がざわめき始める。

　言われなくても思い出しちゃうよ、同じ体勢なんだもの。副社長のことを考えないほうが無理な話だ。

　でも、彼のことばかり思い起こしてしまっているというのに、不思議とダメ出しが入らない。

「すごくいいよ。じゃ、ちょっと見つめ合って微笑んで」

　気分がよさそうなカメラマンさんの声で、私は海都くんを見上げる。

　彼は相変わらずの天使のような笑みを向けてくれて、私もつられて微笑むものの、心にあるのはやっぱり別のこと。

　副社長なら、自分の恋人にはどんなふうに笑いかけるのだろう。いつも以上に優しくて、愛いとおしそうな顔をするのかな。そんなふうに甘く微笑んでもらえたら幸せだろうな……。

　彼の恋人になったつもりで想像を巡らし、身を委ねていると、私は自然と笑顔になっていた。

　現在二十三歳だという海都くんの腕は、副社長よりは細くて力加減も少し弱い。シチュエーションは同じでも抱かれている感覚はまったく別で、昨日のように心臓が壊れそうなほどドキドキもしない。

　それでも、どうやらいい雰囲気を出せたらしく、撮影は長引くこともなく順調に進んだ。きっと海都くんを通して、私の目に副社長が映っていたからなのだと思う。

　副社長の狙いはこれだったのだ。私に恋人感覚を植えつけて、撮影中にそれを思い出させることでいい表情を引き出させてくれたのだと、やっと気づいた。

　……それにしても、キスまですることはなかったんじゃ？と言いたいところだけど。




「ありがとうございました。お疲れ様でした」

　午後六時になる少し前に撮影が終わり、片づけをするスタッフの皆に挨拶をして、私はメイクルームに向かう。

　そのとき、後ろから「りらさん」と声をかけられて足を止めた。振り向けば、にこりと笑う海都くんがいる。

　外国人風のふわりとしたマッシュボブの髪型がよく似合っている彼は、女の子みたいでとても可愛らしい。動く喉仏や骨張った手からは、もちろんちゃんと男らしさも感じるし、ポケットに両手を突っ込んでニコニコしている姿は少年みたいだ。

　カッコよさと可愛さを兼ね備えた海都くんは、私に近づいてきてペコリと軽く頭を下げる。

「お疲れ様でした。今日はこのあと、なにか予定あります？」

　さらっとそんなふうに聞かれ、私は目をパチパチとしばたたかせる。予定を聞かれるとは思っていなかったから、ちょっと動揺してしまう。

「えっと……なにか用かな？」

「あぁ、すみません、急に。俺、もうちょっとりらさんと話したいなと思って。もし空いてれば、ご飯でも食べに行きませんか？」

　ストレートに誘われて、いっそうどぎまぎする。

　海都くんとは休憩時間に少しお互いの話をして、とても気さくで親しみやすい人だと感じた。だから彼と食事をしに行くこと自体は嫌ではないのだけど……。

　決まっているわけではないものの、同居し始めてから家でご飯を作るのは私の役目になっている。それを怠ってしまってもいいものか、なんとなく悩んでしまう。

　でも副社長は今までずっとひとりだったわけだし、私がいなくたって困ることはなにもないんだよね。

　黙り込んで思案していると、私が悩んでいると思ったのか、海都くんは申し訳なさそうな笑みを見せて再び謝る。

「ごめんなさい。俺、いろんな人と関わりたくて、すぐ声かけちゃうんです。次の仕事に繋げるためにも人脈を作っておきたくて。こうやってまた仕事させてもらえたのも、なにかの縁だと思うし」

　しっかりとした口調で話す彼に、私は一瞬誘われていることを忘れ、別のことで感心してしまった。

　海都くんのようにプロのモデルとして活躍している人は、自ら道を切り開いているのだ。なにも努力せずに仕事が見つかるほど、この世界は甘くない。

　私みたいに運よく拾ってもらえて、今も続けさせてもらえているのはとても稀まれなこと。自分はとても幸運な人間なのだと思うと同時に、それでいいのか？とも思う。

　なんとなく好きで、家計の足しになるからというだけでモデルをやっている私は、精いっぱいこの仕事をしている人に対して失礼なんじゃないだろうか。

　自分を戒めたい気持ちになり始めていたとき、海都くんはポリポリと頭を掻いて、さっきの続きを口にする。

「あー……もっともらしいこと言ったけど、それは建て前で、ただりらさんと仲よくなりたいだけだったりするんだけど」

　ちょっぴりはにかんで正直に言う彼が可愛らしくて、私もクスッと笑いをこぼした。

　私なんかと仲よくなりたいと思ってくれているというのは素直に嬉しいし、私ももっと話してみたい。モデル業界のことも、もっと教えてもらいたいな。

　副社長には遅くなると連絡しておこう。彼だって、たまにはひとりで気楽に過ごしたいかもしれない。

　それに……今日は一日中、昨日のことを考えていたから、顔を合わせるのがなんだかちょっと気まずかったりもするし。

「……うん。行こっか」

　行くと決めて私が明るく答えると、海都くんはエンジェルスマイルを振りまきながら、「やった！」と喜んでいた。

　本当に可愛いな、この子。

　尊敬にも似た気持ちになっていると、彼は「一階のカフェで待ってますね」と言い、手を振って去っていく。つられて手を振り、彼を見届けながらはっとした。

　ＯＫしたはいいけど、普段の姿では会えないじゃない！

　さすがにスタジオ入りする日は、ゆるキャラトレーナーは着ていないけれど、それでも地味なことに変わりはないし、なにより春原瑞香という素顔がバレてしまう。それを避けるためには……。




「えっ、りらの姿のままで帰る？」

　メイクルームに入り、待っていた七恵に私が伝えた言葉を、彼女はそのまま反はん芻すうして目を丸くしている。

「いったいどうしたのよ」

「実は、海都くんとご飯食べに行くことになってさ……」

　椅子に座ってかくかくしかじかと説明すると、七恵はメイク台に軽く腰かけて驚きながら頷く。

「へぇ～、まさかあんたがＯＫするとはね。それで海都くんには素を見せたくないわけだ」

「うん。まだそんなに親しくないし、仕事仲間として食事しに行くだけだから」

「でも逆に、街歩いてて、りらだって気づかれるかもよ？」

　七恵の懸念するひとことで、新たな問題が浮上してきた。

　そうだ、りらだって正体不明のモデルなんだから、あまり人様に気づかれたくはない。しかも一緒にいるのが海都くんってことになったら、すぐにＳＮＳとかで拡散されてえらいことになるんじゃ……。

　想像してゾッとしていると、七恵はすぐになにかを思いついたらしく、ニッと笑ってみせる。

「よし。じゃあ、りらとも瑞香ともわからなくしてあげるわ」

「そんなことできるの？」

「任せなさいって。とりあえず、服交換しよ」

「え!?」

　自信たっぷりに言った彼女は、置いてあった私の服を手に取り、さっさと着替え始める。そして困惑する私に、今まで着ていた自分の服を手渡してきた。

　とりあえず言われた通りに七恵の私服を貸してもらうと、体型に大差がない私たちは服だけは完璧に入れ替わった。七恵のコーディネートはニットにワイドパンツを合わせたもので、大人っぽい。

　私のシンプルな服を着た七恵だけど、彼女だとなぜ地味に見えないのだろうか……。やっぱり顔立ちが華やかだから？

　こちらが少々ヘコんでいることになんて気づいていないであろう七恵は、私をしっかり鏡と向き合わせる。そして、私がまだつけたままのライトブラウンの長いウィッグをラフな編み込みにしていく。

　その一本に編み込んだ髪を左側に流し、今日私が被ってきたニット帽と、黒縁の眼鏡をつけられると……。

「うわ、誰これ！」

「ね？　りらでも瑞香でもないでしょ」

　七恵は驚く私の両肩に手をのせ、満足気に微笑んだ。

　彼女の言う通り、りらのばっちりメイクをしたままでも眼鏡のおかげでカモフラージュされるし、帽子とヘアアレンジでさらに雰囲気が変わる。これなら確実に瑞香ではないし、ぱっと見ただけでは、りらだともわからないはず。

「服とウィッグは今度返してね」と言ってメイク台の上を片づけ始める彼女に、私は尊敬と感謝を込めた眼差しを向ける。

「さっすが七恵様！　恩に着ます」

「その代わり、昨日と今日これからのこと、洗いざらい話してもらうからね」

　クイッと口角を上げる七恵にギクリとする。そういえば、まだ副社長とのことを言っていないんだった……。

　また恥ずかしい記憶が蘇よみがえってしまい、私は目を泳がせつつ、「承知いたしました」と返事をした。




　副社長に、【夕飯は外で食べてきます】とメッセージを送り、海都くんが待っているカフェへ向かう。スタジオを足早に横切っていくときに聞こえた気がした、「あれって……りらちゃん？　え？」という、困惑したような誰かの声は知らんぷりして。

　一階にある雑貨屋のようなカフェに入ると、一番奥の席に海都くんが座っていた。彼も帽子と眼鏡を身につけているけれど、やっぱりオーラを隠しきれていないような気がする。

　近づく私に気づいた彼は、にっこり笑顔で軽く手を上げた。

「ごめんね、お待たせ」と言って私が向かいの椅子に座ると、彼はぷるぷると首を横に振る。

「いーえ。りらさん、普段は雰囲気違うね。でもやっぱりオシャレ」

「そ、そうかな」

　興味深そうに見つめてくる海都くんに、本当は真逆の意味で雰囲気が違うんだよねぇ……と思いながら、ぎこちない笑いを浮かべた。

　そんなことは知らずに彼は頬ほお杖づえをつき、無邪気に笑って言う。

「コーデ合わせたカップルみたいで、なんか嬉しい」

　ドキッとしてしまうのは、好意的な言葉からか、海都くんの可愛さからか……。ちょいちょい敬語じゃなくなるし、さてはこの子、小悪魔だな。

　自分なりに分析していると、海都くんは「待ってる間にお店予約しといたんで、早速行きましょうか」と言って席を立つ。

　意外とリードしてくれるんだ、と少し嬉しく思いながら、私もあとに続いた。

　歩いている最中、私は自分よりも海都くんがバレないだろうかと内心ハラハラしていたものの、特に声をかけられることもなく、無事に店に到着した。

　やってきたのは、スタジオの最寄り駅近くにある隠れ家のような居酒屋。オレンジ色の明かりが灯る焦げ茶色の板張りの店内は、落ち着いたクラシカルな雰囲気で、小さな個室の中には掘りごたつがある。そこに向かい合って腰を下ろした。

「ここ、ノンアルコールも、おつまみ以外の料理もたくさんあるから、もしりらさんがお酒飲めなくても楽しめるかなと思って」

「わ、本当だ。私あんまり飲めないから嬉しい」

　海都くんが開くメニューを覗き込んで言うと、彼も嬉しそうに目を細めた。

　飲み物と料理を適当に頼み、しばらくたわいない話をする。そうしているうちに海都くんはすっかり敬語が取れていて、気さくな彼のおかげでふたりきりでも変な気を遣わずに話せていた。

　このお店イチオシだというトマト鍋を取り分けながら、最初から気になっていたことを聞いてみる。

「海都くんって、帰国子女なんだよね。やっぱり英語ペラペラなの？」

「まぁ、日常会話くらいは」

「すごいなぁ。私は全然喋しゃべれないから尊敬する」

　感心する私に、海都くんは「住んでれば、嫌でも話せるようになるって」と言って笑う。

「モデルはハーフの人が多いけど、見た目外国人なのに英語喋れない人、結構いるんだよね。そのギャップが面白くてさ」

　あぁ、私もテレビで見たことがあるな、と思いながら笑って頷く。

　それから彼はモデル仲間のことや撮影現場での話をたくさん聞かせてくれて、私は興味津々で耳を傾けていた。

「りらさんって、普段はモデルの仕事してないの？」

　ふいに尋ねられて一瞬ためらうも、大まかなことなら問題ないと思い、持っていたグラスを置いて口を開く。

「うん、全然関係ない仕事してるの。モデルはMimiだけ」

「やっぱり。最初に一緒に撮影したとき、慣れてない感じだったからすぐわかった」

　得意気な顔をされ、私は恥ずかしくなって苦笑を浮かべた。

　すると、海都くんは少し身を乗り出すようにして組んだ腕をテーブルにつき、子犬のような瞳で私をじっと見つめてくる。

「あのときも今日も、俺のこと全然意識してなかったでしょ」

　図星を指されてギクリとした。

　思わず固まる私をそのまま見つめ続ける彼は、さらにこんなことを問いかけてくる。

「誰か、別の人のこと考えてたんじゃない？」

　別の人……副社長のことが脳裏をよぎって、心が揺れ動いた。

　そして、今になってはっとする。一緒に仕事をしている相手を見ていなかったというのは、とても失礼なことじゃないか、と。

　自分の愚かさに気づき、すぐにガバッと頭を下げた。

「ごめんなさい！　私、すごく失礼なこと……」

「あ、いや、責めてるわけじゃないから！　ただ、りらさんが想ってるのは誰なのかなって気になっただけ」

　本当に気にしていないように笑う海都くんは、その表情に少し真面目さをプラスして落ち着いた声で問う。

「その人のこと、好き？」

　ドキン！と、いっそう大きく心臓が鳴る。

　私は、副社長のことを好きなのだろうか……。

　誕生日を祝ってもらったときから、彼は絶大な存在感を持って常に私の中にいる。彼と一緒に暮らすことも、昨日のキスも、決して嫌なんかではなかった。

　それって、好きだといっていいのかな？

「……わからない」

　自分に問いかけてみて出た答えは、そんな曖昧なものだった。

　なぜなら、最後に恋をしたのは十年以上も前のこと。しかもそのときだって、本当に好きだったのかわからないのだから。

　蘇ってくる中学時代の苦い記憶をなんとなく話してみる気になった私は、苦笑交じりに吐露する。

「中学のときにね、気になってる人がいたんだけど、それが噂になって本人の耳にも入っちゃったの。で、彼が陰で話してるのを聞いちゃったんだよね。『あいつは地味で可愛気がないし、好かれても正直迷惑』って」

　気になっていたのは、同じクラスの優等生タイプの男子。とても人気があって私にも優しく接してくれる人だった。

　だから惹ひかれたのだけど、彼が放った言葉より、そんなことを言う人だったということがショックで、私の恋心は一気に冷めていった。

　黙って聞いていた海都くんの顔が、いつの間にか怒ったようにムスッとしている。

「何様だよ、そいつ」

　ボソッと漏らされた文句がなんだかおかしくて、私は笑ってしまった。そして胸のうちから湧いてくる本音を漏らす。

「その人が言ったことは間違ってないよ。今でも普段は存在感ないし、甘え上手でもないし、可愛気なんかないって自覚してる。恋愛にもたいして興味なくて、ずっと恋せずにここまで来ちゃったからわからないんだ。どうなったら好きだっていえるのか」

　あのときの彼に抱いていたものすら、本当の恋心だったのか怪しい。本当に好きだったらきっと簡単には諦められなかっただろうし、胸が切り裂かれるような痛みも伴ったはず。

　でも、私は涙ひとつ出なかった。ショック以上に『やっぱりね』という気持ちもあって、すぐに離れられたのだから。

　この年になってまで、まともに人を好きになったことがないだなんて引かれるかな、と思って目を伏せたものの……。

「じゃあ、りらさんは超恋愛初心者なんだね」

　意外そうにしながらも、海都くんは嫌味のない笑みを見せてそう言った。そして今度は彼が、私の器に鍋の具を取り分けようとしながら話しだす。

「確かにMimiの広告を見てると、にっこり笑ってるりらさんは少ないし、クールなイメージはあるけど、だからって魅力がないわけじゃないでしょ」

　赤く染まった野菜をよそう手を止めた彼は、私を見据えて力強い声で言う。

「モデルやってるときのりらさんは、堂々としててカッコいいよ。俺とのときにやたらキョドってるのも、それはそれで可愛いし」

　照れるのと、付け足されたひとことで少し決まりが悪くなるのとで、私は肩をすくめた。

　海都くんはクスクス笑うと、よそった器を私に差し出しながらこんなアドバイスをくれる。

「りらさんに必要なのは、もっと普段の自分に自信を持つことじゃないかな。本格的にモデルの仕事をすれば、それは自然と身につくと思うし、この人が好きだ！って確信できるときが必ず来るよ」

　前向きな彼の言葉は、すんなりと私の心に染み込んでいく気がした。

　私は、ずっとこのままでいいと思っていた。女としての魅力に欠けたまま、恋愛から遠ざかっていても、たまにモデルの仕事をして違う自分を味わうことができればそれでいい、と。

　でも、心のどこかで虚むなしさも感じていた。このまま誰も愛さず、愛されずに、りらの存在もいつか薄れてただ年を取っていくだけの人生になってしまったら、それこそ寂しい。

　そんな心こころ許もとない状態の私の手を取ってくれたのは、他でもない副社長だった。

『今の素朴なお前もいいけどな』

『〝マシ〟じゃなくて、もともと持ってるお前のよさを引き立たせただけだ』

　そう言って、最初から素の私のことも認めてくれていたのも副社長。彼は私に〝自信〟というもうひとつのプレゼントをくれたのかもしれない。

　今のままでは、それを無駄にしているだけ。海都くんの言う通り、もっと春原瑞香としても胸を張るべきなのだ。

　そうすれば、きっと私の世界は変わる。副社長への気持ちが恋なのかどうかも、はっきり自覚できるかもしれない。

　もやが晴れたような気分で海都くんを見つめる私に、彼はにこりと笑いかける。

「ね？　だから、俺と同じ世界に来て。一緒に頑張ろうよ」

　心強い励ましが嬉しくて、私も口元をほころばせながら「ありがとう」と返した。




　すっかり話し込んでしまい、気がついたときには午後九時を過ぎていた。

　そろそろ帰ろうということになり、「奢おごられといて」と言う海都くんに押しきられ、申し訳なくなりながらも会計をお任せしていると、私のスマホが鳴りだす。

　画面に表示されるのは副社長の名前。ドキリとしつつレジ前にいる海都くんから離れ、スマホを耳に当てた。

　控えめな声量で「もしもし」と言うと、ほんのわずかだけれど張りつめているような彼の声が聞こえてくる。

『今仕事終わって、メール見たよ』

「遅くまでお疲れ様です。すみません、夕飯作れなくて」

『そんなことはいいんだが……瑞香、まさか宝生海都とふたりで飯食ってるんじゃないよな？』

　疑心を露わにしたような、あまり穏やかでない声色で問いかけられ、どうしたんだろうと思いながらも事実を答える。

「そうです、ふたりで。でももうお店出るとこで、これから新宿駅に向かうので」

　そこまで言うと、会計を終わらせた海都くんが財布をしまいながらこちらにやってくる。

　私がそれに気づいたのとほぼ同時に、顔を上げた彼は思わぬセリフを言い放った。

「じゃありらさん、俺の家に行きましょっか！」

　……は？　海都くんの家!?

　ギョッとする私は、慌てて「す、すみません、またあとで！」と告げてから電話を切った。

「ちょっと、海都くん！」

「あ、電話中だったんだ。ごめんね、冗談冗談」

　スマホを片手に動揺する私に気づいた海都くんは、少し眉を下げて笑いつつ、両手を合わせて謝った。

　もう、いきなりあんなこと言われたらびっくりするって。強制終了しちゃったけど、副社長、気を悪くしていないかな。

　ふぅと息を吐く私と一緒に店を出た海都くんは、寒そうに両手をポケットに突っ込みながら言う。

「大丈夫だよ、ちゃんと家まで送り届けるから。りらさんの家って、新宿駅の近く？」

「えっ!?」

　思わず足を止める私を見て、彼はキョトンとして首をかしげる。

　今日私が帰るのは、もちろん副社長のマンションだ。でもそこまで来られて、万が一副社長と鉢合わせたら困ってしまう。彼の家も知られてしまうわけだし。

　ここはとりあえず、本当の家のことを言っておこう。

「あの、私の家、ちょっと遠いの！　新宿からさらに電車乗らなきゃいけないから、本当に気持ちだけで」

「そう？　あ、もしかして警戒してる？　俺が送り狼になるのは、好きな子に対してだけだよ」

「そんな心配はしてないから！」

　可愛い顔して大胆なことを言うなと思いながら、ぶんぶんと首を横に振った。

　聞いたところ、彼も駅から電車に乗るらしいので、「私のことは気にしないで」と説得して駅に向かった。

　海都くんが乗る電車はすぐにやってくる。彼が改札に入るのを見届けてから帰ろうと思い、その手前でお別れの挨拶をする。

「じゃあ、本当に気をつけて」

　向き合ってそう言う彼に、私もにこりと微笑む。

　ここに来るまでの間に、『あのふたり、オシャレだね。モデルみたい』という女子の声が聞こえてギクリとしたものの、私たちだと気づく様子はなかったから、もう警戒心はほとんどない。

「ありがとね。今日は本当に楽しかった」

「俺も。また誘っていい？」

　そんなことを言われて少し戸惑いつつも、断る理由もないので「うん」と頷いた。

　すると、海都くんの顔がいたずらっぽく変化する。

「今度は送り狼になっちゃうかもしれないから、覚悟しておいてね」

　……おいおい、普段は可愛い子犬系男子だけど、狼に豹変する瞬間を見たいランキング一位の男が、こんなこと言っちゃってるよ。

　私は彼の肩をパシンと軽く叩いて、「なに言ってんのー」と笑い飛ばした。

　しかし次の瞬間、予想だにしない事態が起こった。

　手を取られたと思ったら、私はあっという間に海都くんの腕の中に収まる。なんと、公衆の面前で抱きしめられてしまったのだ。

　なっ……なんてことをしてくれてんの、この子はー!!

「ちょ、海都くん……っ!?」

「結構本気だよ？　りらさんのこと気に入ったから」

　年下とは思えない色っぽい声が耳元で響き、ぐんぐん体温が上昇していく。

　嘘でしょう？　私のことを気に入っただなんて……ていうか、まずこの体勢をなんとかしないと！

　腕をほどこうともがくも、小悪魔な彼はさらに私をパニックに陥らせる。

　――ちゅっ、と頬に唇を押しつけて。

「これ、アメリカ流の挨拶」

　一瞬なにをされたかわからず呆然とする私に、海都くんはクイッと口角を上げてそう言った。

　我に返り、バッと頬を押さえると、彼はおかしそうに笑いながらようやく離れていき、「またね」と手を振って改札へと向かっていく。

　私たちを見ていた人が冷やかすような視線を向けて通り過ぎていくけれど、それに気を取られる余裕はなかった。

「な……なんだったの……」

　頬を押さえたまま呟く私の心臓は、今になってドクドクと大きく脈打っている。

　まさか海都くんが、私なんかにあんなことをしてくるなんて！

　アメリカ流の挨拶って、ここは日本だよ。好きな人以外には、ほっぺにだってキスしちゃダメだって！

　それとも、私のことを気に入ったというのは、本当にそういう意味なの……？










嫉妬疑惑＋間接告白＝甘すぎる愛




　海都くんにハグとキスをされ、ぐるぐると考えを巡らせて立ちつくしていた、そのとき。突然「瑞香」という声と共にぐっと腕を掴まれ、驚いて振り向いた私はさらに驚愕した。

「へ……副、社長……!?」

　そこには、なぜか険しい顔をした御影副社長がいたから。

　なんで？　どうして彼がここに!?

　目を見開いて固まる私に、急いで来た様子の副社長はため息交じりに言う。

「さっきの電話で、心配になったから来てみれば……」

　私、なにか心配させるようなことを言ったっけ？と先ほどの会話を巻き戻そうとする間に、彼は相変わらず怒ったような顔で、冷たさを感じる声を放つ。

「キスされるほど、あいつと仲よくなったのか？」

　うわ、さっきの見られていたんだ！

　ドキッとするけれど、あれは不可抗力だったし、見られたものは仕方ない。そう開き直り、肩をすくめつつ正直に答える。

「あ、あれは、アメリカ流の挨拶らしいです」

「なに考えてんだ、ここは日本だぞ。しかもあいつは一応有名人だろうが」

「えぇもう、おっしゃる通りで……」

　綺麗な顔をさらに歪める副社長に、私はおどおどしっぱなしだ。いつも穏和な彼の、こんな表情を見るのは初めてだもの。

　すると、ふいに彼の手が伸びてきて、私の黒縁眼鏡をほんの少し持ち上げる。

「こんな変装してまで、あいつと飯食いに行くとはな」

　言われて、そういえば今の私の格好は普段とはだいぶ違うんだった、と思い出した。なにも悪いことはしていないはずなのに、なぜか決まりが悪くなり、なんとなく眼鏡を外す。

　さっきから副社長はどうして機嫌が悪いのだろう。思えば、電話したときからそんな感じだったし……。

　心当たりがなくて、さっぱりわからない。

「すみません、モデルのお話を詳しく聞きたかったんです。……あの、怒ってます？」

　上目遣いで遠慮がちに問いかけると、彼は一瞬はっとしてからふいっと顔を逸らす。そして目を見ないまま私の肩を抱き、「とりあえず帰ろう」と言って歩きだした。




　様子のおかしい副社長がとっても気になるものの、他にはなにも聞くことができず、車に乗っても、マンションに着いて部屋に向かう間も、無言が続いた。

　なんだか空気が重苦しい。別にケンカをしているわけでもないのに。

　同居って、こういうときはものすごく気まずいんだな……。嫌だ、副社長とこんな空気になるのは。

　先にリビングに入り、とぼとぼとソファのあたりまで来て小さなため息を漏らした、その瞬間。

　ふわっと、いつも嗅いでいるシャンプーの香りが鼻先をかすめ、横から身体が覆われた。スーツを着た胸に私の頬がぴたりとくっつく。抱きしめられたのだとすぐに認識したものの、脳が混乱する。

　え、あれ、副社長、怒っていたんじゃ……ていうか、また抱きしめてくるってどういうこと!?

　軽くパニックに陥り、心拍数もどんどん上がっていく私に、さっきとは違う落ち着いた声が囁く。

「……悪い、嫌な思いさせて」

　謝ってくれたことで、重りが取り除かれたように心が少し軽くなる。ドキドキはやまないけれど。

「お前が他の男とふたりでいるってだけでイラついてたのに、あんなに密着してるところまで見たら、黙ってられなかった」

　……え？

　不機嫌の原因を聞いて、私の中にあるひとつの可能性が初めて浮かぶ。

「あの場ですぐにキスして、お前の頭の中を俺でいっぱいにしてやりたかったくらいだ。昨日みたいに」

　耳を疑うようなひとことに思わず顔を上げると、余裕がなさそうな困った笑みをわずかに浮かべる彼がいて、胸がきゅうっと締めつけられる。

　昨日のキスも、ただのおまじないではなかったということ？

　ここまで言われたら、信じがたいけれど超恋愛初心者の私でもさすがに気がつく。

「そ、それって……」

　上ずりそうな声でぽつりとこぼした直後、今の雰囲気には不釣り合いな音が鳴りだした。

　私のコートのポケットから聞こえるそれは、スマホが着信を知らせる音。おかげで一気に緊張感が薄れる。

　誰だ、このタイミングで電話をかけてくる輩やからはー！

　電話が気になりつつも、今出ていいものか迷っていると、副社長は私からスッと腕を離す。〝どうぞ〟と手で合図され、軽く頭を下げてスマホを取り出した。

　あぁ、なんだかすごくいいところで寸止めされてしまった……。いや、これでよかったのか。あのままじゃ心臓がもたなかったかもしれないし。

　さりげなく深呼吸しながらスマホの画面を見た私は、ぱっと目を開く。

「お兄ちゃんだ」

　ピクリと反応を示した副社長に見られつつ電話に出ると、いつにも増して上機嫌な声が耳に飛び込んできた。

『瑞香、今日はビッグニュースだぞ！　なんと……兄ちゃん、予定より早く帰ってくることができました！』

「えぇっ!?」

　思ってもみなかった報告に驚き、つい叫んでしまった。副社長も私に注目している。

「嘘、本当に帰ってきたの？」

『本当。これから家に向かうから待ってろよ』

　帰ってきたんだ……やっとお兄ちゃんに会えるんだ！

　そう実感すると、急激に感動が湧き上がってくる。それと同時に、大変なことに気づく。

　私、今家にいないじゃない！　お兄ちゃんがどこにいるかにもよるけど、私のほうが先に帰れるかどうか……。

　しかもお兄ちゃんが帰ってきたということは、この同居生活も終わるということだ。こんなに中途半端なところで終わらせていいの？

　瞬時にそんな考えが駆け巡り、お兄ちゃんがなにか言っている声も耳に入らなくなる。黙っていると、突然手からスマホがするりと抜ける感覚で我に返った。

　あっ、と思ったときには、スマホは副社長の手に渡っていて……。

「千紘か？　御影だ」

　なんと、彼はそんな言葉を放っていたのだ。

『千紘か？』って……なんで？　副社長、お兄ちゃんのことを知ってるの!?

　予想外の展開続きで、もう唖然とするしかない私。漏れ聞こえてくるお兄ちゃんの声も、私と同様に困惑している。

『え……さ、朔也さん!?　なんで……』

「今、瑞香は俺の家にいるんだ。悪いが彼女を帰すつもりはない」

　ふたりが知り合いらしきことには驚愕だし、さらに今のセリフも聞き捨てならない。

　なにを言いだすのかと、私は大きく目を見開いて詰め寄る。

「ふ、副社長っ！」

『なに言ってんすか!?　ちょ……と、とりあえずそっち行きますから！　絶対瑞香に手出さないでくださいよ！』

　焦った様子で叫ぶお兄ちゃんの声は、聞き耳を立てなくてもよく聞こえた。

　すぐに通話は切れ、私はぽかんと目と口を開いたまま副社長を見やる。

「副社長……あの、いろいろと衝撃的で、頭が追いつかないんですが……」

　たどたどしく言うと、副社長は私にスマホを返しながら、「だろうな」と言って小さく笑う。

「ようやく説明できるときが来たみたいだから、座って話すよ」

　そうしてソファに促され、並んで腰を下ろすと、副社長はまずお兄ちゃんとのことを話し始める。

「俺と千紘は、高校時代の先輩後輩の関係だ。あの頃から仲はいいほうだったな」

「そうだったんですか……！」

　知らなかった。そんなに前からの知り合いだったなんて！

　お兄ちゃんは『皆が瑞香に惚れたら困る！』とか言って、家に友達を連れてくることはほとんどなかったから、知らなくて当然かもしれないな。

「で、クリスマスに俺がお前の家に行ったのは、千紘にお前のことを頼まれたからだったんだ。『妹はサンタクロースが来るのを待ってるんです。俺はわけあって行けないから、代わりにプレゼントを届けてくれませんか!?』って」

　副社長がお兄ちゃんの口調を真ま似ねて言い、あの日の謎が解けていく。

　というか、サンタクロースが来るのを待ってる、って……。

「まさかお兄ちゃん……」

「あぁ、お前が本当にまだサンタを信じてると思ってるらしい」

　やっぱり！　あの人、天然すぎる！

　わざと信じているフリをしていたけど、それはお兄ちゃんも承知していると思っていた。なのに、あろうことか本気にしていたとは！

　我が兄ながら呆れてものも言えず、頭を抱えてうなだれる。そんな私を見て、副社長はクスクスと笑っていた。

「最初は俺も、本気か？って思ったよ。でも瑞香って名前を聞いて、りらのことだとわかったら気が変わったんだ。きっとひとりきりで寂しがってるって言われたし、素のお前と話してみたかったし、協力してやってもいいかって」

　彼が穏やかな口調で話すのを聞いていると、クリスマスの情景が蘇ってくる。

　あの日、変な格好をしてやってきて、『サンタクロース、信じてないじゃないか』と笑っていたっけ。あれはお兄ちゃんに頼まれたからだったのだと思うと、ちょっぴりおかしくて心がほっこりした。

「しずく堂のケーキを買ってきてくれたのも、お兄ちゃんから聞いたんですね？」

「そう。昔から誕生日はあそこのケーキで祝ってたんだろ」

　その謎も解け、私は口元をほころばせて頷いた。そんなことを頼んでいたなんて、妹思いの兄だなと嬉しくなりながら。

　でも、そうまでしても、お兄ちゃんには帰ってこられない理由があったんだよね？

「副社長は、お兄ちゃんが家を出た理由も知ってたんですか？」

「だいたいは知ってたよ。でも千紘から口止めされてたし、俺が言ってもきっと信じられなかっただろうから……」

　彼がそう言い、信じられないような理由っていったいなに？と私が眉をひそめたとき、インターホンが鳴る。

「早いな」とひとりごとを漏らし、応対する副社長。どうやらコンシェルジュからの連絡らしいけど、モニターに映った人物は久々に見るお兄ちゃんだ。

　その表情はものすごく険しい。姿を見られて私は嬉しいけれど、明らかにご機嫌斜めだ。

　微妙な顔をする私に、副社長は「なにがあったのかは本人から聞け」と言い、ぽんと肩に手を置いた。

　そうね、洗いざらい吐いてもらわないと！

　副社長はドアの鍵を開けると再びソファに座り、私もその隣でお兄ちゃんを待ち構えていた。ほどなくしてやってきた彼は一度インターホンを鳴らし、遠慮なくバーンとドアを開け放つ。

「瑞香！」

「お兄ちゃん！」

　スーツケースを玄関に放置し、一直線にリビングに向かってくる彼と、跳ね上がるように立ち上がる私。そしてお互い見つめ合い……。

「なんで朔也さんの部屋にいるんだよ!?」

「なんで一年以上も帰ってこなかったのよ！」

　同時に口を開いて文句を叫び、感動の再会には至らなかった。

　普通に兄妹ゲンカが始まりそうになり、ゆっくり腰を上げた副社長が私たちの間に入ってくれる。

「まぁ、ふたりとも落ち着け。今コーヒーでも淹れるから」

　そう言って私たちに座るよう促した副社長は、キッチンで準備をし始める。お兄ちゃんはひとつ息を吐き、ローテーブルを挟んで私の向かい側に腰を下ろした。

　そうして気を落ち着けると、クッションの上であぐらをかくお兄ちゃんは、私に深々と頭を下げる。

「本当にすまなかった、瑞香」

　かなり反省しているのが見て取れて、私は『いいよ』と言う代わりに小さく首を横に振った。

　ブラウンの髪は少し長めのスタイルになっていて、前より痩せた気もするけれど、元気に帰ってきてくれて本当によかった。

「ちゃんと全部話してくれる？」

　安あん堵どしながら、もう責めないという口調で問いかけると、お兄ちゃんは頷いてゆっくり口を開いた。




　副社長が淹れてくれたコーヒーを飲みながら聞いた話は、確かに信じがたいものだった。

　なぜなら、高級マンションを借りる友達の連帯保証人になったら、その友達が家賃を滞納し、そのままトンズラしたおかげでお兄ちゃんが借金を背負ってしまったというのだから！

　なんでもその友達はマンションの管理人の既婚女性と不倫していて、滞納を見逃してもらっていたものの、旦那にバレてしまい、これまでのツケを払わされることになって逃げたらしい。

　なんだかいろいろなことに呆れ、私はがっくりと肩を落とし、情けない声を漏らす。

「なんで連帯保証人になんてなったの～」

「いや、あいつは絶対道理に外れたことはしないやつだったんだよ。それが二年も家賃滞納して逃げるとは……。人って変わるもんだよなぁ」

「しみじみ言ってる場合か」

　遠い目をして語る呑気なお兄ちゃんに、私の隣に座る副社長が淡々と突っ込んだ。

　いくら仲がいい友達でも、お金の貸し借りだけは気をつけなきゃいけないって教わらなかったかな!?　こんなにお人よしだとは思わなかったわ……。

　頭を抱える私に、お兄ちゃんは両膝に手をついて前屈みになり、真剣な顔で言う。

「安心してくれ。働きまくってなんとか借金は返し終わったんだ。でもやっぱり泣き寝入りは悔しいから、あいつの居場所を突き止めてみっちり説教して、俺に返すように念書を書かせてきた」

「その居場所が北海道だったんだと。それで、ついさっき戻ってきたってとこだろ」

　脚を組み、優雅にコーヒーに口をつけながら副社長が補足して、お兄ちゃんは「その通り」と頷いた。

　なんだ、ふたりはそんなに連絡を取っていたのか。私に心配をかけさせないためにすべて内緒にしていたんだろうけど、急に出ていって全然帰ってこないんじゃ、結局心配するっつーの。

　まぁ、こうやって元気に帰ってきてくれたから、それだけで大目に見てあげることにしようか。

「とりあえず事情はわかったよ。本当にその友達がお金を返してくれるかは置いとくとして、とにかくお兄ちゃんが無事でよかった」

　私も甘いなぁと思いつつ苦笑を漏らして言うと、お兄ちゃんはじーんときているような表情で「瑞香……」と呟いた。

　しかし、納得がいかないことはまだある。

「でも、どうして海外出張だなんて嘘ついて、全然帰ってこなかったの？　借金の件は言えなかったとしても、家を出なくたってよかったのに」

　口を尖らせて不満気に言うと、お兄ちゃんは一瞬ギクリとしたように見えた。そして私から目を逸らし、なにかを我慢するようにぐっと拳を握る。

　深刻そうな顔になって、「それが……」と口を開く彼を、私は怪訝な目でじっと見つめる。

「実は、かけ持ちで働き始めたとこが……バーで……」

「え？　聞こえない」

　徐々に俯き、もごもごと口ごもるものだから、私はテーブルに身を乗り出すようにしてお兄ちゃんに耳を近づける。

　すると彼はなにかを振りきるようにバッと顔を上げ、今度はひと思いに言い放った。

「働き始めたとこが女装バーで！　俺のことを気に入ったニューハーフにつきまとわれてたんだよ……！」

　……しばし絶句。

　女装バーに、ニューハーフ？　想像すらしていなかった単語の連続で、私は瞬きを繰り返すことしかできない。

「……マジ？」

「あぁ、マジだ。家を知られたら瑞香に迷惑がかかるから、帰れなくて……本っ当にすまない！」

　つむじが見えるくらいに頭を下げるお兄ちゃんを、呆気に取られながら眺めていると、副社長が私にチラリと目を向けて冷静に言う。

「な？　俺が言っても信じられなかっただろ」

　確かにそうですね、と思いながら私はカクリと頷く。今、本人の口から聞いても信じられないのだから。

「お兄ちゃんが女装……」

　まさか、そんな世界に足を踏み入れていたとは！

　呆然としたまま呟くと、副社長がテーブルのスマホを手に取りながら言う。

「結構イケてたぞ。見るか？」

「ちょ、朔也さんやめて!!」

　必死に阻止しているお兄ちゃんを見て、あぁ、本当に本当なんだ……と実感する。

　ていうか、副社長、店に行ったの？　それとも写真だけ送ってもらったのかわからないけど、とりあえずお兄ちゃんの女装姿は気になるから、あとでこっそり見せてもらおう。

　密かに企んでいると、お兄ちゃんはバツが悪そうに肩をすくめながら言う。

「何度も辞めようと思ったんだけど、すげぇ時給よかったから結局ズルズルと……。あ、でも誤解するなよ、俺はストレートだからな！」

　真剣に私に言い聞かせる彼に、ぎこちなく笑いながら頷いた。

　これで、実はお兄ちゃんもそっちの趣向が……なんて話になったら、衝撃が大きすぎて私の頭はショートしてしまう。

　彼の身に起きたらしいことはなんとか受け止め、気になることを聞いておく。

「その、お兄ちゃんのことを気に入っちゃったニューハーフさんは大丈夫なの？」

「あぁ。俺が北海道行ってる間に他の相手を見つけたらしくて、呆気なく離れてったよ。まったく、一年もつきまとってたのはなんだったんだ。人がどんだけ苦労したと思って……」

　腕を組んでぶつぶつ言いながら怒っているお兄ちゃんに苦笑しつつ、「とりあえずよかったね」と返した。どんなふうにつきまとわれていたのかは、聞くのが怖いから掘り下げないでおこうと心に決めて。

　ようやくコーヒーに口をつけたお兄ちゃんは、ひとつ息を吐き出して、すっきりとした表情を見せる。

「俺の話はこれで全部だ。もう隠し事はなにもない。ということで聞くが……」

　彼の顔はすぐに強張り、私と副社長を交互に見ながら、緊張感が若干漂う声色で問いかける。

「瑞香、友達の世話になってるっていうのは、嘘……だったのか？」

　そう、嘘をついていたのは私も同じ。ちゃんと本当のことを話さなくちゃ。

　私は一度お兄ちゃんを見つめると、頭を下げてしっかりと謝る。

「ごめんなさい。本当はずっと、副社長のお世話になってました」

　なぜか敬語で言い、ゆっくり顔を上げる。目の前には口を半開きにして固まっている、相当なショックを受けた様子のお兄ちゃんがいた。

　そんな彼に、いまだに余裕そうな副社長が簡単に説明してくれる。

「クリスマスにお前の頼み事を聞いてやったら、ちょうど瑞香が困ったことになったから助けたまでだ」

「それに関しては感謝します。本当にありがとうございました。でも、だけど……」

　ちゃんとお辞儀をしてお礼を述べたお兄ちゃんは、そのままぐっと拳を握り、だんだん苦し気な声を絞り出し始める。

「ひとつ屋根の下にふたりで暮らすって、それはもう、瑞香を……瑞香を……！」

「安心しろ。まだいただいてないから」

「〝まだ〟って！　〝いただく〟って！」

　副社長のあらぬ発言に、お兄ちゃんはバッと勢いよく顔を上げて突っ込みを入れた。これには私も同じリアクションをしたい。

　お兄ちゃんは頭痛を堪えるように額に手を当て、困り果てたようなため息を吐き出して言う。

「軽々しくそういうことをしない人だと信じてたから、朔也さんにあのお願いをしたんですよ。でも……やっぱり俺は人を信頼しすぎなんだろうな」

　嘲笑を漏らし、スッと立ち上がったお兄ちゃんは、私のそばへ来て腕を掴む。

「このままここに置いておいたら危険なので、瑞香は連れて帰ります」

「ちょ、お兄ちゃ……！」

　険しい顔をした彼に無理やり立たされ、私は戸惑いまくる。

　本当にこのまま家に帰るの？　私はそれでいいわけ？

　玄関に向かって手を引かれていきながら考えるも、私の足は勝手にブレーキをかけようとしていた。

　そのとき、私たちの間に入ってきた手がお兄ちゃんの手首を掴む。足を止めた私たちが見やるのは、真剣な表情の副社長だ。

「こいつに愛を与えることの、なにが危険なんだ？」

　開いた形のいい唇は、そんな言葉を放った。

　私は目を見開いた状態で固まり、お兄ちゃんは面食らったようにパチパチと瞬きして、「あ……愛？」と反芻している。

「千紘がいない間、こいつが寂しがってたことはわかってるよな？」

　副社長は、痛いところを突かれたように押し黙って眉を下げるお兄ちゃんから、私に目線を移して続ける。

「その寂しさを俺が埋めてやりたいと思った。瑞香のことを愛してやりたいって」

　淡々とした声に甘さが加わり、私の胸がじわじわと熱くなる。

　私に愛を与えてくれると言って始まった同居生活。それは、捨て猫みたいな私への同情が大半を占めているものだと思っていた。けれど……。

「朔也さん、本気なんですか？」

　真面目な表情に変わったお兄ちゃんの問いかけに対する副社長の答えを、私も緊張しながら待つ。

　副社長はなにも迷うことなく、きっぱりとこう答えた。

「当然だ。軽々しく他人を一緒に住まわせたりなんかしないし、惚れた女じゃなきゃ手放したくないなんて思わない。お前も男ならわかるだろ」

　最後にふっとわずかな笑みを浮かべる彼。お兄ちゃんはやや納得したように唸り、一方の私は激しくドキドキし始める。

　今、〝惚れた女〟って……！　まさか本当に、副社長が私を!?

　信じられない思いで全身を熱くして呆然と立ちつくす私に、副社長が流し目を向けてくる。

「まぁ、あとは瑞香次第だが」

　目が合い、ドキン！とさらに大きく心臓が跳ねた。

　なに、この間接告白みたいな状況は！　お兄ちゃんもじっと私を見つめてくるし、恥ずかしくて仕方ない。

「瑞香は、朔也さんのことが好きなのか？」

　お兄ちゃんはもう怒っているふうでもなく、落ち着いた声色で問いかける。私もなんとか心臓を宥なだめて、少しでも冷静さを取り戻してから口を開いた。

「……まだ、わからない」

　出たものはさっき海都くんに言ったものと同じ、正直な気持ち。たった今、副社長の気持ちを知って、それに対する答えをすぐ出せるわけがない。

　彼のことを好きか嫌いかと聞かれれば、間違いなく好きだと言える。副社長はカッコよくてとても優しいし、私を特別扱いしてくれるから。

　でも、それに惑わされているだけかもしれない。私が彼に抱く気持ちが本当の愛かどうかはまだ曖昧なのだ。だから。

「わからないから、ここで終わらせてしまうのは嫌なの。自分の気持ちがはっきりするまで……副社長と、一緒にいたい」

　こんな答えじゃ呆れられるかな、と思いながらも、そう言いきった。

　しかし副社長はどことなくホッとしたような表情を見せ、お兄ちゃんは片手で目を覆い、なぜか悶え始める。

「あぁ、瑞香……一緒にいたいと思うってことは、それはもはや……」

「え？」

　ひとりあれこれと呟く言葉はよく聞き取れず、首をかしげていると、彼はひとしきり唸ったあと、諦めたように息を吐き出す。

「そうか、わかったよ。朔也さんも真剣みたいだし、お前の恋をじゃまするつもりはないからな」

　そう答えて、〝仕方ないな〟と言いたそうな笑みを浮かべたお兄ちゃんは、ぽんと私の頭に手を置いた。

　そして、今度は副社長に向かって忠告する。

「瑞香が俺以外の男を優先するなんて、初めてのことなんですよ。大切にしてくれなきゃ承知しませんから。強烈なニューハーフを仕向けますからね！」

「そりゃ勘弁だ」

　ビシッ！と人差し指を向けられた副社長は、とっても嫌そうに口元の笑みを歪めた。




　それからお兄ちゃんは、『なにかあったらすぐ帰ってこいよ。ていうか、少なくとも週に一度は必ず帰ってこい！』と私に言い聞かせ、泣く泣く部屋を出ていった。

　冷蔵庫などが壊れたままだということを教えると、『早めになんとかする』と言っていた。せっかく帰ってきたのに、家電も使えない上に私がいないんじゃ悲しすぎるよね……。

　お兄ちゃんの気持ちを思うと、とっても申し訳なくなる。けれどもういつでも会えるのだ。その安心感はかなり大きい。

「よかったのか？　大好きな兄貴と一緒に帰らなくて」

　お兄ちゃんを見送ったあと、再び並んでソファに腰を下ろしながら副社長が言った。その目は意地悪っぽく細められている。

　軽く挑発してくるような彼に、私は苦笑しつつ頷く。

「私も、自分に驚いてます。あれだけお兄ちゃんのことを待ってたのに、今はここから離れるのが嫌なんて……」

　もう冷めてしまったコーヒーカップを両手で持ち、口をつけた。今日はいろいろなことがあった怒ど涛とうのような一日で、疲れが一気に襲ってきた気がする。

　そんな私を、副社長はまだ休ませてはくれない。

「お前、本当に俺のことが好きかどうかわからないのか？」

　探るような目で見つめられながら問いかけられ、私はまたどぎまぎしつつ、正直な想いを口にする。

「いえ、あの……副社長のこと、好きです」

　そう言ってから、普通の告白になってしまったことにはっとして、「あっ！」と叫び声を上げてしまう。

「いやあの、好きっていうのがライクでなくラブなのかどうかわからなくて！　ちゃんと自覚してからじゃないと副社長にも失礼だから、その……！」

　なぜか両方の手の平を向け、慌てて訂正する挙動不審な私をキョトンとして見ていた副社長は、ぷっと吹き出した。

「変なとこで頭固いっつーか、本当に恋愛経験ないんだな。そんなの、ここで感じるものだぞ」

　おかしそうに笑いながら、彼は自分の胸を人差し指でトントンと叩く。

　……そうだよね。これは頭で考えるものじゃなく、きっと〝好きだと感じる瞬間〟が訪れて、そこで初めてわかるものなんだろう。

　その瞬間をいつか感じてみたいと願っていると、副社長は、「まぁ、嫌われてないだけよかった」と言ってさらに笑う。

　そして、熱を湛たたえた綺麗な瞳で私をまっすぐ見つめると、頬にそっと手をあてがい、またおまじないをかけるようにしっかりと言葉を紡ぐ。

「これから教えてやるよ。どれだけ俺のことを好きか、たっぷりわからせてやる」

　その表情が、声が、あまりにも色っぽくてセクシーで。私の心臓は大きくジャンプした。

　あぁ……私、なんて高レベルなお方を相手にしてしまったんだろう。初心者なのに、一流講師が受け持つ上級コースに飛び込んでしまったような気分だ。こんなに魅力的な人に恋愛の基礎を教えてもらうなんて、この身のほど知らずめ……。

　ちょっぴり後悔にも似た気持ちで顔を俯かせると、副社長の手が私の頬から頭に移動する。

「疲れただろ。とりあえず今日は寝ろ」

　ぽんぽんと私の頭を叩き、優しく声をかけて腰を浮かせる彼につられて、私も顔を上げた。

　寝る前にひとつだけ聞いておきたくて、彼を呼び止める。

「あの、副社長はどうして、私のことを……」

『好きなんですか？』と直球では恥ずかしくて聞けるわけもなく、言葉を濁す。頬が赤くなっていくのがわかり、振り向いた彼の顔も見られない。

「私、地味だし、可愛気ないし、バカみたいに恋愛経験なさすぎだし、副社長にお似合いな人はもっと他にいるのに」

　自分自身には劣等感ばかりで、本当にわからないから。

　なんで、私なの？

　唇を噛かんで返事を待っていると、彼は柔らかな笑みを浮かべる。

「そんなの気にすることじゃない。俺はお前を愛してる。その事実がすべてだ」

　しっかりと告白されて、私は今日最後の衝撃で倒れそうになった。

　私を好きな理由は、いまいち謎めいたままだけれど、確かなことがひとつ。

　彼の愛は、とてつもなく甘い。
















Love nest３　～不安と惑いにご注意あれ～










溺愛攻撃＝スキャンダルもいとわない




　お兄ちゃんが帰ってきて、副社長が私に電撃的な告白をした日から数日間、この同居生活は糖度が上がりまくっている。『もう抑える必要ないからな』と言い、前以上にスキンシップをしてくるようになった副社長のおかげで。

　お風呂から上がった今も、例外なく。

　洗面所で荒れた手にハンドクリームを塗ろうとしていると、たまたま居合わせた副社長が「待て」と言い、私を制した。

　なんだろうとキョトンとしていると、彼は一旦リビングのほうに向かい、なにかを持って戻ってきた。

「ちょうどうちの新商品のサンプルがあった。手、出して」

「え、あ……」

　戸惑いながら軽く出した手を取られ、副社長の指によってハンドクリームを塗られていく。

　ま、まさかこんなことまでしてくれるとは。

　温かくて大きな手が私のそれを包み込み、指が優しく滑る。ちょっぴりドキドキするけど気持ちいい。

　放されると、もっとしてほしい……なんて正直思ってしまった。そんなこと言えないけど。

　しっとりした手からは、優しく甘い香りがふわっと漂ってくる。

「どう？」

「すごくいいにおい……！　これ、桜ですか？」

「正解」

　頷いた副社長は、ちょっぴりいたずらっぽい笑みを浮かべる。

「ボディクリームもあるぞ。塗ってやろうか？」

「っ、いい！　いいです！」

　ボディクリームはなんかヤラシイって！

　私の身体に副社長が手を滑らせるのを一瞬にして想像してしまい、ぶんぶんと首を横に振る。顔を赤らめる私を見て、彼はおかしそうにしているのだった。




　そうして、一日の終わりは副社長の仕事部屋で迎えていた。二日前までは。

　なんと彼は、〝これからは一緒に寝ること〟という約束を取りつけ、私は昨日から寝室のベッドにおじゃますることを義務づけられたのだ。

『俺が好きなら不快じゃないはずだ。身体で確かめろ』と、めちゃくちゃ妖あやしいセリフを口にして。

　不快じゃないとしても、緊張で寝られるわけがない！

　……と思っていたものの、それは最初だけで。思いきって彼の懐に飛び込むと、あまりの心地よさに熟睡してしまったという……。

　そんなわけで今夜も寝る準備を整えたら、寝室のドアをノックした。本当に寝るだけでなにもされないのだけど、もちろんまだ緊張する。

「おじゃまします」

　遠慮がちにドアを開けると、ベッドに腰かけて経済誌らしき雑誌を読んでいた副社長が、「どうぞ」と微笑んだ。もこもこのルームウェアに身を包んだ私は、ぺこりとお辞儀して中に入る。

　ドキドキしながらベッドに近づいていくと、サイドテーブルに雑誌を置いた彼は意外なひとことを口にした。

「猫になってもいいぞ」

　それって、この猫耳がついたフードを被ってもいいってこと？

　彼のかたわらに立つ私は、ぽかんとして間の抜けた声を出す。

「へっ？　でも、それじゃ……」

「どっちみちこうするから」

　その瞬間、手を引かれてバランスを崩した私は副社長に向かって倒れ……そのままぎゅっと抱きしめられてしまった。

「ひゃ！　ちょっ、副社長……」

　温かな鼓動を感じる胸にぴたりとくっついてしまい、心臓がバクバクと躍る。

　ほんのり甘めのいい香りがするし、手触りを確かめるように背中を撫でられて妙な気分になってしまう！　なんだろう、この不快じゃないゾクゾクする感じは。

　動揺しながら腕の中で硬直していると、副社長は吐息交じりに囁く。

「……ずっと抱いていたい」

　かああっと身体が熱くなる。

　なんでこんなセリフをさらっと言っちゃうかな、この人は！　ていうか、絶対抱きグセがあるよね！

　恥ずかしくて、こたつで丸くなる猫のごとく縮こまっていると、心地いい低音が耳に流れ込んでくる。

「あと、昨日教えただろ。ふたりのときはなんて呼ぶんだ？」

　あぁ、そういえば『仕事中じゃないんだから〝副社長〟はやめろ』と言われたんだった。これに慣れていたから、なんだかすごく気恥ずかしい……。

「さ、朔也さん……」

「そうだ。忘れるなよ」

　ふっとこぼされた笑いが鼓膜をくすぐり、拒否する理由もない私は従順に頷いた。こんなふうに独占されて、甘く触れられると、嫌でもドキドキさせられてしまう。

　副社長……朔也さんは、こうして私に愛というものを教えてくれているのかもしれないけど、ますますわからなくなっているのが正直なところ。同じことを別の男性にされてドキドキしなかったり不快に感じたりすれば、朔也さんは特別なのだとわかるのだろうか。

　あ、そういえば海都くんにも抱きしめられたっけ。あのアメリカ流の挨拶としてのハグでも、それなりにドキッとはしたよね……。うーん、やっぱり恋って謎！

　ひとり思い悩んで悶々としていると、朔也さんは私を解放し、布団をめくりながら思い出したように「あ」と声を漏らす。

「ひとつ、大事なことを言い忘れてた。Mimiの件で」

「なんですか？」

「新しい香水を作る企画を進めてるんだよ。りらプロデュースの」

　彼の隣に腰かけて問いかけた私は、淡々と口にされたことの意味を理解した瞬間、目を見開く。

「えぇっ、私が……香水をプロデュースするんですか!?」

　思わず朔也さんの服の袖を掴んで叫んでしまった。彼は至って普通に、「あぁ」と頷く。

　プロデュースって、有名なモデルや女優さんがやることでしょう？　それをヒヨッコ以下の私なんかが……って、どういうこと!?

　衝撃的で口もぱかっと開けている私に、朔也さんはわずかな笑みを浮かべ、真剣な口調で話す。

「りらの人気は、お前が思ってる以上に高いんだ。素性がなにもわからないおかげで、少しでも手がかりを欲しがってる人が大勢いる。そんなお前がプロデュースした香水が出るとなれば、きっといい反響があるはずだ」

　嘘……りらのことを気にかけてくれる人がそんなにいるの？

　ネットで話題になっていると七恵から聞いていたものの、まったく実感はなかったから、本当なんだ……という感じだ。

　私にそんな機会を与えようとしてくれていることもありがたくて、感動みたいなものがじわじわと押し寄せる。

　しかし朔也さんは懸念していることがあるようで、少しだけ難しそうな顔をする。

「ただ、企画段階から関わってもらうから、本社に出向いてチームの皆との会議に出ることになる。瑞香がそれでＯＫならの話だが……」

「やります！　やらせてください！」

　間髪入れずにそう返事をした。朔也さんは不意を突かれたように目をしばたたかせている。

「意外と決断が早いな。撮影以外では人前に現れないくらいだから、きっと悩むだろうと思ったのに」

　朔也さんの言う通り、前までの私なら尻込みしてＯＫするのをためらっていたはず。

　でも海都くんと話してから、私もモデルの道を一歩踏み出したくなった。今の自分を変えるために、とりあえずなんでもチャレンジしてみよう、という前向きな気持ちなのだ。

　なにより、Mimiの香水作りに関わるなんて体験は滅多にできないこと。この素敵な機会を逃したくない。

「私、もっとモデルの仕事を意欲的にやろうって決めたんです。きっとこれもチャンスだから、思いきって挑戦してみようかなって」

　少し胸を躍らせつつ、朔也さんを見上げて宣言した。

　彼は納得したようにふわりと微笑み、私の頭を片手で包み込むように撫でる。

「向上心がある子は、なおさら好きだ」

　ストレートに言われて、トクンと胸の奥で優しい音がした。

「俺も、りらはもっと世間に出るべきだと思ってる。そのくらいの魅力を持ってるんだから」

　好きだと言ってくれることも、お世辞でも背中を押してくれることも、照れるけれど素直に嬉しい。

　くすぐったさを感じつつ、「ありがとうございます」と言うと、朔也さんはなぜかわずかに不服そうな顔をする。

「皆にお前の可愛い姿を見られたり、男と撮影させたりするのは、本当は避けたいんだが……わがまま言ってられないしな」

　ぶつぶつと文句を言って独占欲を露わにする彼は、なんだかいじけている子供みたいで、私は思わず笑ってしまった。




　朔也さんの香りとぬくもりを感じながら寝ることにも慣れてきて、しっかり熟睡することができている今日この頃。

　あっという間に二月に入り、バレンタインはどうしようかと考え始めたけれど、それ以上に考えなければいけないことがある。早速、りらプロデュース香水のプロジェクトが始まるのだ。

　ふくろうでの勤務が休みである今日、私はユーフォリックモードの本社に向かっている。

　会議は午後からのため、朔也さんはすでに副社長室で仕事をしていることだろう。

　私がここに来るときはだいたい撮影の打ち合わせで、相手は素の姿を知っている人たちだったから、いつもと同じ格好で出向いていた。

　しかし、今日は開発チームの皆と初めて顔を合わせる。どうしようかと悩んで七恵に相談すると、『私が全部本社でやってあげるよ』と言ってくれた。

　それも申し訳ないから一応メイクは自分でがんばってみて、ヘアアレンジと着替えはミーティングの前にお願いすることにしたのだ。

　午後十二時過ぎ。本社に着いた私は、一階のユーフォリックモードの商品が並ぶ専門店の様子を外から眺めながら、その隣に設置されたエスカレーターに向かう。

　店内はジュエリーショップのような輝きを放っていて高級感がありつつ、気後れせずに入れるカジュアルさも併せ持っている。看板商品のMimiと同じく、〝手が届く可愛らしさ〟をモットーにしている内装。これが若い女性に人気なのだ。

　エスカレーターを上がると、本社の中に入ることができる。商品がいくつか展示されている綺麗なロビーを進み、今度はエレベーターに乗って三階を目指す。ここには営業部のオフィスと、七恵が所属するビューティーアドバイザーチームが使うメイク室がある。

　すれ違う社員が、誰？という感じで振り向くけれど、私はなに食わぬ顔でその部屋に向かいドアをノックする。堂々としているほうが意外と怪しまれないもの。

「はーい」と返事が聞こえてから中に入ると、七恵は休憩中にもかかわらず、私を待ってくれていた。

「ごめんね、七恵。休憩中なのに」

「これくらい、たいしたことないって。ほら、着替えて」

　長い髪を掻き上げてにこっと笑った彼女は、借りてきてくれた衣装を私に手渡す。早速それに着替えたら、りらのウィッグをつけてもらう。

　そして自力でやったメイクは、やっぱり七恵的にはいまいちだったらしく、いつものようにまつげを盛られていった。

　そうして完成したりらの姿を確認し、七恵は満足気に頷く。

「やる気になった瑞香は輝きが違うよ。これはますます副社長の溺愛っぷりが加速するかもね～」

　私に顔を近づけてニンマリしながら冷やかしてくるから、羞恥心に襲われて俯いた。

　七恵にはもちろんすべてを白状していて、私たちの行く末をとっても楽しんで見守ってくれている。そんな彼女はメイク道具を片づけながら若干呆れたように言う。

「愛されまくってるのに、それになびかないあんたが不思議でしょうがないわ」

「だって……曖昧なまま、なびいちゃったら失礼じゃん？」

「世の中の多数派が、曖昧なままなびいてると思うよ」

　しれっと言われて、そうなの!?と目を丸くする超恋愛初心者の私。

　それをよそに、七恵は「まぁ、それは瑞香の好きなようにってことで」とアバウトに纏め、話を仕事へ戻す。

「これからも何回も会議に出るんでしょ？　今日はたまたま私がいたからいいとして、もし都合悪くてヘアメイクできなかったらどうする？」

　そうなのだ。制作まで関わるのだから、早くても半年、もしかしたら一年くらいはチームの皆と会わなければいけないかもしれない。

　さすがに毎回七恵にお願いするわけにはいかないと、私も充分わかっている。

「今日皆と会ってみて、ちょっと免疫つけたら素で体当たりするよ」

　覚悟を決めて宣言した。いつまでも本当の自分を隠してはおけないし、春原瑞香としての自信を持つって決めたんだから。

　……さすがに初日から、素で現れる勇気はなかったのだけれど。

「そっかぁ、ついにりらの素顔が暴かれるわけね。でも皆、イメチェンしたんだって思うだけじゃない？　心配いらないよ」

　どこか安心したような笑みを見せる七恵に、私も笑って頷いた。

　自分が思っているほど他人は気にしないかもしれない。気楽にいこう、と今の私はおおらかな気持ちになっていた。




　メイク室を出たら、いよいよミーティングルームがある五階へ向かう。

　ミーティングルームの隣にはマーケティング部のオフィスがあり、ガラス張りのそこは、社員がグループになって話し合っていたり、せわしなく動いていたりと活気に満ちている。

　時刻は会議が始まる午後一時の十五分前。まず柴田さんに声をかけてくれと言われているため、オフィスの中に入ろうとした。

　すると、ミーティングルームからひとりの女性社員が出てきた。

　首から社員証を提げたその人は、ワンレングスの前髪にストレートのボブヘアが大人っぽい、美人さんだ。

　黒のパンツスタイルの服装からも、背筋をピンと伸ばした綺麗な姿勢からも、デキる女性という感じがする。年齢は三十歳前後だろうか。

　ここから出てきたということは、これから会議に参加するメンバーのひとりなのかもしれない。そう直感した私は、彼女に向かって「お疲れ様です！」と頭を下げた。

　驚いたように奥二重の瞳を開いて足を止めた女性は、クールビューティーといえる整った顔をすぐニュートラルに戻す。

「……お疲れ様です。あなた、モデルのりらさん？」

　あまりにこりともされずに落ち着いた声で言われ、私はぴしっと姿勢を正し、九十度のお辞儀をする。

「はい。これからお世話になります。よろしくお願いします！」

「ぷっ」

　ん？　今、ものすごく鼻で笑われたような気が。

　頭を上げると、片手を当てた口元にだけ笑みを浮かべるクール美女がいる。その笑みがどこか怖く見えるのは気のせいだろうか。

「ごめんなさい、なんだか新入社員みたいだから。もっと垢あか抜ぬけた人だと思ってたわ」

　クスクス笑いながら言う彼女に、私は目をパチパチとしばたたかせる。

　それはつまり、素人しろうとじみているってこと？　すごく嫌味っぽい言い方だったけど、まさかね？

　若干口の端を引きつらせていると、彼女は改まって自己紹介をしてくれる。

「私は商品開発部チーフの三みつ嶋しま彩あや音ねです。今回の企画も担当させていただきますので」

　やっぱりメンバーのひとりだった！と思いつつ、私はもう一度頭を下げようとする。

「三嶋さん、よろしくおね――」

「くれぐれも、足を引っ張らないでくださいね」

　私の挨拶はどうでもよさそうな調子で、そう忠告された。私は中途半端に頭を下げたまま固まる。

〝足を引っ張るな〟？　確かに私は香水作りに関しては初心者だけど、初対面の、しかもこれから協力してやっていかなきゃいけないビジネスパートナーに向かって、そんなことを言う？

　冷笑を浮かべた三嶋さんはコツコツとパンプスを鳴らして、石化した私の横を通り過ぎ、オフィスの中へ入っていく。

　なぜ……なぜなの……。こうなると、さっき言ったことも絶対嫌味だし！

　私、嫌われているのかな……と、ものすごく先行き不安になっていると、廊下の奥にあるエレベーターのドアが開き、眼鏡をかけた男性が現れた。

　私に気づき、「りらさん」と声をかけてこちらに歩み寄るその人は、今日も無表情だけれど、ほんの少し焦燥感を露わにしている。

「明智さん！　こんにちは」

　再び頭を下げて挨拶した私は、そういえば彼にもよく思われていないんだった、と思い出す。明智さんの副社長ラブ疑惑はあれから特に深まることも晴れることもなく、私への彼の態度も変わらない。

　そんな彼はずんずん近づいてくると、私の腕をぐっと掴んだ。

「申し訳ありませんが、少しこちらへ来ていただけますか？」

　やや早口で言われ、私はキョトンとする。

「えっ、でも、これから会議が……」

「ご心配なく。少し遅れるかもしれないと、チームリーダーには私から伝えておきました」

　明智さんは私の返事を聞くのもそこそこに、私の腕を引いて歩きだし、そのままエレベーターに乗せてしまった。

　わけがわからないまま明智さんが押した階数を見やると、最上階の七階に明かりがついている。ここにあるのは役員室や社長室だ。

　もしかして、副社長室に行くの？　いったいなんで？

　静かに上昇していく箱の中、頭の中をハテナマークでいっぱいにして問いかける。

「ど、どうしたんですか？」

「副社長のご意向です。あなたを連れてこいと」

　朔也さんが？とキョトンとすると、明智さんは眼鏡を押し上げつつ、「それと」と話を続ける。

「少し厄介な噂を耳にしましたので、あなたにもお話ししておいたほうがいいと思いまして」

「厄介な噂？」

　なにやら不穏な言葉の響きに、私は眉をひそめた。あまりいい話ではないようで、さっきの三嶋さんの態度で下がったテンションがさらに下降し始める。

　エレベーターはすぐ七階に着き、照明を反射するピカピカのフロアに私は初めて降り立った。今までここに来る用なんてなかったから。

　小柄だけれどスタイルのいい明智さんのあとに続いて、綺麗な廊下を進む。

　副社長室と書かれた部屋の前に来ると、彼はドアをノックし、「失礼します」と一礼して中に入った。

　私も遠慮がちに足を進めると、目に入ったのは手前の応接スペースと、正面にある一台の広々としたデスク。

　そこに座っているのはもちろん、バリバリ仕事をしている朔也さんだ。真剣な眼差しで資料に目を通している。

　そういえば、朔也さんがオフィスで仕事をしているところをしっかりと見るのは初めて。きりりとした表情も、顎に手を添えて思案している姿も、とてもカッコいい。

　一瞬見とれてしまう私をよそに、明智さんが声をかける。

「副社長、りらさんをお連れしました」

「あぁ。りら、お疲れ」

　資料から、会釈する私へと目線を上げた彼は、引きしめていた表情をふっと緩めた。

　昨夜も今朝も毎日顔を合わせているのに、こうしてオフィスで会うとなんだか気恥ずかしくて、胸がくすぐったい。

「俺も最初だけ会議に顔出すから、一緒に行こう」

「あ、はい。わかりました」

　それで呼んだのか、と理解するも、気になるのはやっぱり〝厄介な噂〟というもの。

「あの、明智さんのお話って？」

　私の隣に立ったままの彼に問いかけると、眼鏡の奥の瞳が私を捉え、ほんの少し声色を暗くして告げる。

「私も今日、偶然耳にしたのですが……あなたと副社長の熱愛疑惑が広がりつつあるようです」

「っ、はぁっ!?」

　私と朔也さんの、熱愛疑惑ー!?

　まるで芸能人のスクープのような言い方をする明智さんに向かって、思わず叫んでしまった。

　どうして噂に……ひょっとして、私たちが同居していることがバレたとか？

　ひとりあたふたする私に、明智さんは淡々と続ける。

「なんでも、ふたりが駅で寄り添っているところを見た人がいるのだとか。マーケティング部ではその話題で持ちきりです。他の部署にも広まるのは時間の問題かと」

　それを聞き、海都くんと食事をしたあとのことをよくよく思い返して、はっとした。

　あのとき私、眼鏡を外したっけ。あの一瞬で私に気づいた人がいたってことだよね？　迂う闊かつだった……！

　自分の無用心さを悔やんで頭を抱えたくなるけれど、朔也さんは書類を纏めながらしれっと言う。

「あんなとこ見てたやつがいるんだな。よかったよ、キスしなくて」

「そーいう問題じゃありません！」

　スイッチが入ったのか、突然くわっ！と般はん若にゃのような形相で怒りだす明智さん。しかしそれは一瞬で、すぐにいつもの冷静さと無表情を取り戻す。

「どうなさいますか、副社長？　りらさんを優遇してモデルにしたと疑われても仕方ありませんし、そうなれば社員からの不満も出るかもしれない。いろいろと面倒なことになりますよ」

　危惧する彼の言葉で、一気に不安が襲ってくる。

　朔也さんはこの会社の副社長であって、私は自社商品の顔となるモデル。ただの浮わついた噂話というだけでは済まないのかもしれない。たとえ付き合っていないとしても、一度流れてしまった噂の印象はなかなか消えないものだろうし……。

　眉を下げて悪いことばかり考えていると、朔也さんはいまだに平然としたままこんなことを言う。

「俺が彼女を愛してるのは事実だからな。それを否定する気はない」

「ですが、それでは……」

「心配するな」

　不安そうにする明智さんに、朔也さんはきっぱりと言いきった。そして腰を上げ、片手をポケットに入れて私たちのもとへ歩み寄る。

「うちの社員は優秀だ。こんなスキャンダルごときで惑わされるようなやつらじゃないさ。俺も皆の士気を下げるような事態にはしない」

　朔也さんの口調には淀みが一切なく、本当に大丈夫だと思わされるような安心感があった。

　少し気持ちが落ち着き始めた私を、彼は優しくも真剣な瞳で見下ろし、力強さを含んだ声を投げかける。

「お前は、お前のやるべきことを全力でやれ」

　そのひとことで気持ちが引きしまる。

　私が今やるべきことは香水のプロジェクトだ。まずはもう間もなく行われる企画会議に集中しなければ。なにもかも初めてなのだから、余計なことを考えている場合じゃない。

　自分を奮い立たせ、しっかり「はい」と返事をすると、朔也さんはふわりと微笑み、私の頭の上にぽんと手を置いた。

「行くぞ」と言ってドアに向かう彼を目で追う明智さんは、小さくため息を吐き出す。

「どうなることやら……」

　ひとりごとをぽつりとこぼした彼の、キラリと輝く眼鏡がこちらに向けられ、私は反射的に背筋を伸ばす。

「りらさんも今後はご自身の立場をよく考えて、慎重に行動するようにお願いします」

「はい」

　肝に銘じながら返事をすると、「それと」と繋げた彼がデフォルトの無表情でこんなことを言う。

「会議、頑張ってください。商品開発チームの女性陣は、気の強い方と……副社長をお気に入りの方が多いですから」

　それはただのエールではなく、むしろ忠告のようで、私はぴしっと固まった。

　もしかして、さっき三嶋さんが怖かったのは、副社長絡みで……？　他にも同じように私を敵対視する人がいるかもしれないってこと？

　ずーんと気を重くする私に構わず、明智さんもさっさと奥の秘書室へと姿を消していった。

　そして副社長室からミーティングルームに向かう間、私は不安でいっぱいだった。明智さんが忠告してくれたおかげで心構えはできたけれど、知らないほうがよかったような気もする。

　というか、その女性陣の前に副社長と一緒に登場して大丈夫なのだろうか。火に油を注ぐことになりませんように……。

　五階に着き、ミーティングルームに入る直前、突然朔也さんがこちらを振り向いた。

「緊張してる？」

　そう問いかけられ、身体を硬くしたままぎこちなく頷く私に、朔也さんはクスッと笑う。

「いつものお前でいればいい。変にうまくやろうとしないで、肩の力を抜いていけ。落ち込むこともあるかもしれないが、帰ったら俺が話聞いてやるから」

　……朔也さんの言葉は本当におまじないみたいだ。たったひとことをかけられただけで、身も心も軽くなっていくのだから。

　口元からも余分な力が抜けた私は、やっと少し笑うことができた。それを確認した朔也さんは、「よし」と言ってドアを開け、私も続いてミーティングルームに入る。

　二十人ほどが入れるそこには、長いテーブルを挟んで向かい合わせに十二人が席に着いていた。朔也さんの登場で場の空気が引きしまるのがわかる。

　彼に挨拶をした皆の視線は、今度は私に集中する。男性は少なく、半分以上が若い女性だ。

　うわ、やっぱり緊張する。私たちのツーショットを見て、どう思われているんだろう……ってことは気にしない気にしない！

　なんとか邪念を振り払おうとしていると、朔也さんが口を開く。

「皆、彼女に会うのは初めてだよな？　簡単に自己紹介してもらおうか」

　目で合図された私は小さく頷き、皆の顔を見回す。すると、窓側の真ん中あたりに座る三嶋さんが目に入った。

　さっきは『新入社員みたい』と鼻で笑われたから、もっと落ち着いて大人らしく振る舞わなきゃいけないかな、とも思ったけど……。

　元気に挨拶しても、モデルのイメージと違っていても、なにも恥じることはないよね。朔也さんのアドバイス通り、私は私のままで。

　ある意味で開き直ると、自然に笑顔を浮かべることができる。口角を上げて息を吸い込んだ。

「はじめまして。Mimiのモデルをさせていただいております、りらです。こういう場に参加するのは初めてなのですごく緊張していますが、精いっぱいやらせていただきますので、よろしくお願いします！」

　勢いよくお辞儀をして顔を上げると、皆にこやかに「よろしくお願いします」と返してくれる。女性陣も、あの三嶋さんも。

　それだけでちょっと安堵するけれど、よく考えれば当然だ。朔也さんがいるのだから、内心よく思っていなくてもあからさまに顔に出したりはしないはず。

　つい疑心暗鬼になってしまいつつも、とりあえず笑顔を絶やさずにいると。

「特技は？」

「へっ？」

　朔也さんが急にそんなことを聞くから、思わず間の抜けた声が出てしまった。

　特技って、なぜ今オーディションのときのようなことを……。

　ぽかんとして見上げた隣の彼は意味深な笑みを浮かべていて、その目は『いいから答えてみろ』というように私を見つめている。

　彼の真意がわからないまま、私はとりあえず、あのときと同じ内容を答えることにした。

「キャベツの千切り、です」

　数秒の間を置いて、若い男性社員がぶっと吹き出した。

「すみません、なんかウケました」と正直に言う彼につられて、他の皆も笑いだす。

　ちょっと、笑い者になってるんですけど。

　じとっとした視線を向けるものの、朔也さんもまったく気にすることなく笑っている。そして、「それと？」と再び問いかけてきた。

「それと？　……花のことなら、結構知ってます」

　これもオーディションのときと同じように言いながら、ピンときた。もしかして、彼が引き出したかったのはこの答えだったのか、と。

　朔也さんは満足気に微笑んで頷く。

「そう、彼女は花に詳しいんだ。香水作りのプロである君たちと手を組めば、きっといい商品を作ってくれる。力を出し合って最高の仕事をしてくれることを期待しているよ」

　力強い口調で放たれる言葉を聞き、メンバーの表情が輝きだすように見えた。

　朔也さんのひと声で、皆のやる気が溢あふれてくるのがわかる。やっぱり副社長であるこの人の影響力は大きいんだろうな……。

　彼と部下とのやり取りを見てまだ数分だけれど、皆は朔也さんに対して変にかしこまることはないし、かといって緊張感がないわけでもない。とてもいいバランスの信頼関係が築けていそうだ。

　仕事中の姿もやっぱり素敵だな、と思いながら横目で朔也さんを見ていると、彼は最後にこう締めくくる。

「りらは頑張り屋だから多少のことではへこたれないと思うが、お手柔らかに頼む。万が一、嫌気が差してモデルを辞められてしまっては困るからな。皆サポートしてやってくれ」

　冗談を交え、皆の気持ちを苛立たせることなく私を気遣ってくれる彼の話し方が、うまいなぁと思った。

　さっきの『特技は？』という質問も、私が最初に『キャベツの千切り』と答えるのはわかっていたはず。あれも、少しでも皆と馴染めるように、と笑いを取ってくれたのかもしれない。

　……というのは考えすぎかもしれないけれど、今この場をとても和やかな雰囲気にしてくれているのは朔也さんだから。

　彼に感謝しながら、これからの会議も頑張ろうと私は改めて気合を入れていた。










湧き上がる独占欲＝恋の副作用




　香水作りは、まず作りたい香りのイメージを描くことから始まり、花や果物、甘い系か爽やか系かなど具体的に内容を伝える。

　そして、採用する香料の種類と配合パーセントを決めていくのだけれど……予想外にもしょっぱなからつまずくことになるとは。

　会議が始まり、香水作りのだいたいの説明を受けたあと、私が思い描くイメージを聞かれた。

「私、欲しくてずっと探していたのですが、これ！と思えるものがなくて気になっていた香りがあるんです」

　そう話すと、誕生日席にいる私の斜め右に座る営業担当の男性社員が、「というと？」と興味深そうに尋ねてくる。私は期待に胸を膨らませ、こう答えた。

「沈じん丁ちょう花げです」

　沈丁花は二月末から三月にかけて開花する。手まりのように丸く集まった白い花が、とてもいい香りを放つのだ。

　私の家の庭にも、おばあちゃんが植えた沈丁花がある。だから昔から大好きだった。

「もうすぐ咲き始める花で、ふわっと爽やかで甘い香りがするんです。これを嗅ぐと、春だなって感じで」

　おばあちゃんの笑顔と、春の訪れを告げる香りを思い出すと、自然と心が穏やかになって笑みがこぼれる。

　しかし、いい沈丁花の香水にはなかなか出会えない。たまに見かけても人工っぽい香りで、生花に近いものはないのだ。

「すごくいい香りなのに、どうして香水ではあまり見かけないんだろうって、ずっと不思議に思ってて……」

　そう口にしたとき、今度は斜め左のほうから間髪入れずに冷めた声が飛んできた。

「そんなの、調合が難しいからに決まってます」

　そっけない口調のその人は、朔也さんがいたさっきまでは笑顔だった三嶋さんだ。

　ギクリとして少々構えてしまう私に、彼女はマネキンのように綺麗な無表情で、つらつらと理由を話し始める。

「沈丁花の香り成分は百種類以上あって、その中から香り由来成分を特定することが難しいんです。花びらや根には毒があるから安定した抽出もできなくて、アロマもあまり出回っていないの」

「そう、なんですか……！」

　知らなかった、そんなに難しいものだなんて。

　他のメンバーも皆一様に渋い顔をしている。けれど、私が一番再現したいのは沈丁花だ。簡単には諦めたくない。

「人工的に合成して、なんとか自然な香りに近づけるっていうことも難しいですか？」

　とりあえずなんでも案を出そうと思い、尋ねてみると、三嶋さんはほんの少し煩わしそうな表情を見せる。

「コストと時間がかかるので、その分、価格に反映されるでしょうね。我が社の商品は手頃な価格が売りなので、あまりお高くなるものは避けたいわ」

「そうですか……」

　いい返事はもらえず、私は肩を落としてため息を漏らした。

　確かに、Mimiは安くて可愛いから人気なのだ。コストパフォーマンスを下げてしまったら売上は伸ばせないかもしれない。

　やっぱりダメか……と意気消沈していると、このメンバーの一員にもなっている柴田さんが腕を組みながら言う。

「でも、包装や容器のほうでコストを抑えられれば、もしかしたら実現可能かも」

「柴田さん、りらさんを期待させるようなことはあまりおっしゃらないほうがいいですよ。ねぇ？」

　彼の声を遮ったのは、ふわふわの長い髪がお人形さんのような、三嶋さんの部下らしき若い女性。社員証を見ると、唐から木きさんというみたい。モデルの端くれの私よりよっぽど女子力の高い子で、私に向かって小首をかしげて笑いかけている。

　いやいや、『ねぇ？』と言われても。むしろこっちは期待させてほしいくらいなんですが。

　本当にどうしても無理なんだろうか。これ以上いろいろ言ったら、ただのわがままになってしまうのかな……。

　もやもやしつつも、どこまで自分の意見を押し通していいものかわからなくて、微妙な笑みを浮かべるしかなかった。




　三時間ほどで終了した会議は、沈丁花も一応候補には入れておいてもらえたものの、話が進んだのはライラックの香りをアレンジしたものだった。

　りらだからライラック、というのは王道だし、それはそれでいいのだけど……正直、私の中ではやっぱり納得いかない部分もある。

　柴田さんが言うように、コストの問題をなんとかすればもしかしたら実現できるかもしれないのに、最初から『諦めろ』と言われているような気がして。

　でも、これはチームで協力しなければいけないこと。私だけがやりたいと言ってできるものではないのだ。

　帰る前に化粧室に寄り、鏡に映る自分と目を合わせながら、そう言い聞かせていた。そして乾いた唇にリップクリームを塗ろうとしたものの……。

「あれ？　ない……」

　すぐ取り出せるようにいつもバッグの内ポケットに忍ばせているはずが、見当たらない。記憶を辿ってみれば、会議の最中に使ったのが最後だ。

　ミーティングルームに落としてきちゃったのかな。まだ同じ階にいるし、取りに行くか。

　ひとつ息を吐いて再びミーティングルームに向かう。するとドアが少し開いていて、まだ中に誰かがいるのがわかる。

　鍵を閉められていなくてよかった、と思いつつドアノブに手をかけようとした、そのとき。

「男の人って、りらさんに甘いですよねー」

　中から不満気な声が聞こえてきて、思わず動きを止めた。

　そっと覗くと、窓側のテーブルで資料を整理している三嶋さんと、そのすぐそばで腕組みをして立つ女性が見える。さっき、『ねぇ？』と言ってきた女子力高めの唐木さんだ。

　私のことを話しているのは唐木さんで、彼女はとっても面白くなさそうな顔をしている。あからさまに嫌そうだ。会議中はニコニコしていたのに……やっぱり私のことが気に食わないらしい。

　うわー……と苦笑しつつ、聞かないほうがよさそうなことに聞き耳を立ててしまうのはどうしてなのだろう。

「三嶋さんが無理だってアピールしてるのに、柴田さんは余計な口を挟むし」

「私は無理だとは言ってないわよ」

　口を尖らせる唐木さんに、三嶋さんはそっけなく返した。

　平静な彼女の顔を覗き込むようにして、唐木さんはまだまだ不服そうに話を続ける。

「でも、乗り気ではないでしょう？　こっちが苦労するのは目に見えてますし、彼女ひとりのわがままには付き合ってられませんって」

　あぁ、やっぱりそう思われているんだ。わかってはいても、はっきり聞いてしまうとちょっとヘコむ。

　肩を落とす私の耳に、またもや聞き捨てならない言葉が飛び込んでくる。

「モデルにしてもらえたのも、男性陣に色目使って取り入ったせいだったりして。それで副社長からもちやほやされるなんて、ズルいですよねぇ」

　……なっ、なんだとー!?

　私が姑息な手を使ってモデルになったと思ってるの？　そんなわけなかろうが！

　朔也さんとのことが噂になったからこんなふうに思われだしたのだろうけど、事実と違うことを言われては、怒りがふつふつと湧いてくる。

　ぐっと拳を握って憤りを堪えていると、黙っていた三嶋さんが腰を上げながら口を開いた。

「あの不器用そうな子が、色目なんてテクニックを使えるかしら？」

　気だるそうに口にされたひとことに、私の怒りは一瞬で消えた。三嶋さんにも誤解されているかもしれないと思っていたから、なんだか意外で。

　唐木さんも同じようにキョトンとして、三嶋さんをまじまじと見ながら問いかける。

「三嶋さん、嫌じゃないんですか？　副社長と彼女が親密な仲だなんて。だって、副社長は三嶋さんの――」

「誰を選ぶかはあの人次第よ。私がとやかく言うことじゃないわ」

　唐木さんの意味深な言葉にドキリとした瞬間、資料を片手で抱えた三嶋さんが、クールな表情のままきっぱりと言った。

　……どういうこと？

〝選ぶ〟？　〝あの人〟？　〝副社長は三嶋さんの〟……なに？

　胸がざわざわし始めるのを感じていると、三嶋さんが歩きだすのが見えた。はっとして、私は慌ててその場から離れる。

　エレベーターに飛び乗り、ドアが閉まった途端に大きく息を吐き出した。胸がざわめいて落ち着かないのは走ったせいなんかじゃない。

　三嶋さんって、朔也さんとなにか関わりがあるの？

　あの会話からは詳しいことはわからないけれど、ただの仕事仲間という関係だけではないような気がする。そうじゃなければ、『誰を選ぶかはあの人次第』だなんて言わないだろう。

　まさか、三嶋さんは朔也さんのことが、好き？

　そう考えると胸の中がもっともやもやして、焦りのような嫌な感じが溜たまっていく。唐木さんに自分の陰口を叩かれても、こんな感覚にはならなかった。

　なんだろう、これは……。




　得体の知れない感情を抱きつつ、食材を買うついでに、諦めたリップクリームと同じものを買ってマンションに帰ると、いつものように夕飯の準備を始める。ふくろうでも人気のコロッケを作りながらも、今日のことを思い出して上の空になってしまう。

　香水の件はうまくいかないし、朔也さんと三嶋さんのことも気になるし……。こんなに頭を悩ませるのはかなり久々だ。知恵熱が出そう。

「おい、もういいんじゃないか？」

　ぼうっとしていた私の耳に突然低い声がして、我に返った。いつの間に帰ってきたのか朔也さんが隣に立っている。

「わぁ、朔也さん！　……あ!!」

　なにやら私の手元を覗き込んでいる彼の視線を辿って、叫んでしまった。

　油の中に、焦げ茶色になったコロッケが浮いていたから。

「あぁー、せっかく手間をかけて作ったコロッケが……！」

　慌てて油から上げるけれど、もう遅い。明らかに揚げすぎのそれを見て落胆した。

　朔也さんはクスクスと笑いながらコートを脱いでいる。どうやら帰ってきたばかりらしい。

「声をかけても反応がないから、どうしたのかと思った」

「すみません、ぼけっとしてて帰ってきたのも気づきませんでした……。朔也さんのはちゃんと揚げますからね」

　焦げたやつは自分用にしようと思い、今度は失敗しないようにと、油の温度を調整する。

　そんな私の横で朔也さんはまだ熱々のコロッケを箸でつまみ、ひと口かじった。もぐもぐと食べながら、「うん」と頷く。

「香ばしいけど、普通に食えるぞ。ほら」

〝あーん〟というように、かじりかけのそれを口のそばに持ってこられて少しドキッとするも、反射的に口を開けてしまった。

　はふはふしながら食べると、衣がザクザクしているものの、まぁ食べられないことはない。タネの味はいいし。

「はい。香ばしいです」

　そう言うと朔也さんは優しく微笑んだ。その笑みを見るだけで私の沈んでいた心がちょっぴり浮上してくる。

　朔也さんと一緒に暮らし始めてから、いろんな気持ちを感じているなと、ふと思う。

　ドキドキしたり、穏やかになったり、もやもやしたり。彼がいなければこんな感情の波はきっと経験できなかった。

　朔也さんは愛以外にもたくさんのものを与えてくれているんだな、と感謝しつつ、できた料理をダイニングテーブルに並べた。

　揃って〝いただきます〟をして夕飯を食べ始めると、朔也さんが切り出す。

「手強いチームに揉もまれてきたか？」

　ちょっぴりいたずらっぽく右の口角を上げる彼に、私は苦笑しつつ、「洗礼を受けてきました」と答えた。

「沈丁花の香りの香水を作りたかったんですけど、いろいろと難しいらしくて」

　今日の会議を思い返して言うと、彼は「沈丁花ね……」と呟き、小さく頷いた。

　私がどうして沈丁花にこだわるのか。その理由は、ただ好きだからというだけじゃない。

「私、おばあちゃんが病気で入院してたとき、庭に咲いてた沈丁花をお見舞いに持っていってたんです。おばあちゃんが好きな花だったし、花言葉が〝永遠〟とか〝不老長寿〟だから、元気になるようにって願かけも兼ねて」

　沈丁花にまつわるエピソードを勝手に話しだすと、朔也さんは箸を止めてクスッと笑う。

「それ、正月に酒を飲んだときも酔って話してたぞ」

「えっ、嘘」

「他の患者にも評判だったんだろ？　いいにおいだって」

　うわ、私、全部語っちゃってるし！　酔ってこんなつまらない話をするとか、本当に色気も可愛気もない女……。

　ということは、あのことも話したよね、きっと。

　おばあちゃんのために花を持っていったのだけど、院内で会った見知らぬ患者のおじいさんが、『とってもいい香りですね』と笑顔で話しかけてきた。その直後、おじいさんの息子さんらしき男性が私にこっそり言ったのだ。

『父が笑った顔を久々に見ました。ありがとう』と、嬉しそうに。

　あのとき、いい香りは人をほんの少し幸せにするんだな、すごいな……と思った。だから私は、沈丁花の香りを春以外でもたくさんの人に届けたかった。

「思い入れのある花だから、香水を作るなら絶対これがいい！って思ってたんです。でも……皆を困らせちゃうし、諦めるしかないかなって」

　乾いた笑いを漏らして言ったあと、目線を下げ、無意識に唇を噛んだ。

　すると黙って聞いていた朔也さんが、箸を置いて口を開く。

「〝皆を困らせるから〟っていう理由で諦めるのは、俺は納得いかないんだが。瑞香はそれでいいのか？」

　その言葉は私の心を見抜いているようで、ゆっくり顔を上げた。朔也さんは真剣な表情で私を諭す。

「皆で困っていいんだよ。悩んで苦戦して、試行錯誤するからいいものが生まれる。そのためにチームで知恵を絞り出すんだから」

　朔也さんが言うことはもっともで、確かにまだ諦める必要はないのかな、と思い始める。

　すっかり仕事モードになっている彼をまっすぐ見つめて、耳を傾けていた。

「お前も、もっとわがままでいいんだ。プロデュースってのは、起用された本人が納得いくまで何度も何度も試作を繰り返すもの。企画の段階でそれを遠慮していたら、いい商品なんてできっこない」

　そこでふと思い浮かぶのは、文句を言っていた唐木さんの姿。彼女だけじゃなく、迷惑だと思っている人は他にもいるかもしれない。

「でも、嫌がる人も中にはいるかもしれません。私がわがままを言うことで、どんどん皆の空気が悪くなったら……」

　正直に不安を吐き出すと、朔也さんはわずかに笑い、「文句をつけるやつはどこにでもいる」とあっさり言いきった。

「これまでの会議でも、意見が対立して火花を散らしてたことなんてしょっちゅうあったよ。でも商品が完成すると、そういう苦労は全部水に流れるんだ」

　懐かしそうな目をして話す朔也さんは、私を少しずつ安心させて、考えを変えさせてくれる。

　新商品を生み出す際には、さまざまな意見が出される。そのひとつひとつが簡単に纏まることはないだろうし、当然文句も出るだろう。

　皆はいつもシビアな世界で戦っているんだ。私だけが怖おじ気けづいている場合じゃない。いい商品を作りたいという思いは、きっと皆同じなのだから、いつか団結できるはず。

　次第に気持ちが前向きになってきた私に、朔也さんはアドバイスをくれる。

「まず、皆の考えを変えるようなプレゼンをしてみろ。妥協するのはそれからだ」

「プレゼン……」

　つまり、皆にどれだけ自分が沈丁花の香水を作りたいかをアピールする、ということか。

　今日の私には全然できなかったことだ。本気で作りたいなら、もっと熱意を見せないとダメだよね。

「そっか……。うん、やってみます！」

　どうすれば皆の心を動かせるかはまだわからないけど、諦めるのは早いということはわかったから。自分にできることをしてみよう。

　決意を新たに力強く宣言すると、朔也さんは表情を緩ませて頷いた。

「大丈夫。本気でぶつかるやつには、相手も本気で返してくれるものだから」

　彼の声には説得力があって、とても勇気づけられた私は、焦げたコロッケもペロリと平らげるのだった。




　翌週、バレンタインを数日後に控えたある日、第二回目の会議がやってきた。

　朔也さんに言われて私なりに考えた意見を胸に、以前と同じミーティングルームに向かう。ドアの前に着くと深呼吸をして、緊張を抑えてからドアノブに手をかけた。

「お疲れ様です！」

　元気よく挨拶をして中に入ると、座って作業していたり立って話したりしていたメンバーが皆、私を見て固まった。

　なぜなら今日の私は、りらではなく、飾り気のない春原瑞香の姿だから。

　肩につくくらいまで伸びた、暗い茶色のクセ毛っぽい髪に、ほぼすっぴんの顔。服装は部屋着みたいなトレーナーとジーンズ。ふくろうの職場に行くときと同じ格好をした私に皆はぽかんとしていて、唯一柴田さんが近づいてくる。

「あれっ……りら、ちゃん？」

　どうしてそんな姿なの!?と言いた気な顔でまじまじと見てくる彼に構わず、私は皆に向かってもう一度挨拶をする。

「改めまして、〝りら〟こと〝春原瑞香〟と申します」

　本名を名乗り、お辞儀をすると、少しだけ肩の力を抜いて正直なことを話し始める。

「私、普段はこんな感じの女です。メイクもたいしてしないし、服も気を遣いません。りらだってことを隠すためじゃなく、昔からずっと地味で。もちろんオーディションをしたときもこれで挑みました」

　最後はちょっと強調して言い、チラリと唐木さんのほうを見やる。ギクリとしたであろう彼女は、決まりが悪そうに目を逸らした。

　誤解は解いておかないとね。モデルになるために色目なんて使っていないって。

　再び皆に目線を戻し、さらに続ける。

「素の自分に自信がなくて、皆さんの前では、りらの格好をしていました。でも……本当の自分で体当たりしていこうって思い直したんです」

　朔也さんの、『本気でぶつかるやつには、相手も本気で返してくれる』というアドバイスが私の意識を変えてくれた。自分を隠したままでは、本気でぶつかることはできないんじゃないかと思ったのだ。

　メンバーの皆は〝なんのことやら〟という感じだろう。事情がよくわからない、と顔に書いてある。そんな彼らに、私は一番大事な部分を伝える。

「とにかく、なにが言いたいのかっていうと……私、やっぱり沈丁花にこだわりたいんです！」

　思いきって言い放つと、各々が目を丸くしたり困ったような顔を浮かべたりした。三嶋さんは無表情だけれど、唐木さんは心底呆れているように見える。

　それでも、今日はめげないんだから。

「昔、入院していた私の祖母へのお見舞いで沈丁花を持っていったら、他の患者さんも『いい香りですね』って喜んでくれたことがあって。この香りは、たくさんの人を笑顔にしてくれるんじゃないかなって思うんです」

　沈丁花にこだわる理由を簡単に話すと、私は用意してきたあるものをバッグから取り出す。

「これ、見てください」

　近くに立っていた三嶋さんに、白い蓋がついた透明な丸い小瓶を差し出した。

　不思議そうにそれを受け取った彼女は、書いてあるラベルを見つめる。

「これは……他社の香水？」

「はい。沈丁花の香水です」

　わずかに開かれたクールな印象の瞳が、私に向けられた。

「嗅いでみてください。生花に近づけてはいるんですけど、どうしても人工っぽい香りがしませんか？」

　そう言うと、柴田さんや他のメンバーも三嶋さんが持つ香水を興味深そうに観察し始め、テーブルに用意してあったムエットというにおい紙にシュッとひと吹きする。その香りを嗅いだ彼らは、「やっぱりそうだよね」と頷いた。

　同じように香りを確かめた唐木さんは、ぎこちない笑いを口元だけに浮かべ、私に若干イラついたような声を投げてくる。

「だから、難しいんだって前回も――」

「私は、皆さんとなら、これを超えた商品を作れると思ってます」

　彼女の言葉を遮り、力強く言いきった。唐木さんも他の皆も目を丸くする。

「Mimiの金きん木もく犀せいの香水を初めて嗅いだとき、本物の花みたいでびっくりしたんですよ。芳香剤っぽくならずに、ここまで再現できるのはすごいなって」

　まだモデルになる前、Mimiの存在を知るきっかけになった香水を思い出しながら言った。

　姿勢を正して、黙って耳を傾けてくれている皆に真摯に頼み込む。

「素敵な香水をたくさん生み出してきた皆さんだから、無理を承知でお願いします。どうかもう一度、企画を練り直していただけないでしょうか」

　祈るような思いで「お願いします」と頭を下げると、誰かが深く息を吐き出した。

「……私たちを挑発してるの？　いい根性してるわね、あなた」

　コトリ、とテーブルに香水を置き、感情を読み取れない声を発するのは三嶋さんだ。

　怒らせてしまった……？とギクリとする。失敗に終わったかもしれないと諦めかけて、おそるおそる顔を上げようとした、そのとき。

「そこまで言うなら、やってやろうじゃない」

　……え？

　意外なひとことが聞こえてきて、ぱっと一気に顔を上げると、腕を組む三嶋さんが目に映る。

「前回言ったコストの件もあるし、揮発性が高い沈丁花の香りをどれだけ持続させられるかっていう課題もある。問題は山積みだけど、まぁ難しいからこそやり甲が斐いはあるわね」

「三嶋さん……」

　クールな表情のまま淡々と話す彼女をぽかんと見ていると、柴田さんがふっと笑みをこぼす。

「ライバルの商品見せられたら、対抗したくなってくるよなぁ。我らが三嶋嬢も負けず嫌いだし」

　茶化す彼を冷ややかな瞳で一瞥した三嶋さんだけれど、私に目線を戻すと口元を緩め、わずかに口角を上げた。

「私たちで、他にはないものを作りましょう。りらさんだけの特別な香水を」

　ふたりの言葉に他のメンバーも頷き、場の雰囲気が明るくなるのがわかった。唐木さんはいまいち不服そうだけど。

　でも、認めてもらえたんだ……。そう実感すると、胸の奥から感動が湧き上がってくる。

　私は堪えきれずに笑顔を見せ、「ありがとうございます！　お願いします！」と深く頭を下げた。




　そうしてまた一から考え直し、どうやって問題をクリアしていくかを話し合った。

　今日の会議が終わったのは午後六時。香料の種類と配合比を考えるのに時間がかかって、前回よりも長時間の会議になった。それでもとても有意義だったし、次回は調合したものをいくつか用意してもらうことになったから、楽しみだ。

　皆が次々とミーティングルームを出ていく中、私は席を立つ三嶋さんに駆け寄る。

「三嶋さん、ありがとうございました」

　突然お礼を言った私を、彼女はキョトンとして見つめる。

「なにが？」

「私の意見を受け入れてくれたじゃないですか。三嶋さんのひと声で、やる方向に傾いたと思いますから」

　前回は否定的だった彼女が最初に賛同してくれたのは、意外で驚いたけれどとても嬉しかった。

　今日の会議が始まる直前のことを思い出したらしく、三嶋さんは「あぁ」と頷く。

「あなたがあそこまで食い下がるとはね。あのまま諦めてたら、その程度かって思ってただろうけど」

　わずかに意地悪そうな笑みを浮かべて言う彼女を見て、はっとする。

「もしかして、私の本気度を試してた、とか……？」

「ちょっとね」

　クスッと笑う彼女に、私は若干顔を引きつらせた。

　彼女がなかなか頷かなかったのは、ただ沈丁花が難しいからというだけでなく、意地悪な意図も含まれていたのか……恐ろしい。

　三嶋さんはファイルや資料を抱えながら、あっけらかんとこんなことを言う。

「まったくの素人をイメージモデルに起用するなんてこと、滅多にないもの。なにか裏があると思うじゃない。だからあなたにあんまりいいイメージがなかったのよ。でも、ただの甘ちゃんモデルじゃなさそうだってわかった」

　今度は、キョトンとするのは私の番だった。今の言葉からすると、少しでも私自身を認めてもらえたと思っていいのだろうか。

　三嶋さんは正直で、実はとても柔軟な性格なのかもしれない。

　前回彼女に抱いた冷たそうで手厳しいイメージも変わってきて、私は自然と笑みがこぼれていた。

　ミーティングルームの中には、いつの間にか私たち以外誰もいなくなっている。ドアに向かってふたりで歩きだすと、三嶋さんが口を開いた。

「私たちが否定的だったのは、それだけじゃないわ。前にも一度、沈丁花の香水を作ろうって話が持ち上がって、結果断念したことがあるからなのよ」

「そうだったんですか？」

　初めて知った事実に目を丸くする私に、彼女はゆっくり歩きながら詳しく教えてくれる。

「Mimiを起ち上げた頃、副社長が『作れないか？』って言ったんだけど、同じような理由でやめたの。あの頃のこの会社には、冒険する余裕はまだなかったから」

「副社長が……」

　朔也さんも沈丁花の香水を作りたいと思っていたなんて……それも知らなかった。

　私の背中を押してくれたのは、彼にもなにか思うところがあったからなのかな。

　でも、おかげでチャレンジすることが決まったんだ。このことを話したらきっと喜んでくれるよね。

　彼の笑みを頭に浮かべ、早く帰ってきてほしいなと考えて口元を緩めていると、三嶋さんが私の顔を覗き込んでくる。

「あなたがまた言いだすとは思わなかったわ。あの人になにか吹き込まれた？」

「っ、そんなわけないじゃないですか！」

　アドバイスはもらったけど、『沈丁花にしろ』的なことは言われていないから！

　きっぱり否定すると、三嶋さんは長い前髪を耳にかけながら、「冗談よ」と笑った。

　嫌味じゃなく、余裕がある人だなぁ……。ちょっとしたことですぐキョドってしまう私とは大違い。仕草も雰囲気も〝カッコいい大人の女性〟という感じで羨ましい。

　そんな彼女から〝副社長〟という呼び名が出ると、なんだかドキッとしてしまう。この間から気になっていたことが、急激にむくむくと芽を出してくる。

　いっそのこと聞いてみようか、朔也さんとの関係。ふたりは仕事以外になにか繋がりがあるのかを。

　三嶋さんがドアノブに手を伸ばしたと同時に、私は思いきって口を開いた。

「あの……三嶋さんって、副社長と親しいんですか？」

　――ぴたり。彼女の動きが止まった。そしてくるりと振り返り、私を真顔で見つめてくる。

「あなた、聞いてないのね？」

「えっ……」

　聞いてないって、なにを？

　意味深な質問返しをされ、目をしばたたかせる。三嶋さんはひとつ息を吐き、こう言った。

「長い付き合いよ。あなたよりずっと」

　その言葉にはなんだか重みがあるようで、胸がざわめき始める。この間と同じ、嫌な感じ。

　ふたりの間には深い繋がりがあるんだ。それはやっぱり、プライベートでの……？

「副社長のこと……好き、ですか？」

　ストレートに聞いてしまった。こんなことを聞いたらおかしいと思われるとわかっていながらも、口が勝手に動いて。

　表情を強張らせる私に、三嶋さんはふっと笑みを見せ、はっきりと答える。

「えぇ、もちろん。好きよ」

　ドクン、と胸の奥で重い音がした。

　三嶋さんは、朔也さんのことが好き。それが今、確定したのだ。

　ドクドクと鼓動が速まる。呆然とする私に、女の強さみたいなものを感じさせる綺麗な笑みを残した彼女は、ドアを開けて廊下に出た。

　はっとして私もあとに続くと、オフィスから出てきた男性社員が、「三嶋さん、いたいた」と言いながら手招きする。

　三嶋さんはもう一度私のほうを振り向き、クールな笑みを浮かべて会釈する。

「それじゃ、また」

「あ、お疲れ様でした……！」

　勢いよく下げた頭を上げると、彼女は男性社員と話しながらオフィスの中へ入っていった。

　ひとりになった私はその場に立ちつくす。この間よりも胸がざわめいて気持ち悪い。

　……朔也さんは、三嶋さんの気持ちを知っているのかな。

　今は私を好きだと言ってくれているけれど、もし彼女に気持ちが移ってしまったら？　髪を撫でてくれる手のぬくもりも、優しい笑顔も、私のそばから消えてしまったら？

「……嫌だ」

　乾いた唇から、ぽつりと本音がこぼれた。

　大人なふたりのお似合いなツーショットを想像すると、心が縄で縛られたみたいに苦しくて、痛くなる。今、私の中を占めている思いはひとつだけ。

　朔也さんを、取られたくない。

　こんなの初めてだ。こんなに誰かを独占したくなるなんて。

『惚れた女じゃなきゃ、手放したくないなんて思わない』

　朔也さんが言っていたことが、身に染みてわかった。

　この独占欲は、間違いなく恋の副作用。

　私、朔也さんのことが、好きなんだ――。










生まれる疑心＝切ないバレンタイン




　恋をした。人生で初めての。

〝あの人が好きかも〟と思った高校時代は、こんなに心が乱されることはなかった。やっぱりあれは本気の恋ではなかったのだろう。

　今は、朔也さんが誰かのものになってしまうと考えただけで苦しい。私はずっとそばにいたい。

〝好き〟って、こういうことなんだなぁ……。

　ぼんやり考えながら夕飯の準備を済ませたあと、朔也さんが帰ってくる前に生チョコを作っていた。

　恋に落ちていると自覚した日から三日が経ち、明日はバレンタイン。告白するにはもってこいの日だ。

　……そう、告白。チョコレートを渡して、私も好きだという想いをちゃんと伝えようと決めている。

　とはいえ、告白するのだって当然初めて。なんて言えばいいかとか、いつ渡そうかとか、この三日間はずっと悩みっぱなしだ。

　明日はユーフォリックモード本社で、ようやく発売になるプランタンアムールを含めた春の新製品発表会が行われる。参加する美容関係者やライターの人たちに商品を実際に手に取って見てもらい、情報を発信する機会だ。

　イメージモデルを務める私も呼ばれている。昨年の秋に行われた発表会に一度出席したことはあるけれど、皆の前で簡単な挨拶をしただけでかなり緊張した。

　今回は挨拶が終わっても気が抜けないな……。そのあとに告白というミッションが待ち受けているのだから。

　でもまずは、りらとしての役目を果たさなければいけない。そして今は美味しいチョコレートを作らなきゃ！

　この間、沈丁花の香水を作ることになったと私が報告したとき、彼は予想通り喜んで『よくやったな』と頭を撫でてくれた。あのとき以上の笑顔が見られたらいいな、と密かに期待して、チョコレートを溶かしていく。

　お菓子はあまり作ったことがないけれど、毎年バレンタインはお兄ちゃんに手作り生チョコをあげているから、これには自信がある。

　お兄ちゃんにも渡しに行かなきゃな、と思っていると、ダイニングテーブルに置いていたスマホが鳴った。

　手を休めてそれを見ると、朔也さんからのメッセージだった。

「〝今日も遅くなる〟……か」

　読み上げて、小さく息を吐き出す。

　明日の発表会の準備で、彼はここのところ忙しい。夕飯はなかなか一緒に食べられないし、私が寝てから帰ってくることもある。

「……寂しい」

　ぽつりと呟き、スマホをテーブルにコトリと置いた。

　また私の寂しがりな部分が出てきてしまう。好きだと自覚すると、一日顔が見られないだけでも恋しいと思うようになった。

　恋の力ってすごい。すごいけど、ちょっと怖い。

　もしも朔也さんがいなくなったら、私はどうなってしまうのか……見当もつかない。




　発表会当日、午後三時の十分前。私は優しいピンク色のパーティードレスを身に纏い、りらの姿で会場にいた。

　本社七階の、百五十人ほどが入れる広さの大きなミーティングルームに、それと同じくらいの人数の関係者がぎっしりと集まっている。色とりどりの花で装飾された会場はとても華やかだ。

　私はユーフォリックモードの社員が集まる脇のスペースで、静かに自分の出番を待っている。衝つい立たてで仕切られているため、招待客からは見えない。

　緊張してきてそわそわしていると、肩をぽんっと叩かれた。振り向けば数週間ぶりに会う彼がいて、私は目を丸くする。

「海都くん！」

「久しぶり。発表会、来てもいいよって言われたから来ちゃった」

　ニコッと屈託なく笑う彼は、相変わらず可愛い。でも、チェスターコートに黒いパンツを合わせた今日のスタイルは、大人っぽくて素敵だ。

　海都くんと撮影した香水は発売が少し先になるため、今日は紹介しないらしい。だから、こうして会えたのは予想外だけど嬉しいな。気心の知れた人がいると緊張が和らぐから。

　スタッフがせわしなく動く中、彼は私の隣に立って問いかけてくる。

「りらさんは最後までいるの？」

「うん、一応。途中でちょっと抜けるかも」

　招待客が自由に見学していい時間になると、ディスプレイされた商品を各々見て回ったり撮影したりする。その間、私は会場から出てもいいことになっているのだ。

　会社の考えでは、りらの存在はまだ謎のままにしておきたいらしく、社外の人たちに素性を知られないようにするためだ。

　人前に出なければ自由にしていい、と言われているから、別のフロアにある休憩スペースで時間を潰そうかな。

　そう考えていると、海都くんは「そっか」と頷き、小悪魔っぽい笑顔を見せて言う。

「じゃあ一緒に抜け出そ」

「えっ……一緒に？」

「そう。ひとりじゃつまんないでしょ」

　ぽかんとしたけど、確かにひとりでいても暇を持て余してしまうかな、とも思う。

　少しだけ考えたあと、遠慮がちにもう一度確認する。

「付き合ってくれるの？」

「もちろん。ていうか、俺が一緒にいたいんだって」

　無邪気な笑顔でさらりと言われ、ドキリとすると同時に複雑な気分になった。

　そういえば、海都くんに好意を持たれているんだっけ……？　でも別に、はっきり好きだとか言われたわけじゃないし、自惚れかもしれないよね。

　ぐるぐると考えを巡らせていると、突然「りらさん」と名前を呼ばれ、背中に手を回された。

　海都くんに片手で抱かれたような体勢になり、何事かと一瞬思ったものの、歩いてくる人とぶつかりそうになった私をよけさせてくれたのだと気づく。

　私のそばを通ろうとしていたスタッフさんに「すみません！」と謝り、海都くんに向き直る。

「海都くん、ありがとう」

「いいえ。お姫様が転んじゃったら大変だからね」

　オ、オヒメサマ、ですか。そんなことを恥ずかし気もなく言えるところと、それなのにチャラチャラしているように感じさせないところはすごいな……。

　王子様のようなキラキラスマイルを浮かべる彼を、苦笑半分、照れ笑い半分で見つめていたそのとき。私に回されていた彼の手がぱっと離れ、いつも嗅いでいる大好きな香りが鼻をかすめた。

　海都くんが自ら手放したのではなく、誰かに引き離されたのだと気づいたのは、私たちの横に立つ人物が彼の手首を掴んでいたから。

　今日もビシッと決まっているスーツ姿の長身の男性を見上げ、私は目を見開いた。

「さ……っ！」

　思わず名前を叫んでしまいそうになり、慌てて口をつぐむ。

　ここで朔也さんと会うとは思わなかった！

　驚く私を、常にどこか色気を感じさせる切れ長の瞳が捉え、朔也さんはふわりと微笑んだ。その瞳は次に海都くんへと向けられる。

「うちの姫を気遣ってくれてありがとう」

　海都くんの手を放した彼は、余裕がある様子でそんなことを言い、私たちから少し離れたステージ寄りの位置でスタンバイし始めた。

　朔也さん、海都くんを見る目がちょっと笑っていないような気がしたけど……まさかね。

　というか、朔也さんまで便乗して〝姫〟って。冗談でもこっちはドキッとしてしまうからやめてほしい……。

　顔がうっすら火照るのを感じていると、ぽかんとしていた海都くんが、男性社員と話す朔也さんを見たまま私に問いかける。

「あの人、副社長だよね？」

「あ、うん。海都くんも知ってるんだ」

「まぁね。でも、そっか。なるほどね……」

　顎に手を当てて、海都くんはなにやらひとりでぶつぶつ言っている。

　どうしたのかなと不思議に思ったけれど、彼の視線の先にいる朔也さんを私も見ているうちに、今夜のことへと意識が逸れていく。

　昨日作った生チョコは上出来で、綺麗にラッピングもした。帰ったら渡そうと思い、マンションの冷蔵庫にしまってある。

　朔也さんは打ち上げも兼ねた食事会があるらしいから、また帰ってくるのは遅いだろうけど、今日は絶対待っていよう。私が想いを伝えたら、どんな反応を見せてくれるかな。

　あれこれと想像して今から緊張しているうちに、ユーフォリックモードの社長、つまり朔也さんのお父様もやってきて、いよいよ発表会が始まる。

　最初に挨拶する社長は、顔はもちろん、醸し出す雰囲気もどことなく朔也さんに似ていて、厳しさと優しさを併せ持っているような印象だった。

　社長のあとは朔也さんがステージに立つ。そして、企業理念や今回紹介する商品の説明を始めた。

　大勢の人たちを前にしても堂々とした立ち居振る舞いをする彼が、とても輝いて見える。

　内から放たれるカッコよさを感じ、胸を高鳴らせながら彼を見つめていると、私の後ろで機材を調整していた男女ふたりの社員の会話が耳に入ってくる。

「副社長が若者向けのコスメを作りたいって声を上げたときは反発もあったらしいけど、結果大成功よね」

「ブランドイメージを路線変更するんだから、そりゃ反対もされるだろ。でも副社長の決断力がなければ、ここまで会社は大きくならなかったかもな」

　そう、Mimiも含めたカジュアルコスメブランドを確立する前のユーフォリックモードは、高級化粧品のイメージを全面に押し出していた。

　それを朔也さんがぐるっと方向転換して見事に成功させたというのは、社外でも有名だという。彼は雑誌の取材などにも応じているし、ルックスのよさも業界内でよく知られているらしいから。

　そういう力を持っていることや、社員から慕われる人柄や魅力も含め、改めて彼はすごいと思う。私とは住む世界が違う人だ。

　本来なら手が届かない地位にいる彼と、今一緒に暮らしているなんて……。

　本当に不思議で、夢のようだと思いながら朔也さんの話に耳を傾ける。

「カジュアルフレグランスのMimiは、〝香りで人の心を動かす〟という目標を掲げ、開発チームが日々試行錯誤して商品を生み出しています。私自身、その香りに心奪われることがありました。つい最近も」

　最後の発言が少し気になったのは私だけではないようで、周りの人たちがさらに朔也さんに注目するのがわかる。

　彼は優しい表情と穏やかな声で、話を続ける。

「服やメイクで自分を飾ることはないのに、Mimiのフレグランスを身に纏っている女性がいたのです。素朴な彼女は、魅惑的な香りを放ちながらも控えめに咲いている花のようで……美しいと思いました」

　ドキン、と胸が波打った。

　ひょっとして、今の話の女性は……私？

　そう思うのは自意識過剰だろうか。

　ドキドキしてしまう胸を押さえつつ、私は朔也さんの横顔を見つめ続ける。

「新作のプランタンアムールも、その甘い香りで恋するふたりを引き寄せることでしょう。自信を持って皆様にお届けいたします。私がその証人ですから」

　ふっと笑みを浮かべた彼がそう言いきった途端、周りの女性社員からうっとりとしたため息がこぼれた。

「副社長が言ってるのって、もしかして例の……？」

　チラチラと半信半疑な視線がこちらに向けられ、コソコソと話す声も耳に入ってきて、私は肩をすくめて俯く。

　私と朔也さんの熱愛疑惑がだいぶ広まっているらしいことは、七恵から聞いている。だから、きっとここにいる女性社員たちも噂を知っているのだろう。

　朔也さん、あんなふうに意味深なことを言っちゃってよかったのかな？　Mimiのアピールはばっちりだとしても……。

　なんだか複雑な気分と恥ずかしさで縮こまっているうちに、朔也さんの話は終わった。それから各新製品の開発チームがその特色を説明し、いよいよ私の挨拶の番だ。

　ステージに上がると、後方にきらびやかな商品のディスプレイ、手前には並んだ椅子に座っている大勢の人が待ち受けていた。撮影で皆の視線を浴びることには慣れているものの、喋ることはあまりないからとても緊張する。

　でも、これもMimiのため！

　そう気合を入れてマイクを握りしめ、笑顔で口を開いた。




　なんとか挨拶も噛むことなく終えて、自由時間に入った。私は約束通り海都くんと一旦会場をあとにして、四階の総務部の隣にある休憩スペースに向かう。

　丸いテーブルが四台と、数脚の椅子が置いてあるその場所には誰もいない。自販機で飲み物を買い、ふたりで椅子に腰を下ろした。

　総務部のオフィスでは仕事中の社員が若干いるようだけれど、出てくる気配はない。私は温かいココアをひと口飲むと、大きく息を吐き出した。

「はー、一気に気が楽になったぁ」

「緊張してたの？」

「してたよ、もちろん！」

　強い口調で言うと、海都くんはクスッと笑ってカップに口をつける。

「りらさん、こういうときはあんまり顔に出ないんだね。普段は動揺してるとすぐわかるのに」

　言われて、確かにそうかもしれないと思った。ちょっとしたことで挙動不審になるくせに、撮影時やさっきのように人前に出るときは案外落ち着いて振る舞えるから。

「意外とモデルの仕事のときはそうかも。なんか振りきれるっていうか」

「意識が高いってことだよ、きっと。やっぱりモデルは天職なのかもね」

　海都くんにそんなふうに言ってもらえると嬉しくて、はにかみながら両手で挟んだカップを見つめた。

　手を温めつつひと息ついていると、海都くんがコートのポケットからおもむろになにかを取り出す。

「じゃあ、頑張ったりらさんに、ご褒ほう美びあげる」

　テーブルの上で差し出されたものは、白いラッピング紙にピンク色のリボンが巻かれた四角い箱。

「えっ、なに？」

「開けてみて」

　頬杖をついて微笑む彼に促され、戸惑いながらもリボンに手をかける。

　包装を取って蓋を開けると、現れたものはキラキラと輝くノンホールピアスだった。淡い赤や黄色の丸い石がついていて、立体的なメタリックフラワーが揺れる、とっても綺麗で可愛いデザインのものだ。

「うわ、素敵……！」

「りらさんに似合いそうだなと思って」

　こんな素敵なものを、どうして突然私に!?

　ピアスに釘くぎづけになっていた視線を、エンジェルスマイルを浮かべる彼へと移し、慌てて首を横に振る。

「いやいや、なんで!?　今日は別になんの日でもないし……」

「バレンタインでしょ」

　間髪入れずに当然だというように返され、ぴたりと固まる。

「日本では好きな男子にチョコをあげるけど、アメリカでは性別関係なく、大切な人に愛と感謝を表すためにプレゼントを贈る日なんだよ」

　日本とアメリカの文化の違いを語る海都くんは、甘く微笑んでから、真面目な調子で言う。

「俺は、りらさんにあげたいと思った。あなただけ。特別だから」

　心臓が強く突き動かされた。そして、一気に身体が火照りだす。

　今の言葉は、告白と同じようなもの、だよね？　海都くん、本当に私のこと……。

　好意を持ってくれていることは嬉しいけど、困ってしまう。どうやってお断りしたらいいんだろう。

　軽くテンパる私は、とりあえずお礼を言うことに。

「あの、本当にありがとう。でもほら、ここ日本だし……」

「細かいことは気にしないの。俺があげたかっただけだから、気にせずもらってよ。もちろんお返しなんていらないから」

　やんわり断ろうとしてみたものの、無邪気な彼に押しきられそうになる。

　いやいや、ここはちゃんとしておかないとダメだ。私には、他に好きな人がいるんだから。

　申し訳なさを感じつつもきっちりお断りしようと、姿勢を正して海都くんをまっすぐ見据える。

「ね、海都くん。気持ちは本当に嬉しいんだけど、やっぱり受け取れない。……私、今日チョコをあげようと思ってる人がいるの」

　罪悪感と恥ずかしさで次第に目線を落としてしまう私に、少しの間を置いて、海都くんはこんなひとことを口にした。

「それ、副社長でしょ」

　見事に言い当てられてぱっと顔を上げると、笑みは消えているものの平静を保ったままの彼がいる。

　それとは反対に、動揺で目を見開き、口をパクパクさせる私。

「なっ、なんで……」

「こう見えて俺も人脈持ってるからさ、いろんな話が耳に入ってくるんだよ。熱愛疑惑の噂とか」

　至って普通の口調である彼の様子に納得しつつ、そこまで噂が流れていたことに驚いてしまった。

　私が否定しないことからも、海都くんは当たりだと悟ったようだ。そして、さらに探るような目でこちらを見てくる。

「さっき副社長が言ってたのも、りらさんのことじゃない？」

　ギクリとするも、私も朔也さんの本心はわからない。ぎこちなく笑い、「さぁ、どうかな」と曖昧に返しておいた。

　それでも海都くんはすでに確信している様子だ。椅子の背もたれに背中を預けた彼は、どこか冷たく感じる笑みを浮かべて言い放つ。

「さすが副社長。りらさんを使ってまで話題作りするなんてね。やることが違うな」

　その発言が引っかかり、私の顔からも笑みが消える。

「話題、作り？」

　私を使って、ってどういうこと？

　いまいち海都くんが言っている意味がわからないけれど、穏やかではないことはわかる。

　表情を強張らせる私に、「そう」と頷いた彼は脚を組んで淡々と話しだした。

「香水を売るための話題作り。業界内で有名な副社長がさっきみたいにプライベートな話をしたら、皆食いつくのは目に見えてるじゃん？　りらさんとの噂も流しておけば、さらに効果的だし」

　……海都くんの言葉のひとつひとつが、冷たい雫しずくみたいに胸に落ちてきて、心の温度が下がっていく。

　私がなにも発せずにいると、彼は追い打ちをかけるように聞きたくはない疑惑を口にする。

「つまり、りらさんと仲よくしてたのは全部商売のため……なんじゃないかな」

　ズキン、と胸に激しい痛みが走った。

　朔也さんは、売上を伸ばすために私を利用していたということ？　彼が私に近づいたのは、すべて計算だった？

　抱きしめてくれたのも、『愛してる』と言ったのも、全部、嘘？

　到底信じられなくて、信じたくもなくて。私は声を震わせ、否定しようとする。

「そ、んな……そんなこと――」

「ないとは言えないよ。会社や私欲のために汚いことをしてる人はたくさんいる。そういう人、俺も実際に見てきたし」

　私の言葉を遮り、海都くんは揺るぎない声で吐き捨てた。

　……違う。朔也さんは悪意を持って人を騙だますようなことをする人間じゃない。

　そう思う半面、彼に愛されているという自信は簡単に揺らぎ始める。もともと脆もろい自信だったから。

　頭の中までぐらぐらしてきた。冷静でいられない私を哀れむように海都くんは眉を下げて見つめる。

「りらさんは信じてたんだね？　副社長が、あなたのことを本当に好きだって」

　冷えた心がついに凍って、パリンと砕けたような気がした。

　改めて考えれば、私のような地味でたいした価値もない女が副社長である彼に愛されるなんて、おかしな話だ。どうして私を好きになったのかもわからないし。話題作りという他に理由が見つからない。

　私はただの駒に過ぎないのかもしれない。そうとしか考えられなくなってきて、心も頭の中も冷えていく。

　呆然とピアスに目を落としていると、輝くそれがつまみ上げられる。

「このピアスについてる丸い石、パワーストーンなんだって。これをつけてれば嫌なものから守ってくれて、幸せを呼び込んでくれるかも」

　箱からピアスを取った海都くんは、重い空気を変えるように言いながらおもむろに腰を上げた。そして私のそばに立つと、そっと耳に触れ、ピアスをつけ始める。

　それに抵抗する気も、「うん、似合う。綺麗」と微笑む彼に笑い返す気も起きない。人形のようにされるがままで、ただそこにいるだけ。

　海都くんはそんな私に目線を合わせ、気の毒そうな表情を見せて言う。

「りらさん、元気出して？」

　元気なんて出せるわけがない。

　初めて愛して、愛されていると感じていた人の、その想いは本物ではないかもしれないという疑惑が生まれてしまったのだ。平気でなんていられない。

　けれど今は仕事中だと言い聞かせ、ピアスを揺らして海都くんに目を向けると、無理やり笑みを作ってみせた。

　帰ったら、また朔也さんとの生活が続く。

　今夜、どんな顔をして会えばいいのだろう。チョコレートを渡して告白……という計画は、実行できそうになくなっちゃったよ。

　悲しみと、キリキリする胸の痛みを堪えるように、膝の上でぐっと手を握った。




　午後九時過ぎ。夕食もお風呂も終えた私は、テレビもつけずにひとりリビングのソファに座っていた。

　目の前のローテーブルに置いた、朔也さんに渡す予定だったチョコレートの箱をぼんやり見つめ、ひとりごちる。

「どうしよう、これ……」

　捨てるのはもったいないし、自分で食べちゃおうかな。

　でも冷静になって考えてみれば、海都くんの話が本当だという確証はないのだ。ただ彼が、朔也さんを敵対視してデタラメを言っただけなのかもしれない。

　朔也さんを信じたい気持ちと疑う気持ちが入り交じって、ものすごくもどかしい。

「あーもう、どうしたら……！」

「ただいま」

　両手で髪をくしゃくしゃにしながら頭を抱えていたとき、ドアを開く音と共に声がして、バッと顔を上げた。

　やばっ、もう帰ってきた！　もっと遅くなるかと思っていたのに。

　振り向けば、朔也さんは紙袋とビジネスバッグをダイニングの椅子に置いている。私は出しっぱなしのチョコレートをどうしようかとあたふたする。

「さっ、朔也さん！　おおおかえりなさい！」

「髪ボサボサだぞ。なにやってたんだ」

　怪訝そうな顔をしてコートを脱いだ彼は、ネクタイを緩めながらこちらに近づいてきた。そして当たり前のように私の頭を撫でる。

「今日はお疲れ。よかったよ、りらの挨拶」

　優しい声と微笑みに、胸がきゅうっと締めつけられる。

　やっぱり信じたくない。私に向けられる彼のすべてが、仕事のためだなんて……。

　苦しさを感じつつも、いつも通りの笑顔を心がけて、「ありがとうございます」とお礼を言った。

　テーブルのほうに目線を向けた彼は、赤い箱に気づいてキョトンとする。

「それは？」

「あー、っと、これはですね……！」

　戸惑うけれど、もうバレてしまったものは仕方ない。告白は延期するとしても、せっかく作ったチョコレートだからこれは渡してしまおう。

　そう決めて箱を手に取り、朔也さんに差し出す。

「朔也さんにあげようと思って作ったんです、生チョコ」

「手作りなのか、すごいな」

　彼は嬉しそうな笑みを浮かべて受け取ってくれた。

　私の隣に座り、早速ラッピングを開け始める彼だけど、きっと私以外の女子からももらっているんだろうなと、ふと思う。さっき持って帰ってきた紙袋の中には、たくさんのチョコレートが入っているのかもしれない。そう考えると胸がチクチクする。

　それなのに、私の口は勝手に動いてしまうのだ。

「会社の女の子からも、いっぱいもらいましたよね？」

「まぁもらったけど、全部義理だよ」

　その中には、三嶋さんも含まれているの……？

　もういろいろなことが気になってしまい、悶々とした気分で朔也さんを見ていると、ちょっぴりいたずらっぽい瞳がこちらを向く。

「これも義理？」

　ドキッとして固まる私。

　もちろん本命だし、本当なら今が告白する大チャンスなんだろう。でも……！

　海都くんの話がどうしても引っかかってなにも言えずにいると、朔也さんはふっと笑みをこぼした。

「どっちにしろ、ありがたくいただくよ。瑞香がくれるものならなんでも嬉しい」

　こっちのほうが嬉しくなることをさらりと言って、ココアがまぶされた石畳のような四角いチョコレートにピックを刺した。

　それを口に運んで味わい、真顔で言う。

「これ売り物だろ。すげーうまい」

「ちゃんと作りましたよ」

　褒めてもらえた嬉しさから、私はクスクスと笑った。

　告白はできずじまいだけど、とりあえず喜んでもらえてよかったかな。

　今だけはほのぼのとした気分で、ふたつ目のチョコレートを食べ進める朔也さんを眺める。

　すると、ふいに彼も私を見つめ、チョコレートを転がす口でこんなことを問いかけてくる。

「お前も味見する？」

「え？　……っ」

　味見ならもうしましたが……と思った直後、私の顎がクイッと持ち上げられる。親指で私の唇をなぞる彼は、眼差しも色っぽいものへと変化させていた。

　今の〝味見〟というのは、もしや〝チョコレート味のキスを試してみる？〟という意味？

　心臓の動きが急に速くなり、目を見開いたまま硬直してしまう。そんな私にゆっくりと綺麗な顔を近づける朔也さんは、あと十センチというところでぴたりと動きを止めた。

「拒否しないと、本当にするぞ」

　わずかに苦笑を漏らす彼を見て、心の奥から熱いなにかが込み上げてくる。

　拒否なんてしたくない。だって、好きだから。あなたも私のことが好きだからこんなふうにするんだ、って思いたいよ。

　あなたの愛が本物だと、私にわからせてほしい。

「……教えてください。愛のある、キス」

　切なさを隠しきれない瞳で彼を見つめ、そう口にしていた。

　驚いたように目を見開いた朔也さんは、徐々に真剣な表情になっていく。瞳の妖艶な色を濃くして。

「いくらでも教えてやる」

　そう紡いだ彼の手は私の髪に挿し込まれ、後頭部を支えられると、流れるような動作で唇を重ねられた。

　優しく触れたそれが一度離され、今度は深く、濃密に。

　舌を絡め取られて、チョコレートだけじゃない、感じたことのない甘さが全身を麻ま痺ひさせる。

　……あぁ、好きだ。もう引き返せないくらい、あなたのことが。

　以前はわからなかった〝好き〟という感情が、どんどん流れ込んでくる。

　この甘美なくちづけに愛がないとしたら、私はなにを信じればいいのだろう。










知らない彼の姿＝パンドラの箱




　結局、朔也さんに想いを伝えることも、本当の気持ちを聞くこともできないまま早くも一週間が経ってしまった。

　新製品発表会が終わっても朔也さんは忙しそうにしている。それでも夜は相変わらず一緒のベッドで寝ているから、話す時間がないわけではない。

　ただ、例の話を切り出したら、心地いい彼のそばに寄り添っていられなくなるかもしれない。そう思うと怖くて……。

　発表会以来、悩みっぱなしで、ふくろうで仕事中の今も考えてしまう。

　無意識に小さなため息をつきながら野菜を切っていると、隣のシンクで人にん参じんの皮をむく芳江さんが、手を休めずに声をかけてくれる。

「瑞香ちゃん、最近なんか元気ないけど大丈夫？」

　芳江さん、気づいていたんだ……。

　恋の病だけでなく、ここのところ休みといえばユーフォリックモード本社に出向いていたから、単純に疲れているのもある。けれどたいしたことはないから、心配をかけさせないよう笑って首を横に振った。

「そんなことないですよ。それより、芳江さんこそ大丈夫ですか？　最近ジェントルの話が出ませんよね」

「そうなのよねー、ここ二ヵ月くらいぱったり来なくなっちゃって……。もう私らの女性ホルモン枯れてきちゃったわよ」

　何気なく話を逸らすと、芳江さんは残念そうにしゅんとした。

　イケメン紳士の彼が現れないことで、芳江さんだけでなくおばちゃんたち皆が寂しがっているのだ。

　ジェントルロスは案外大きいなぁ、と思い苦笑していると、芳江さんは手際よくピーラーを動かしつつひとりごとのように言う。

「ピンク色のものでも身につけようかしら」

「ピンク色？」

「よく言うじゃない。風水とかパワーストーンとかだと、ピンク色は恋愛運が上がるって」

「恋愛運上げてどうするんですか」

　人妻で母親のあなたがなにを言う、と冗談だとわかっているにもかかわらず真面目に突っ込んでしまった。

　おかしそうに笑う芳江さんを見て、そういえば海都くんがくれたピアスにもパワーストーンがついているんだっけ、と思い出す。

　あのピアスは結局返すことができなくて受け取ってしまい、私の衣服が入ったバッグの中にしまってある。せっかくだけど、やっぱりつけられないし……。




「つければいいじゃん。もったいない」

　久々の二連休の初日、カフェでパンケーキを食べながら私の話を聞いていた七恵があっけらかんと言った。

　彼女が食べる生クリームとフルーツがこんもりとのったパンケーキの横には、例のピアスが置いてある。七恵に『見せて』と頼まれて持ってきたのだ。

　暖色の小さな石とメタリックフラワーが輝くそれをつまみ上げ、七恵はじっくり観察している。

「これ、普通に可愛いし。さすが宝生海都、センスあるよね」

「うん。でも、やっぱり好きな人がいるのに別の人からもらったものをつけるのって、なんか……」

「品物に罪はないからいいんじゃないの、気にしなくて」

　煮えきらない私に七恵はあっさりと言い、ピアスを手にしたままなぜか席を立つ。そして隣に来ると、この間海都くんがしたのと同じように私の耳にピアスをつけた。

「ほら、素敵。オシャレすると気分が上がるでしょ。もう暗い顔しないでよ」

　見上げた先にいる彼女は、にこりと笑って私の肩をぽんぽん叩いた。

　確かに、いい服を着たり、メイクがうまくいったりするとちょっとだけ気分がよくなる。

　朔也さんに恋をしてから、前はどうでもよかった外見にも気を配らなきゃと思うようになって、私なりに気を遣ってみたりしているのだ。恋をするとこんなに変わるものなんだ、とつくづく実感している。

　耳元で揺れるピアスは本当に可愛いし、相手は七恵だし、今日くらいはつけていてもいいか。

　そう思い、七恵に微笑みを返してパンケーキにフォークを刺した。向かいの席に座り直した彼女も再びフォークを手にして、話を戻す。

「副社長が話題作りのためだけに同居までするわけないじゃない。他に怪しいこともないんだし。本当に好きなのよ、瑞香のこと」

　自信たっぷりな様子できっぱりと言い放った七恵は、「惑わせやがって、宝生海都め」と憎々しそうに呟いてフォークをグサッと刺した。

　……怖っ。

　私はカップに手を伸ばし、今の状況のように白黒つかないカフェラテへと目線を落とす。

「私もそう思うし、信じたいんだけど……でも疑う気持ちがどうしても消えなくって」

　七恵の言う通り、朔也さんを信じる理由はいくつもある。なのに疑ってしまうのは自分に自信がないからだ。私みたいな女を、彼ほどの人が愛するはずがないと思っているから。

　いまだに劣等感を抱いている自分に嫌気が差して、また暗い顔をしてしまう私に、七恵は食べながら淡々と言う。

「じゃあもう、本人に直接聞くしかないね」

「その自信もない……」

「ヘタレ」

　ズバッと返され、心臓に一撃をくらった私はカクリとうなだれた。

　七恵は仕方ないなぁというようにクスクスと笑う。

「まぁ、悩むのも当然か。これが瑞香の遅すぎる初恋だもんね。こうやって、〝私のこと好きなの？　どうなの!?〟って悶々とするのが恋愛の醍だい醐ご味みなのよ。おおいに悩みなさい」

「さすが七恵様……悟りを開いていらっしゃる」

　達観した彼女をつい拝みそうになりつつ、恋愛は楽しいだけじゃないんだなと、ひしひしと感じていた。




　七恵とたっぷりガールズトークをして、帰る頃にはすっかり日が暮れていた。最後にも励ましてくれた彼女と別れ、マンションに向かう。

　朔也さん、今夜は外で食べてくるから夕飯はいらないと言っていたっけ。私もパンケーキがお腹に溜まっているから、夕飯は軽くしよう。

　そんなことを考えながら新宿駅の通りに差しかかった、そのとき。前方から歩いてくる人を見て目を丸くした。

「……朔也さん？」

　スーツの上に羽織った黒いコート、ふわりとしたダークブラウンのショートヘア、男の色気を漂わせる甘めの顔立ち。あれは間違いなく朔也さんだ。遠目でもわかる。

　このあたりでこれから会食でもあるのかな。話す時間はなくても、偶然会えるなんてちょっとラッキーだ。

　口元を緩ませ、心が弾むのを感じながら、ひとことだけでも話しかけようと彼に向かって歩きだす。

　しかし、彼ひとりで歩いているのではないことに気づき、すぐに足を止めた。

　朔也さんの隣には、見知った顔の女性が腕を絡めて寄り添っている。ワンレングスのボブで、クールな印象の美人さん。

　……三嶋さんだ。

　そのツーショットを目まの当たりにした瞬間、私の胸に切り裂かれるような痛みと衝撃が走る。

　どうして、ふたりが……？　食事をする相手って、三嶋さんだったの？

　立ちつくす私との距離がどんどん縮まる。はっとして、隣のアパレルショップのショーウィンドウのほうに身体を隠した。

　それでもふたりが私の後ろを通り過ぎていく瞬間の会話を、耳はしっかりキャッチする。

「しばらく朔とも会えなくなるのね。こうやって食事もできないなんて寂しいわ」

「しおらしいこと言って。彩音らしくないな」

「失礼ね」

　笑い合う親し気な声と、遠ざかっていくふたりの背中が頭にこびりつく。

〝朔〟に〝彩音〟……。しばらく会えなくなるって、どういうこと？

　お互いに愛称と名前で呼び合っている事実や、私にはわからない話をしていること、ふたりで食事をしに行く仲だということが、すべてを物語っている気がした。

　三嶋さんは〝長い付き合いだ〟とも、〝好き〟とも言っていた。ふたりは親密な関係だとしか思えない。

　やっぱり朔也さんには、私以外に大切な人がいた……？

　ドクドクと鳴る心臓の音が煩わしい。苦しくて、人混みの中にいたくない。でもマンションに帰ったらもっと苦しくなる気がする。

　とりあえずあまり人がいない場所に行きたくなり、よろよろと歩きだした。

　頭の中では、さっきのふたりの声と姿が繰り返し流れる。考えたくないのに考えてしまう。

　朔也さんにとって、私はなんなの？　あなたの本当に好きな人は、誰？




　しばらく重い足取りでとぼとぼと歩いていると、少し先に一台の白い車が停止する。なんとなくそちらを見ていた私は、見覚えのある車種とナンバーに気づいて一旦考えるのをやめた。

　あの車は、もしかして。

　少し足を速めてそれに近づいていくと、助手席のウィンドウが下がって、予想通りの人物が顔を覗かせた。

「やっぱり、りらさんでしたね」

「明智さん！」

　私に気づいて車を停めたのか。このタイミングで彼にも会うとは、びっくりした。

　今日も無愛想な明智さんは、意外にもこんなことを言ってくれる。

「今お帰りですか？　副社長のマンションへ向かうならお送りしますよ」

「えっ」

　明智さんが私にそんな気を回してくれるとは思わず、声が裏返ってしまった。

　送ってもらえるのはありがたいけど、なんだか気が引ける。

「そんな、悪いですよ。明智さんもお帰りでしょう？」

「方向が同じなので手間ではありません。……私と同じ空間にいるのが嫌だというなら結構ですが」

「いっ、いいいえ全然、嫌だなんて！」

　棒読みで付け加えられた最後の部分を否定しようと、慌ててぶんぶんと首を横に振った。

　明智さん、今みたいに言われたら断れませんって。いや、本当に嫌なわけではないんだけども。

　苦笑いしつつ、お言葉に甘えて後部座席に乗せてもらうと、車はゆっくり発進した。

　静かな振動に揺られながら、明るすぎる都会の街を眺める。明智さんもこのあたりにいたということは、さっきまで朔也さんと一緒だったのだろうか。

　人混みに消えていくふたりの姿を思い出し、痛む胸をなんとかごまかしたくて、できる限り明るく明智さんに話しかける。

「本当にありがとうございます。こんなところで、明智さんに会うとは思いませんでした」

「副社長が用事があるとのことで、新宿駅まで送ったあと、私用を済ませて帰る途中だったんです」

　淡々と答える彼がミラー越しに見える。

　やっぱり、仕事が終わってから朔也さんとここまで来たんだ。明智さんは今日、朔也さんと三嶋さんが会うことは知っていたのかな。

　ふたりの関係も知っているの？と聞いてみたくなるけれど、私の口から出るのは当たり障さわりのない言葉。

「そうだったんですか。よく私だって気づきましたね」

「のっそり歩いている人がいるなと思って、なんとなく注目していたら、見覚えのあるお顔だったので」

　そんなに目立つほど、のっそり歩いていたのか、私。まぁ、かなりのダメージを受けていたからな……。

　苦笑を漏らしていると、明智さんはチラリと私に目を向け、何気ない調子で言う。

「りらさんはどうなさるのですか？　副社長が発ったあとは」

　その意味がまったくわからず、私は目をしばたたかせて首をかしげる。

「え？　〝発ったあと〟？」

「四月から長期の海外出張に行かれるじゃないですか。その間、りらさんはやはりご自宅へ帰られるのかなと」

　明智さんの説明を聞いて、一瞬脳がフリーズした。

　長期の海外出張？　そんなの、朔也さんはひとことも……。

　そしてすぐに思い当たった。さっき三嶋さんが『しばらく朔とも会えなくなるのね』と言っていた意味は、この件のことじゃないだろうか、と。

　なんの言葉も発せず固まる私の様子に、おかしいと気づいたらしい明智さんは、はっとして問いかける。

「りらさん……まさか、ご存じありませんでしたか？」

「存じ上げませんでした……」

　ぽつりとこぼすと、彼は珍しく〝しまった〟というような顔をして、決まりが悪そうに目線を前に戻す。

「それは……失礼いたしました」

「海外ってどこへ？　どのくらい行く予定なんですか!?」

　焦燥に駆られ、畳みかけるように尋ねた。

　しかし明智さんは気まずそうな表情で眼鏡を押し上げ、言葉を濁す。

「副社長がおっしゃっていないのなら、私の口からお話しするわけには……」

「私が無理やり聞いたことにしていいです。教えてください！」

　このままなにも聞かずにはいられない。身体を前屈みにして明智さんに懇願すると、彼はためらいながらも口を開いた。

「ニューヨークで事業を始めることが決まり、副社長がリーダーになられて販促活動を行う予定なんです。契約を取って、それが軌道に乗るまで少なくとも一年以上はかかることになるかと」

「一年……」

　その事実が、ずしりと重くのしかかる。

　そんなに大事なことを、どうして話してくれないの？　三嶋さんは知っているのに、なんで私には……。

　内緒にされていたことも、しばらく会えなくなることも。いろいろなことがショックで涙が出そうになる。

「副社長にもなにか理由があって、まだ内密にしていらっしゃるのだと思います。いずれ必ずお話ししなければいけないことですから」

　ぎゅっと唇を噛んで堪える私を察してか、明智さんは気遣うような優しい言葉をかけてくれた。

　朔也さんが私に話さない理由。それを考えるとどうしても悪いことしか思い浮かばなくて、気持ちは沈む一方だった。

　ほどなくしてマンションに着き、静かに車が停まる。降りる前に、なんとなく明智さんに問いかけてみた。

「明智さんはどうされるんですか？　一緒にニューヨークに？」

　ミラーに映る彼は、私を見ていつもと同じ調子で答える。

「私はこちらに残ります。副社長の今の業務を専務が兼任されるので、そのサポートをいたします」

「そうですか……。寂しい、ですよね」

　私自身の気持ちと、副社長を慕っているであろう明智さんの気持ちを勝手に重ね合わせてしまい、ぽつりと呟いた。

　彼はふっと切なそうな笑みを漏らし、「えぇ」と頷く。

「私の代わりに、もふにゃんを連れていってもらいます」

　かっ、可愛い。

　ちょっと乙女なことを言い始める明智さんに、吹き出してしまいそうになるのを必死で堪える。

　でも、そっか。もふにゃんは連れていってもらえるんだ。いいなぁ……。

「もふにゃんはいいですね。カップルでいるから寂しくないだろうし」

　ぬいぐるみまでも妬ましく思ってしまう自分は重症だと思いつつ、ため息交じりにひとりごとをこぼした。

　すると明智さんがこちらを振り返り、神妙な顔でこんなことを言う。

「副社長、ペアで持っておられるんですか？　私があげたのはグレーの毛並みの一匹だけですが」

「えっ？」

　あのぬいぐるみ、ふたつとも明智さんがあげたんじゃなかったの？　ということは、他にプレゼントした人がいるってこと、だよね。

　真っ先に思い浮かぶのは、やっぱり三嶋さんだ。あれだけ親密なのだから、朔也さんが猫好きということも知っているはず。あろうことか、もふにゃんにまで悩まされることになろうとは……。

　再びダメージを受けて、頭を抱えていると、前を向いた明智さんが抑揚のない声で話す。

「他の誰かが、偶然違う種類をあげたんでしょう。妬やけますね」

「はい……えっ」

　同意して頷いたものの、『妬けますね』という部分に反応して目を見開き、運転席のシートを掴んで食いつく。

「明智さん、副社長のこと……」

『やっぱり好きなの!?』と聞こうとすると、クッと口角を上げた彼は、予想に反して「冗談ですよ」と言った。

「好きは好きですが、りらさんほどではありません」

　そんなふうに茶化されて、好きだというのがバレバレだったことに気づいた私は、恥ずかしくなってしおしおと体勢をもとに戻すのだった。




　明智さんにお礼を言い、車が去っていくのを見送ると、部屋に向かって再びとぼとぼと歩き始めた。

　そのまま誰もいない部屋に入って電気をつけ、ラックの上に居座る色違いの二匹の猫を見やる。

　無条件に可愛かったもふにゃんが、ライバルの化身みたいに見えてくる……。ダメだ、こんなんじゃ。

　少しでも気分転換したくて、とりあえず家事をすることにした。

　ご飯は食べる気がしないから、軽くキッチンの掃除をして、洗濯物を畳んで。彼のシャツにアイロンをかけたら早めにお風呂に入ろう。




「はぁ……なんか疲れた」

　ひと通り家事を終えてゆっくりと湯船に浸かると、そんなひとりごとがこぼれた。

　身体じゃなくて、心が疲れきっている。それでもやっぱり入浴中はいろいろと考えてしまい、浴槽の縁にかけた両腕に顎をのせてぼうっとしていた。

　結局、明智さんの朔也さんに対する気持ちは恋心ではなかったのか……。なぜかホッとするけど、今問題なのはそれじゃない。

　事実を知れば知るほど、朔也さんがわからなくなる。なのに、彼への想いを消すことなんてできないのだから不思議だ。

　……朔也さんって、海みたいだな。優しい波で誘う、青くて綺麗な海。

　浜辺で遊んでいるうちは楽しくて幸せだけど、気がついたときには沖に流されてしまって、もう戻れなくなっている。もがけばもがくほど苦しいだけで、戻り方もわからなくて、溺れてしまうんだ。

　あなたの愛で私を浮き上がらせてくれれば、幸せに漂っていられるのにな――。




「……か……瑞香！」

　聞き慣れた声が耳に入ってきて、はっとした。ぼんやりとした頭に、ぼんやりとした視界。

　……ん？　もしかして私、今寝てた？

　そう思った瞬間、勢いよく両腕を掴まれ、ザバッと湯船から引っ張り出された。

　なっ、なによ、何事!?

　わけがわからず洗い場にへたり込む私にバサッとタオルがかけられ、焦った様子の朔也さんが正面から覗き込む。

「おい、大丈夫か!?」

「へ……さ、くや、さん？」

　目を白黒させている間にも、彼が私の背中と膝の裏に手を回し、なぜか抱き上げられてしまった。

「え？　えっ!?」と戸惑う私を軽々とお姫様抱っこする彼は、そのまま寝室に入る。静かに私をベッドに下ろすと、また心配そうに見つめてくる。

「大丈夫か？」

「あ、はい。すみません、私、寝ちゃってたみたいで……」

　呆気に取られつつケロッとして答える私に、朔也さんは大きく息を吐き出して脱力した。

「なんだ、焦った……。いくら声をかけても返事がなくて、様子を見てみたら死んだようにぐったりしてたから」

「あぁっ、すすすみません！」

　帰ってきた彼が異変に気づき、慌てて助けようとしてくれたのだと理解して、私は大反省した。

　浴槽にだらりともたれて寝ていたら、そりゃびっくりするよね。

　おそらく十分も経っていないと思うのだけど、お風呂で寝てしまったのは初めてだ。疲れが一気に出たのかな。

　朔也さんは怒ったり呆れたりするでもなく、安心したような表情で私の頬に手を当てる。

「なんでもないならよかった。のぼせたりしてないか？」

「たぶん大丈夫で、す……」

　胸元でタオルを掻き合わせながら答えて、私はようやく重大なことに気づいた。

　……タオル。私の身体を包んでいるのはタオル一枚。裸の私にそれをかけてくれたのは、目の前にいる朔也さんで。

　ということはつまり、私の、は、裸を……!?

「きゃあぁぁ～!!」

　雄お叫たけびを上げ、バッと彼から身体を遠ざけて縮こまる。

　今もかろうじて胸とお尻を隠しているくらいだし、恥ずかしくて死にそう！

　自分で自分の身体を抱きしめながら、念のため聞いてみる。

「みっ、みみみ見ました……？」

「見てないよ、そんなには」

「ちょっとは見たんですよね」

　冷静な声が返ってきて、私はうなだれた。

　やっぱり見られちゃったんだ。好きな男の人に裸を見せるのは、愛し合うときが最初だと思っていたのに！

　恥ずかしすぎる失態に、熱い顔を両手で覆って悶える。そんな私を見てクスクスと笑う朔也さんは、「着替え、脱衣所にあるよな。すぐ持ってくるから」と言って寝室を出ていった。

「最悪……」

　ありえない。こんな醜態を晒さらすなんて……しばらくショックから立ち直れないかも。さっきまで悩んでいたことも、もう吹っ飛んじゃったよ……。

　顔を覆ったまま、ベッドに倒れ込みそうになっていると、すぐに朔也さんが戻ってきた。

　もこもこの猫耳ルームウェアを差し出され、彼の顔を見られずに俯いてそれを受け取る。もちろん、もう片方の手でしっかりとタオルを握って。

　すると、朔也さんはさらになにかを差し出してきた。

「これも置いてあったけど、お前こんなの持ってたっけ」

　そう言われて彼の手元に目を向けた私は、手の平にのっている輝くメタリックフラワーを見てギクリとした。

　そうだ、お風呂に入る前にピアスを外して、服と一緒に置いておいたんだった。

　必要以上に仲がいいと思われたら嫌だから、海都くんからもらったとは言えないし、自分で買ったことにする？　だけど嘘をつくのも嫌だし……。

「えっと、それは……」

「宝生海都にでももらったか？」

　なんと答えるのがベストかと考えて口ごもっていると、見事に当てられて、目を見開く。

　軽い笑みを浮かべていた朔也さんは、押し黙る私を見てその表情を強張らせていく。

「……冗談のつもりだったんだけどな。まさか当たりだとは」

　彼は乾いた笑みを漏らし、おもむろにベッドに腰かけた。誤解されてしまっただろうか。

　私は胸にぎゅっとルームウェアを抱きしめ、なんとか誤解を解こうとする。

「あの、受け取れないって言ったんですけど……」

「でも、今日はつけていたんだろ」

　間髪入れずに冷たさを感じる声が投げかけられ、また口をつぐんだ。

　別に深い意味があってつけていたわけじゃない。そう言いたいのに、口元にだけ歪いびつな笑みを浮かべて私のほうを向く彼に萎縮し、言葉が喉に詰まってしまう。

「本当は嬉しかったのに、俺に悪いと思って断ろうとしたんじゃないのか？」

　落ち着いた口調にも、私を見る瞳にも、怒りというより悲しみが含まれているような気がする。

　そんな顔をしてほしくない。私は彼が言うようなことなんて思っていないんだから。

　私はぶんぶんと首を横に振り、「違います！」と否定した。

「急にモデルに力を入れてやっていこうって気になったのも、あいつのおかげだったりする？」

　しかし朔也さんは聞こえていないかのように、淡々と質問を続ける。私を責めるでもなく、ただ事実を確認するように。

　彼に言われて、先月の終わりのことを思い出す。撮影が終わって海都くんと食事をしに行ったときのこと。

　確かに海都くんに背中を押されたのも、私がやる気になったひとつの要因ではあるよね……と思っていると、朔也さんは目を伏せ、「前からそんな気はしてたんだ」と呟いた。

　どうして、そんなにショックを受けたような顔をするのだろう。私は仕事についてアドバイスをもらっただけなのに。

「確かに、海都くんにもいろいろと相談に乗ってもらいました。でも、それがなにか関係――」

『関係あるんですか？』と単純に聞こうとした私は、突然肩を押されてバランスを崩した。

　ベッドに背中を受け止められ、視界には天井をバックに私を見下ろす朔也さんが映り、息を呑む。私の手をシーツに縫いつける力は決してキツくはないのに、身体が硬直して振りほどけない。

　朔也さん、なにを……!?

「お前の中を、他の男の存在が占めているってだけで気に食わないんだよ」

　苦しそうな表情で低く暗然とした声を絞り出す彼を、私は見開いた目に映すことしかできない。

　すると、歪んだ顔すらも綺麗な彼は、ふっと嘲笑を漏らした。

「悪いな、俺は独占欲が強いんだ。……このまま、お前の全部を俺のものにしたいくらい」

　一瞬、彼の瞳に獣のような鋭い光が宿ったかと思うと、それが近づいてきて、性急に唇を奪われた。

「んっ……ふ、ぁ」

　熱い舌が割り込んでくる。苦しくて、バレンタインのときに交わしたキスのような甘さを感じることはできない。

　息を吐き出すと、今度は首筋に濡れた唇が押しつけられた。ゾクリとする感覚に思わず小さな悲鳴が漏れる。

　そして私を押さえていた手が、身体に巻きつけたタオルにかけられる。

　……このまま抱かれたくはない。朔也さんのことは大好きだし、ひとつになれたら幸せだけど、こんな疑心だらけのぐちゃぐちゃな気持ちのままじゃ嫌だ。

　あなたが独占欲を露わにするのは、私を好きだから？　だったら、どうして三嶋さんと会っていたの？

　彼女と会った直後なのに、どうして私に触れられるの？

「なんで……」

　ぽつりと言葉がこぼれ、朔也さんの動きがぴたりと止まった。

　私の首筋にうずめていた顔を上げた彼は、私を見下ろして目を開く。おそらく、私の目から今にも涙が溢れそうになっていたから。

「わからない……。朔也さん、他に親密な人がいるのに、なんでこんなふうにするんですか」

　震える声で言う私を、朔也さんは〝意味がわからない〟というように眉をひそめて見つめる。

「なんのことだ？」

「さっき、ふたりで腕を組んで歩いてたでしょう。海外出張のことだって教えてくれなかった。私は、ただMimiを宣伝するためだけに必要な、都合のいい女なんじゃないですか？」

　ずっと溜めていたものを一気に吐き出すと、堪えきれない涙が耳を伝ってシーツに落ちた。

　朔也さんは驚きと困惑が交ざった表情をして、少しだけ考えを巡らせる。そしてなにかを悟ったように「そうか……」と呟き、私からゆっくり身体を離した。

「すまない、瑞香」

　申し訳なさそうに目を伏せて謝る彼を見て、希望が断たれた気がした。

　謝るということは、私が言ったことを認めるということでしょう？　やっぱり、私は本命ではなかったんだ……。

　そう思うと目の前が真っ暗になるような感覚がして、ここから逃げようと無意識に身体が動きだす。

　ルームウェアを持ち、ベッドから下りてドアのほうへ向かおうとすると、ぐっと腕を掴まれた。朔也さんが焦燥を露わにして引き止める。

「待て、話を聞け」

「ごめんなさい……今は冷静に聞けそうにないので」

　彼の顔を見られず、俯いて涙声で言い、手を振りほどいて足早に歩きだす。

「瑞香！」と呼ぶ声が、急いで閉めたドアの向こうに消えた。

　私の荷物が置いてある仕事部屋に入ると、着替えもせずに力なくしゃがみ込む。

　真実を知りたかった。それなのに、いざとなると怖くて逃げだしてしまうなんて。

「意気地なし……」

　ぽつりと呟いて、次々とこぼれ落ちる涙を拭った。

　パンドラの箱を開けてしまったような、絶望感を抱きながら。
















Love nest４　～甘美なデザートをどうぞ～










兄の説得＝自分を信じること




　朔也さんと言い合ってしまった翌日、彼は早くに出社したようで、私が目覚めたときにはすでにいなかった。

　ダイニングテーブルの上には受け取るのを忘れてしまったピアスと、【昨日はごめん。瑞香の気持ちが落ち着いたら話をさせてくれ】と書かれたメモが置いてあった。

　綺麗な字とメタリックの花を見ると、泣き腫らした目がまた痛くなってくる。

　今の私には、しっかりと話を聞くことも、朔也さんと一緒に暮らすこともまだできそうにない。彼のメッセージの下に、【すみません。少し頭を冷やしてきます】と書き足し、居候生活を始めたときの荷物を持ってマンションを出た。




　電車に揺られて久々の実家に帰ると、庭に咲き始めた沈丁花を眺めたり、お兄ちゃんが帰ったら一緒に食べるためのごちそうを作ったりして、のんびりと過ごした。

　ふくろうがタイミングよく休みでよかったな。

　帰宅したお兄ちゃんは私がいることに心底驚いて、なにかあったのかと心配してくれて。

『朔也さんになにされたんだ？　泣かされたのか!?　あの男……ニューハーフに食わせてやる！』とすごい形相でお怒りになっていたけど、私の様子がおかしいことに気づくと、それ以上は踏み込まずにそっとしておいてくれた。

　そうして、以前と同じように兄妹ふたりの生活を再開して、あっという間に三日が経った。朔也さんから何度か着信があったものの、出ることはためらわれて結局避けてしまっている。

　いまだになんの行動も起こす気にならず、休日の今日も縁側でひなたぼっこしている私を、電話の向こうで七恵が説得してくる。

『いい加減、副社長と話したほうがいいって。あんまり拒否してると本当に呆れられちゃうよ？』

　半ば怒っているような口調の彼女が言う通り、朔也さんの話を聞かなければいけないことはわかっている。きっと、すでに呆れられているだろうけれど。

　でも、重い腰は一向に上がらない。

「もう、このまま自然消滅でいいのかも……。いずれニューヨーク行っちゃうんだもん。遅かれ早かれ、お別れしなきゃいけないんだから」

　力なく言いながら悲しくなって、大きなため息をついた。

　朔也さんが発ったら、私ひとりではあの部屋にはいられない。離れるのは必然だということだ。それならわざわざ傷つきに行くことはないんじゃないかと思う。

　以前にも増して消極的になっている私に、七恵は真剣にきっぱり言う。

『投げやりになっちゃダメ、瑞香。はっきりさせておかないと、もし次の恋愛をするとしてもなにかしら影響が出てくるわよ』

　庭に咲き始めた沈丁花を眺めながら七恵の声を聞き、思いを巡らす。

　次の恋愛なんて、できる気がしない。あんなに私に優しくしてくれて、仕事でも支えてくれて、カッコよくてハイスペックで……そんな完璧な人が、この先現れるとは思えないもの。

　たとえ現れたとしても、朔也さん以上に惹かれることは、きっとない。彼がくれた優しさや愛は本物ではないのかもしれないけれど、私が彼を好きだという気持ちだけは紛れもなく本物だから。

　しばらく七恵に叱しっ咤たされたものの、無気力状態は変わらず、電話を切ると再びぼうっと白い花を眺めていた。

　今日は天気がよくて暖かい。これでお茶菓子があればなおさらいいな、と思いながら緑茶を啜すすっていると、隣にお兄ちゃんがやってきた。

「よっこらしょ」と言って座る彼に、ふふっと笑いがこぼれる。

「おじいちゃんみたい」

「縁側でお茶飲んでるお前もな」

　即返され、確かにね、と思って苦笑した。

　珍しくお兄ちゃんと休みが重なった今日。どこにも行かずに家でゴロゴロしているけど、お兄ちゃんとふたりでゆっくり過ごすのはかなり久しぶりだから、これはこれでよし。

　私の考えを見抜いているかのようにお兄ちゃんが持ってきてくれた大福をひと口かじると、気分がほっこりする。

「あー美味しい。沈丁花はいいにおいだし、幸せ」

「あぁ。もうすぐ春だな」

　お兄ちゃんも花に目線を移して、柔らかな笑みを見せた。

　すると茶色の毛並みの小さな訪問者が、ちょこちょこと庭に侵入してきた。

「お。また来たよ、野良猫」

「毛並み綺麗だね。前も来たの？」

「最近よく来るんだよ。なー、タマ」

　名前のセンス……と突っ込むのはやめて、嬉しそうに構うお兄ちゃんを微笑ましく見守る。可愛い声で鳴くタマも懐いているみたい。

　でも、「瑞香がいない間、代わりにこいつを可愛がってたら愛着湧いちゃってさ」と言う彼に一抹の不安がよぎる。

　いったい、いつになったら妹離れしてくれるんだろうか。もういい年なんだし、早く結婚もしてもらいたいんだけど。

「お兄ちゃん、彼女作ったら？」

「んー、なんか今はそんな気にならないんだよ。女装バーで働いてたせいかな」

　何気ない調子で話す彼を、私はぴたりと静止して怪訝な目で見やる。

　それに気づいた彼は、「誤解するな、ストレートだから！」と慌ててまた否定していた。

　私たちのやり取りは素知らぬフリで、タマは再びどこかに向かって歩き始める。沈丁花をバックに去っていく姿を見送っていると、十年ほど前、私が高校生だった頃のことをふと思い出した。

「そういえば昔、病院で仲よくなったおじいさんも、猫が好きだったっけ……」

　おばあちゃんのお見舞いに行ったとき、『いいにおいですね』と声をかけてくれた、あのおじいさん。その日以外にも何度か会ったことがある。

　病院の外庭に迷い込んできたらしい猫を眺めていたおじいさんを見つけると、彼も私に気づいてくれて、話をしたのが二度目だ。

『猫が好きでね。家でもラグドールを飼っているんだよ』と言っていたっけ。

　病人ではあっても紳士的な雰囲気を漂わせる、とてもカッコいいおじいさんで、私はなんとなく裕福な人っぽいなというイメージを持っていた。

　しかし、忙しいのか家が遠いのか、あまり家族がお見舞いに来られないようで、寂しそうな顔をしていたのを覚えている。

　だから私が話し相手になってあげようと思い、お見舞いに行ったときは少しだけでもおじいさんにも会うようになっていたのだ。

　そして彼にも元気になってほしくて、沈丁花を分けてあげた。とても喜んで病室に飾ってくれて、私も嬉しかったな。

　懐かしい記憶を蘇らせていると、お兄ちゃんの声で現実に引き戻される。

「朔也さんも猫好きなんだよな、見かけによらず」

　おかしそうに笑っていたお兄ちゃんだけど、今の私に朔也さんの話題は禁物だと思ったのか、気まずそうな顔をする。

「あ……悪い」

「いいよ、気にしないで」

　気を遣わせて申し訳なくなり、笑いながら軽く言った。

　真面目な表情になったお兄ちゃんは、少し考えてから遠慮がちに口を開く。

「なぁ、そろそろなにがあったか話せないか？」

　そうだよね、なにも言わないままじゃお兄ちゃんも悶々としちゃうよね。朔也さんと離れてだいぶ気持ちも落ち着いてきたし、話してみようか。

「……なんか、信じられなくなっちゃったんだよね。朔也さんの気持ちが」

　結論から切り出し、彼を疑って逃げてきてしまったわけを語り始めた。

　会社の女性と親密そうに歩いていたこと、海外出張の件を教えてもらえなかったこと、私に迫っていたのは話題作りのためかもしれないということ……。

　すべて吐き出すと、深いため息をついた。黙って聞いていたお兄ちゃんは、眉間にシワを寄せて難しそうな顔をしている。

「なるほどね、それで逃げ帰ってきたのか」

「うん……」

「もし本当に二股かけてたっていうなら、マジで殴り込みに行ってやりたい。……でも俺は、やっぱり朔也さんはそういうことはしない人だと思うんだよ」

　腕を組んでため息交じりに話すお兄ちゃんに目を向けると、彼は「俺が言っても説得力ないかなー」と苦笑を浮かべる。

「高校のときも、あの朔也さんだからそりゃもうモテまくってて。でも彼女ができても、浮気したとかいう話はひとつも出なかったぞ。硬派なんだよ、あの人は」

　力説するお兄ちゃんだけど、女性との付き合い方が昔と今とでは変わっていたって不思議じゃない。

　私は何度目かのため息をつきながら脱力した。

「本当、説得力ない……」

「こら」

　ムッとした彼は、しばらくしてなにかを思い出したらしく、クスッと笑う。

「そういえば、可愛い子を連れてたから彼女だと思って冷やかしてたら、実は妹だったってことがあったな」

　えっ、妹？

　朔也さんからそんな話は聞いたことがない。私は目を点にして尋ねる。

「朔也さんって妹がいるの？」

「あぁ、なんか父親が違うらしいよ。年は五歳くらい下じゃなかったかな。あの人、あんまり自分の家族の話とかしないから詳しくは知らないんだ」

　そういえば、朔也さんのご両親は離婚して、彼は父親のほうについていったのだと言っていた。

　半分血の繋がった異父兄妹か……と考えていると、お兄ちゃんは真面目な調子でこんなことを言う。

「もしかしたら、瑞香が見た女も妹だったりするかもよ？」

　三嶋さんが、朔也さんの妹……？

　顔はあまり似ていないものの、彼女の年は三十歳くらいだろうし、年齢的には合っている。でもそれだけでは断定することはできない。

　妹だと仮定すれば仲よくしていてもおかしくはないし、三嶋さんが朔也さんのことを好きだと言っていたのも、兄妹としてなのだと納得できるけど……。

　あと一歩のところで、彼に向かう勇気が出せずに踏みとどまってしまっていると、突然こんなひとことが耳に飛び込んでくる。

「人を信じられなかったら、自分を信じろ」

　格言みたいなその言葉に、俯き気味になっていた顔を上げると、お兄ちゃんは優しく微笑んでいた。

「昔、人間関係で悩んでた友達に、朔也さんがかけてた言葉なんだ。『自分を信じることができないやつは、他人を信じることなんて到底できない』って」

　今の言葉が頭の中で朔也さんの声に変換される。確かに、彼が言いそうなことだ。

　お兄ちゃんを見つめ、しっかりと話に耳を傾ける。

「俺の場合は、信じた結果裏切られた。でも傷つくのを恐れてたら、本当に大事な人を逃しちまう場合もあるだろ。どう転ぶかはわからない。それなら、自分の気持ちを信じたほうが楽だし、自信が持てると思わないか？」

　……あぁ、そうか。お兄ちゃんは自分が〝この人なら信頼できる〟と思ったから保証人にもなったし、朔也さんにサンタクロース役をお願いしたんだ。

　このお人よしなお兄ちゃんも、決してなんでもかんでも人を信用しているわけではない。すべて自分を信じた結果なのだ。

　そんな当然といえば当然のことを考えて納得していると、お兄ちゃんはまっすぐこちらを見つめてくる。

「瑞香は、瑞香の気持ちを信じればいい。自分はどうしたいかが一番大事だと思うよ」

　その助言が、胸に響く。

　ぽんぽんと私の肩を叩き、優しい笑みを残してお兄ちゃんが腰を上げたあとも、私はしばらくもの思いにふけっていた。

　私は相手の気持ちがどうだとか、信じた結果どうなるのかとか、そればっかり気にしていて、自分がどうしたいかを考えることはしなかった。

　……いや、彼が私を本当に愛することなんてないと決めつけて、自分の気持ちから逃げていただけ。

　結局、彼を信じられず疑ってしまったのは、自分に自信がないことがもともとの原因だったのかもしれない。

「ダメだなぁ、私……」

　澄んだ空を見上げて口から漏れたのは、そんな否定的な言葉だったけれど、心は幾分かスッキリしていく気がした。




　自分がどうしたいか。

　その答えを出すのはたやすく、翌日ふくろうで働いている間もずっと自問自答していたけど、答えは変わらなかった。

　私は朔也さんが好き。私を好きだと言ってくれた彼を信じたい。

　そのシンプルな想いはどれだけ揺さぶってもブレなくて、これを信じようと決めると、心にかかっていたもやは呆気なく晴れていった。

　朔也さんに会おう。勝手に部屋を出てしまったことを謝って、ちゃんと彼の話を聞こう。

　もしも悪い結末が待っていたとしても、それは自分を信じた結果。賭けに負けたと思って潔く諦めるんだ。

　お兄ちゃんのおかげもあってようやく前向きになり、朔也さんが休みであろう明日の土曜に会いに行こうかな、と考えながら仕事を終えた。

　そんな午後五時過ぎ、ふくろうの八畳ほどの休憩室で着替えを終えたとき、コンコンとドアがノックされ、エプロンやマスクをつけたままの芳江さんが入ってきた。

「瑞香ちゃん、言い忘れてた！　ちょっと見てもらいたいものがあるのよ～」

「見てもらいたいもの？」

　なんだかウキウキした様子の彼女は、自分のロッカーを開けてなにやら漁っている。

「他の皆には昨日見せたんだけどね」と言いながら取り出したのは、最新号らしき一冊のファッション誌。若い女性向けのものだ。

　なぜ芳江さんがこれを？と首をかしげていると、彼女はパラパラとページをめくりながら言う。

「娘が買ってきたのを何気なく見てたら載ってたのよ、あのジェントルが！」

「えっ！」

　最近ご無沙汰しているイケメンな彼が雑誌に？

　いったいなにをしている人なのだろうかと、さすがに私も興味が湧いて雑誌を受け取る。そして開かれたページを見た瞬間、雷に打たれたような衝撃が身体に走り、これでもかというくらい目を見開いた。

「え……ジェントルって……この人？」

「そう、イケメンでしょう！　そこの会社の副社長だったなんて、びっくりよね～」

　興奮気味の芳江さんの言う通り、誌面の中でモデルのように微笑んでいるのは、紛れもなく朔也さんだ。

　嘘、朔也さんのことだったの!?　ジェントルっていうから、もっと年のいったおじ様かと思ってた！

　でも朔也さんは家庭的な料理が好きだから、ふくろうに通っていたのも納得がいく。年末あたりから彼が来なくなったのは、私がふくろうと同じレシピで料理を作っていたおかげで、お弁当を買う必要がなくなったからなのだろう。

　ジェントルの正体も、彼が雑誌に載っていることも衝撃的で穴が開くほど見つめていると、芳江さんはうふふと口元を緩める。

「読み終わったらラックの中にでも入れておいて。私たちの目の保養にするから」

　おかしそうに笑った彼女は、ドアのほうに向かう。はっとした私は「お疲れ様でした！」と声をかけ、手を振って出ていく彼女から雑誌に再び目線を落とした。

　どうやらユーフォリックモードの化粧品を取り上げていて、会社を代表して朔也さんのインタビューが載せられているみたい。

〝女心を知りつくしたイケメン副社長に独占インタビュー！〟だって。いろんな意味ですごいな。

　ちょっぴり笑いつつ、一ページにぎゅっと詰められた文字を追っていく。若者向けブランドを作ったきっかけから始まったのだけれど、すぐに私はあることに気づき、目を見張った。

　――そこに綴つづられていたものは、私にとってはただのインタビュー記事とは思えなかったから。

「嘘……」

　しばらくして、視界が歪んで記事が読めなくなった。ぽたり、と誌面に透明な雫が落ちてしまい、慌てて袖で拭う。

　彼が秘めていた気持ちと過去を、たった今知った。まさかこんな繋がりがあったなんて。

「さ、くや、さん……」

　愛おしい名前を呟くと、涙と一緒に想いが溢れだす。

　会いたい。今すぐに。明日なんて待っていられない。

　胸がいっぱいで張り裂けそうになりながらも、涙を拭って荷物を持つと、ふくろうを飛び出す。

　向かうのは、ユーフォリックモード本社。その中の副社長室を目指して、私は一目散に駆けていった。










重なる幸せな結びつき＝運命




【若者向けのカジュアルフレグランスやコスメを生み出すことになったきっかけを教えてください】

　――十年ほど前、私の祖父が病気で入院していたとき、偶然知り合った女子高生が花を持って見舞ってくれたことがありました。

　その子は花がとても好きで、『花の香りの香水が欲しいけど、あまりお金がないから買えない』と言っていたらしいんです。

　私はその子には会えずじまいでしたが、祖父からその話を聞いて、いつか若い子たちも気軽に買えるフレグランスやコスメを作りたい、と考えるようになりました。

【そんな出会いがあったんですね。Mimiには多様な種類の花の香りがありますが、やはりそのときの影響なのでしょうか？】

　――そうですね。あの当時、私は病院のにおいが嫌いでした。幼い頃、好きだった祖母が亡くなったときのことを思い出してしまうので。祖父がいた病室も独特のにおいがあって、正直あまり見舞いに行きたくはありませんでした。

　しかし、ある日病室に入ると、いつもと違う甘い香りがしたんです。それが女子高生が持ってきてくれた花だとわかって、とても驚きました。

　花の香りには、人の気分や思考を変えるすごいパワーがあるんですよ。彼女が運んでくれた香りは、私が苦手だった〝死のにおい〟を一変させてくれました。

【その花はなんという名前なんでしょう？　香水は発売されていますか？】

　――残念ながらまだ製品化していませんが、いつか必ず実現させますのでお楽しみに。春の始まりに咲く、沈丁花という花の香水です。

　漢名は、瑞ずい香こう。私の大好きな花です。




　ずっと昔、縁側に座って庭の花を見ながら、お母さんが教えてくれた。

『瑞香っていう名前は、この沈丁花からつけたんだよ。おばあちゃんが別名を教えてくれて、素敵だなと思ってね』と。

　そのときから沈丁花は私の分身みたいに思えて、とても愛おしい花になった。

　その花を朔也さんも愛してくれている。記事に載っていた彼の言葉は、まるで私に告白してくれているみたいで、胸がいっぱいだった。

　……まさか私が、お互いに顔を合わせる何年も前から彼に影響を与えていて、Mimiを作るきっかけにまでなっていたなんて。

　この巡り合わせは、運命と呼ぶ他ない。

　涙でぐちゃぐちゃになった顔も、仕事終わりで乱れた髪も気にせず、私は本社に向かった。モデルの仕事のときに使う入館証で中に入り、まだ残業している人がちらほらいるフロアを駆け抜け、エレベーターに乗り込む。

　副社長室の前に辿り着くと、上がった息を整え、軽く握った手をドアに近づける。

　もしかしたら、もう愛想を尽かされているかもしれない。今さら謝ったところで、前のように愛してはくれないかもしれない。

　それでも、想いを伝えなきゃ。朔也さんが大好きだって。

　意を決してノックすると、中から「どうぞ」と彼の声が聞こえてくる。それだけで涙腺が緩むけれど、なんとか堪えてドアノブに手をかけた。

「失礼します」と言ってドアを開けると、デスクに着いていた彼が顔を上げ、その薄茶色の瞳を見開いた。

「瑞香!?　どうして……」

「朔也さん、ごめんなさい！」

　弾かれるように立ち上がった彼に、私はガバッと頭を下げた。

「話も聞かず勝手に出ていって、連絡も無視しちゃって……。昔、私が沈丁花をあげたのが、朔也さんのおじいさんだったってことにも気づかなくて」

　今思えば、『父が笑った顔を久々に見ました。ありがとう』と言ってくれたのは、朔也さんの父である現社長だったのだ。彼の顔を覚えていれば気づけたかもしれないのに。

　眉を下げて言った直後、朔也さんはさらに目を丸くし、とても驚いた様子で私を見つめる。

「なんで、そのことを？」

「ついさっき、朔也さんのインタビュー記事を見たんです」

「あぁ……見たのか、あれ。恥ずかしいから内緒にしとこうと思ってたのに」

　くしゃりと髪に手を挿し込み、俯きがちになる彼は、珍しく少し照れているように見える。

　そのまま目線だけ私に向け、ふっと苦笑した。そしてゆっくりと私に近づきながら、あの頃のことを話し始める。

「……母親もいなくて、親父も仕事で構ってくれない俺を、じいさんは小さい頃からすごく可愛がってくれてた。それなのにじいさんが病気になって、消毒薬のにおいがする病室に閉じ込められたら、俺は急に会いたくなくなった。たぶん怖かったんだよな。あのにおいを嗅ぐと、もうじいさんが長くないってことを実感させられるから」

　目を伏せ、憂いを帯びた表情を見せる朔也さん。

　彼の気持ちはなんとなくわかった。おばあさんを亡くしたときの記憶があるから、余計にあのにおいが嫌いになってしまったのだろう。

「それを変えてくれたのは、見ず知らずの女の子がくれた花だった」

　手を伸ばせば届く距離まで来て、再び私を見つめる彼は、とても柔らかい微笑みに変わっていた。

「入院した当初はだいぶ弱っていたのに、余命宣告されてからそれより三年も長く生きたんだ。それは、あのとき瑞香が話し相手になってくれたおかげでもあると思っている。ありがとう」

　軽く頭を下げる彼に、私は小さく首を横に振った。

　私と沈丁花のおかげだなんて……。信じられないけれど、朔也さんが少しでも長くおじいさんと一緒に過ごせて本当によかったと思う。

「もの忘れが激しくなっていたじいさんは、その子の名前がどうしても思い出せなくて。できるならその子に会って礼が言いたい、と俺はずっと願っていたが、さすがに十年近く経って、すっかり諦めていたんだ。なのに、まさかオーディション会場で会うとはな」

　今の朔也さんのように笑ってしまうくらい、運命的な出会いだったわけだけど、私の胸とまぶたの裏はじんわりと熱くなる。

「瑞香っていう名前と、花が好きっていうので、もしかしたらこの子なんじゃないかって。でも本気でそうだとは思ってなかったから、確信できたのはお前が酔ってこの話をしたときだった」

　それはきっと、お正月のことだよね。あのときにもうわかっていたのなら、教えてくれてもよかったのに。

「じゃあ、どうして今まで言ってくれなかったんですか？」

　疑問を口にすると、朔也さんはやや気まずそうに笑って目を逸らし、珍しく弱気な声で言う。

「十年も前の、当時は高校生で直接会ったこともない子をずっと忘れられずにいたなんて、気持ち悪がられるかもしれないだろ」

「そんなことありません！　だってそれを知った今、もっと朔也さんのことが好きになってるから」

　朔也さんの気持ちを聞いた瞬間、思わずそう叫んでいた。

　面食らったように押し黙る彼に、私は勢いを弱め、でもしっかりと気持ちを伝える。

「バレンタイン前から好きだって自覚してました。それなのにいろんなことが気になって、告白するのをためらっちゃって……」

　海都くんが言っていたことや、三嶋さんのこと。いろいろな不安は、はっきり聞いて解消してしまえばよかった。朔也さんを好きだという気持ちは揺らぎようがないのだから、ちゃんと告白していればよかった。

　自信がなくて、傷つくのを恐れてばかりの弱虫な自分が嫌い。今さら後悔して、悔しさで瞳に涙が滲む。

「もう遅いですか？　もう、私のことは好きじゃないですか？」

　溢れそうな涙を堪えながら、朔也さんを見上げて問いかける。

　彼の顔がほんの少し切なそうに歪んで見えた瞬間、手を引かれ、強く、しっかりと抱きしめられた。

　久しぶりに感じる彼の香りと温かさに、一瞬で心が落ち着いていく。

「そんなわけないだろ。嫌いになれるわけがない」

　力強くも優しい声が頭の上から降り注ぎ、涙がぽろりとこぼれ落ちた。

　どうして信じられなかったんだろうと思うくらい、朔也さんの腕の中はとても安心できる。

　広い背中を抱きしめ返し、目を閉じて彼の存在を感じていると、申し訳なさそうな声が聞こえてくる。

「本当に悪かった。瑞香があんなふうに悩んでいたとは思わなくて。……戻ってきてくれてよかった」

　安堵のため息を漏らす朔也さんに、悪いのは私のほうだというように首をぶんぶんと横に振った。

　少し身体を離した彼は、「弁解させてくれるか？」と言い、頷いた私を応接スペースのソファへと促す。仕事中に悪いなと思いながらも、不安をなくしたい気持ちのほうが勝ってしまい、おとなしく腰を下ろした。

　私の隣に座った朔也さんは、早速話を切り出す。

「まず彩音のことだが、あいつは父親が違う俺の妹だ」

　やっぱり、お兄ちゃんが言った通りだったんだ……。

　本人の口から聞いて確信すると、早とちりしてしまったことにものすごく罪悪感が湧いてきて、肩をすくめる。

「お兄ちゃんから聞きました。ごめんなさい、疑って……」

「誤解されても仕方ないな。あいつ、昔から俺にずっとくっついていて、今でも甘えてくるから」

　苦笑する朔也さんにぎこちなく笑って、私は「へぇ」と頷いていた。

　クールな三嶋さんが、実はお兄ちゃん大好きっ子だっただなんて……意外すぎる。

　あのときの甘えっぷりを実は見てました、と暴露したら、三嶋さんはどんな反応をするだろうと少々意地悪なことを考える間にも、朔也さんは話を続ける。

「彩音が、周りに俺と兄妹だって知られると面倒だって言うから、誰にも言わないようにしてたんだ。それで、ついお前にも言い忘れてて……不安にさせてごめんな」

「いえ、いいんです！　恋愛関係じゃないってわかっただけで」

　頭を下げて謝る朔也さんに、私は慌てて手を振った。

　かなり悩まされたけれど、それも私がちゃんと聞けばよかっただけのこと。彼は悪くない。

　姿勢をもとに戻した彼は、私がふたりを目撃したときの事情を教えてくれる。

「あの日は、俺が海外出張に行くってことを知った彩音の両親に、一緒に食事しようって誘われてたんだよ」

「あぁ、そうだったんですか。仲がいいんですね」

「彩音の父親が気さくな人でね。何年もかけて、俺の親父ともいい関係を築いてくれた。今じゃ家族ぐるみで付き合う仲だよ」

　それってすごいことだよね。社長からすれば、別れた妻の新たな家族と仲よくしているということなのだから。

　彼らがとても親しくて、この間会っていたのも朔也さんの送別会みたいなものだったのだということはわかった。わからないことは、あとひとつ。

「……どうして、海外出張のことを私に教えてくれなかったんですか？」

　遠慮がちに問いかけると、朔也さんはぽりぽりと頭を掻いて、少し気まずそうに答える。

「単純に、嫌だったからだよ」

「え？」

「海外へ行く話をした時点で、お前が『じゃあ、もう同居生活も終わりにしましょう』って言いだすかもしれない。そうでなくてもいずれ離れるってことを考えてたら話すのが嫌になって、先延ばしにしてたんだ」

　予想外の答えが返ってきて、私はぽかんとしてしまった。

　私と離れることを考えたくなかったから、ってこと？　そんなふうに思っていたなんて……これまた意外だ。

「ちゃんと自分から言わなきゃいけなかったのに、又聞きする形になって悪かった」

　また謝る朔也さんに、ちょっぴり間の抜けた笑いを浮かべて正直に言う。

「言ってもらえないなんて、私はたいして大切な存在じゃないのかなって思っていました」

　するとわずかに眉をひそめて、ひとつ息を吐いた彼が、こちらに手を伸ばしてくる。背中を引き寄せられ、力強く抱きすくめられた。

「誰になにを吹き込まれたか知らないが、俺はお前を利用してたつもりなんて毛頭ないからな」

　ほんの少し怒ったような調子で言われ、ドキリとした。

　きっと私が、『ただMimiを宣伝するためだけに必要な、都合のいい女なんじゃないですか？』と言ってしまったからだ。

　そんな疑惑はどうでもよくなっていたけれど、やっぱり否定してもらえるとホッとする。

「もう疑ってません」

　ぎゅっとシャツを握り、爽やかな香りがする朔也さんの胸の中でくぐもった声を出すと、彼はふっと笑いをこぼした。そして私の髪を優しく撫でながら言う。

「オーディションのときから気になってはいたけど、瑞香を推したのは本当にモデルの素質があると思ったからだ。それから、撮影になると人が変わったみたいに堂々とする姿とか、頑張り屋でウブなところとか、お前が魅力的で惹かれていったのも事実だから」

　朔也さん、ちゃんと私の内面を好きになってくれたんだ……。

　そう実感して、またひとつ自分に自信が持てた気がした。

　私はこの人が好きで、この人は私が好き。そういう見えないものを信じる勇気が、自信に繋がるのかもしれない。

　顔を上げると、十数センチの距離で薄茶色の綺麗な瞳と視線が絡まる。

「俺は、お前を心底愛してるよ」

　形のいい唇が、私に言い聞かせるように甘い声を紡いだ。なんだか泣きたくなるような、優しく熱い想いが込み上げる。

「私も、大好きです」

　迷いなく答えてお互いに微笑むと、自然と唇を寄せ合った。




『もう一度、一緒に暮らそう。今度は恋人として』

　そう言われて即ＯＫした私は、一旦家に帰ってお兄ちゃんに仲直りしたことを話し、再び朔也さんのマンションに戻った。

　彼の部屋は、一週間ほどいなかっただけでなんだか懐かしい感じがして、とても落ち着いた。すっかりもうひとつの我が家になっていたみたい。

　早めに仕事を終わらせてくれた朔也さんと一緒に夕飯を食べ、お風呂に入って……一緒に寝る。前と同じことだけれど、関係が変わるとこうも緊張するものなのか。

「どうしよう……」

　猫耳ルームウェアに身を包んだ私は、寝室のドアの前で固まっている。

　もう恋人同士なんだし、ただ並んで寝るだけってことはない……よね？　お、大人のお付き合いなんだし。

　ていうか、正直ちょっと期待している自分がいる。

　朔也さんに、もっと愛されたい。その貪欲な想いを抑えることはできそうにない。

　覚悟を決めた私は、「よしっ」と呟きながらフードを被り、ドアをノックした。

「やっと来た、か……」

　いつかと同じようにベッドに腰かけ、経済誌を読んでいた彼は、私を見て一時停止した。たぶん、私がもふもふの猫の姿になっているから。

　朔也さん、この意味に気づいてくれるよね？

　緊張でもじもじしてしまう私をぽかんと見つめていた彼は、意味不明なことを言う。

「お前それ、イエス・ノー枕のつもりか」

「へ？　いえ、スノー……？」

「わからないなら、いい」

　私が眉根を寄せると、彼はその話をあっさりと終了させた。

　なんだ、いえスノー枕って。

　謎の単語に気を取られていると、探るような目つきで私を見ている朔也さんに気づいた。

「それが瑞香の意思表示だと思っていいわけ？」

　いたずらっぽく口角を上げて言われ、ドキリとしつつ頷く。

「……はい」

「俺に襲われたいのか？」

「具体的に聞かないでください」

　赤くなっているのが自分でもわかる顔でムッとすると、朔也さんはおかしそうに、そして同じくらい嬉しそうにクスクスと笑う。

「悪い。可愛いからつい、いじめたくなって」

　喜んでいいのかどうなのか微妙なことを言い、「おいで」と手招きする。

　心拍数を上昇させてトコトコと彼のもとへ向かうと、開いた彼の脚の間に座らされ、後ろからふわりと抱きしめられた。この密着感、ドキドキするけどとても心地いい。

　好きだなぁ、としみじみ感じながら、猫の耳を弄って遊ぶ彼を笑っていると、あることを思い出す。

「朔也さんが猫を好きなのは、おじいさんの影響ですか？」

「たぶんそう。何種類か飼ったけど、ラグドールっていうふわふわのやつが一番好きだったな」

　懐かしそうに話す朔也さんの声を聞いて、やっぱりそうだったんだ、とほっこりした気持ちになる。

「でも、こんなに愛おしくて、抱きしめたくなる猫は初めてだ」

　フードを取られたかと思うと、耳元で甘く囁かれ、心臓が飛び跳ねた。

　冗談なんだかどうなんだかわからないけど、とにかくドキドキする！

「……私、猫じゃないです」

　緊張を紛らわせようとして、そんな可愛気のないことを呟いてしまい、すぐに後悔する。

　ちょっと瑞香、今こそ『にゃー』とか言って甘えて、朔也さんを誘うべきだったんじゃないの？

　内心がっくりとうなだれていた、そのとき。

「じゃあ……」と彼が言うと同時に、膝の裏に片腕が回されて、ひょいと持ち上げられる。

「え？　わっ！」

　バランスを崩した身体は後ろに傾き、あっという間にベッドに寝かされた。上には朔也さんが覆い被さり、少しの意地悪さとたっぷりの色気を含んだ瞳で私を見下ろしている。

「瑞香はどんなふうに鳴くのか、聞かせて」

　あぁ、やばい。心臓、壊れる……！

　セクシーな声で全身がゾクリとさせられ、唇が重なる前にぎゅっと目を閉じた。

　舌を絡め、味わいつくすようなキスで、次第に力が抜けていく。

　まるで獣に食べられる獲物状態なのに……気分はありえないほど高揚している私。

　必死でキスに応えていると、彼の手がするりとパーカーの中に侵入してきて素肌を撫でられる。身をよじるものの、彼の手はどんどん上へと滑り、柔らかな膨らみに辿り着いてしまう。

「んんっ！」

　ビクリと身体を震わせ、塞がれたままの口から上ずった声が漏れた。

　銀の糸を引いて唇が離されると、私は荒い息を吐きながら、困ったように眉を下げて朔也さんを見つめる。私を安心させるように頭を撫でて微笑む彼は、そっと私の服に手をかけた。

「そのいい声も、色っぽい顔も、知ってるのは俺だけなんだよな」

　優越に浸るような彼に少しずつ服を脱がされ、下着だけに隠された胸を無意識に手で覆う私は、羞恥心を堪えながらぽつりとこぼす。

「……朔也さんにしか見せられないです。こんな自分」

　恥ずかしい姿も、情けない姿も、朔也さんだからさらけ出せるんだ。

　彼は嬉しそうにふっと笑い、「それでいい」と言って背中のホックを外す。そして締めつけがなくなった胸に触れられた瞬間、初めての快感が全身を駆け抜けた。

　優しくこねられ、弄られて。自分のものではないような甘い声が漏れるのを止められない。赤い舌が至るところを舐なめ回すから、もう恍こう惚こつ感かんと羞恥心でどうにかなりそうだ。

「や……っ、も、恥ずかし……！」

「裸なら、この間も見たけど」

「あ、あれは別です！」

　身じろぎしながら、淡々と言う彼に突っ込んでしまった。

　だって、私がお風呂で寝てしまっていたあのときの一件はハプニングであって、色気なんてあったもんじゃないし。

　すると朔也さんは軽く上体を起こし、なぜか苦笑を浮かべる。

「あのときは嫉妬したのもあるけど、お前のあんな姿を見たら欲情しないほうが無理だった。情けないが」

　当時のことを思い返すといろんな意味で恥ずかしくなって、私も苦笑いしてしまう。そんな私の指に彼は自分のそれを絡ませ、熱視線を向ける。

「今日は、もっとちゃんと愛させて」

　ドキン、と心臓が喜ぶように跳ねた。

　いつだって、あなたは私を大切にしてくれているけどね。

　口元を緩めてこくりと頷くと、彼の唇が首筋にうずめられ、愛あい撫ぶが再開される。

　……ものすごく、気持ちいい。私を翻弄する手や舌に、熱く見つめる瞳に、身体がどんどん溶かされていくのがわかる。

　脳みそまでとろけそうになる頃には、すでにショーツも取り払われていて、わけがわからないほどの快感に襲われていた。

　余裕がなさそうにし始めた彼も服を脱ぎ捨て、均整の取れた逞たくましい身体と、壊れそうなほどドキドキしている私の身体とを重ね合わせる。

　やっとひとつに繋がれるんだと思うと、まったく怖くはなくて。これまでと比べ物にならない刺激を受け止める痛みすらも、とても愛おしく幸せに感じた。

　それはきっと、朔也さんに愛を注がれていると目いっぱい感じることができたから。




「私、女に生まれてよかった……」

　だるさと余韻が残る身体を少し乱れたベッドに横たえて、そんなひとりごとをこぼすと、腕枕をしてくれている朔也さんが穏やかに笑う。

「男にとって最高の言葉だな」と言った彼は、裸のままの私を片腕で抱き、鼻先がくっつきそうなくらい近くで真剣な眼差しを向ける。

「これから、お前をもっと幸せにしてやりたい。俺の手で」

　今も充分幸せなのにそんなことを言ってくれるから、満たされた心がさらに温かくなり、きらきらしたもので溢れそうになる。

　自然と口元が緩み、彼の胸におでこをくっつけていると……。

「一緒に来るか？　ニューヨーク」

　予想外の言葉が耳に飛び込んできて、ぱっと顔を上げた。朔也さんの真剣な表情は変わらない。

　私も、ニューヨークに？　朔也さんと離れなくていいの……？

　突然与えられた究極の選択肢に、なんの準備もしていなかった心が、大きく揺れ動いた。










それぞれの道＝明るい未来のため




　すでに桜も散り始めた、四月中旬。私は初めて訪れた成なり田た国際空港のロビーにいる。

　とても広くて綺麗な空港に感激する余裕はあまりなく、トランクケースを預けに行った朔也さんがこちらに戻ってくるのを待っている。

「本当によかったの？　ついていかなくて」

　ほんの少し心配そうに聞いてくるのは、たまたま休みで一緒に見送りに来てくれた七恵だ。

　そう、これから朔也さんはニューヨークへと旅立つ。

　初めて結ばれたあの夜、彼は『一緒に来るか？』と誘ってくれて、とてもとても嬉しかった。

　けれど、私は日本に残ることを決めたのだ。

「私はこっちで頑張るの。朔也さんが帰ってくる頃には、もっとモデルとして胸を張れているように」

　もっと自分に自信をつけて、魅力的なモデルになって、彼に釣り合うような女になりたい。そのための私の舞台は、今いるここだから。

　強い意志を胸に抱き、笑顔で言いきると、七恵も安心したように微笑んで頷いた。

　朔也さんも誘ってはくれたものの、私が日本に残ることを選ぶのはわかりきっていたようで。

『りらが日本一のモデルになることを期待してるよ』と心から応援してくれた。

　あと……『離れるまで、毎日抱いてやる』と宣言され、本当にその通りに……って、今思い出すな！

　つい、昨夜もそばにいた官能的な彼の表情や声がまざまざと蘇ってきてしまい、慌てて振り払う。

　少々挙動不審な私に、こちらも仕事を抜け出してお見送りに来た三嶋さんが腕を組んで言う。

「あの世界は厳しいわよ。もっと自分磨きしないと」

「重々承知しております」

　本当にそうだよなと思い、しっかり頷くと、三嶋さんは嫌味のない笑みを見せた。

　彼女とはあれからも会議で会っていて、やっぱり基本はクールだけれど、わからないことは教えてくれるし、私をサポートしてくれている。とても頼りになる存在だ。

　そんな彼女は、朔也さんを眺めながら突然こんなことを告白する。

「今だから言うけど、私ブラコンなの」

　三嶋さんを見て一時停止する、私と七恵。

　さっき、ふたりが異父兄妹だということは三嶋さん自身も話してくれた。でも、実は彼女がお兄ちゃん大好きっ子だというのは、すでに私が七恵にも話しちゃっているんだよね……。

　黙る私たちに目を向けた三嶋さんは、なんだかもの足りなさそうな様子。

「……リアクション、薄」

「あ、いや、びっくりしすぎて！」

　七恵と声を揃えて、今初めて聞いたフリを貫いた。三嶋さんは怪訝そうにしつつも話を続ける。

「朔と血が繋がってなかったらなーなんて思ったときも、正直あったわ。だからあなたが現れたとき、本当はちょっと嫉妬してた」

　素直な気持ちを吐露する彼女は、「でも」と続けて私に微笑みかける。

「りらさんならいいかなって、今は思ってる」

　三嶋さんも、私たちが付き合っていることは知っている。

　朔也さんの家族であり、よきビジネスパートナーでもある彼女からこんなふうに認めてもらえるのはとても嬉しいこと。ちょっぴりじーんとしながら、「ありがとうございます」と返した。

　すると、なにやらニヤニヤしている七恵がこんなことを言ってくる。

「りらと三嶋さんも、いつか家族になる日が来るかもしれませんね」

「……は!?」

「そうなったら、たっぷり可愛がってあげるわ」

　私がすっとんきょうな声を上げた直後、三嶋さんはしたり顔でそう言った。

　おぉ、その笑みがなんか怖い……。

　私と三嶋さんが家族に、つまり私が朔也さんと結婚するなんてこと、今は夢見ているだけだけど、いつか現実になるのかな……。

　明るい未来を願っていると、いつの間にか私たちのそばに来ていた明智さんがこんなことを言う。

「私も、最初はりらさんに嫉妬していたのかもしれません」

「えっ、明智さんも？」

　ていうか、私たちの話聞いてたの？と目をしばたたかせていると、彼は眼鏡を押し上げて淡々と語りだす。

「副社長はモテるくせに、これまであまり恋人という存在を作らなかったので、私が一番の理解者だと思っていました。そこへ、突然りらさんが垣根を越えてきたわけですから……不快にもなるでしょう」

　あぁ、なるほど。ずっと朔也さんに尽くしていた明智さんなら、そういう嫉妬をしても仕方ないのかもしれない。私はてっきり朔也さんへの恋愛感情があるのかと思っていたけれど、嫉妬は恋愛だけで起こるものではないから。

　よく考えれば当然のことなのに、なんで変な勘違いをしてしまったんだろう、と自分に呆れていると、三嶋さんが明智さんを肘でつつく。

「なによ明智さん、気が合いそうじゃない。朔への報われない気持ちを抱く者同士」

「同士、ですか」

「でもあなたの一いち途ずさを見てると、本当に朔のことが好きなんじゃないかって、たまに思っちゃうわ。ライクじゃなくて、ラブのほうね」

　私が思ったのと同じことを、三嶋さんは冗談っぽく言った。

　もう一匹のもふにゃんをあげたのはやっぱり三嶋さんだったらしく、朔也さんのトランクケースの中には、彼らに強制的に持たされたその二匹が入っている。そんな様子から、私もふたりはいいコンビだなぁと思っていた。

　だから、すっかり明智さんの朔也さんラブ疑惑も私の中からなくなっていたというのに、彼女がまた掘り返してしまうとは。

　私と七恵は、「そんなわけないじゃないですかー」と三嶋さんに突っ込み、皆で笑っていた……のだけれど。

「そうかもしれませんね」

「……え？」

　肯定するようなひとことが聞こえてきて、私たちは同時にぴたりと笑うのをやめた。

　眼鏡の奥の瞳を細め、意味深な笑みをわずかに浮かべた明智さんは、手持ち無沙汰でロビー内をぶらぶらし始める。私たちはぽかんとして三人で固まったまま。

　え、結局、明智さんってどっち!?

「明智さん、ノンケじゃないの？」

「……グレーだね」

「簡単には手に入らない限定品のもふにゃんをあげてるところからして、実はおかしいと思ってたのよ」

　三人で混乱しながらヒソヒソと話していると、荷物を預け終わったらしい朔也さんがこちらにやってきて、一旦明智さんの謎は置いておくことにした。

　凛々しいスーツ姿で優しい笑みを浮かべる彼を見ると、もう少しでしばしのお別れなんだという実感がじわじわと込み上げてくる。

　……寂しい。別のことを考えて気を紛らわせていたけど、その努力は呆気なく無駄になりそう。

「皆ありがとな。見送りなんていいのにわざわざ来てくれて。千紘まで来るとは思わなかったよ」

　呆れたように笑う朔也さんに、私も同感だ。なぜかお兄ちゃんまでついてきちゃったのだから。

　飛行機を眺めていた窓から離れ、こちらに近づいてきた当の本人は、当然！というように堂々としている。

「そりゃ来ますよ。瑞香の大切な人は、俺の大切な人でもあるんだから」

「はは、ウザいな」

　爽やかな笑顔でキツい言葉を口にする朔也さんと、「ひどい」としょんぼりするお兄ちゃんに笑っていた、そのとき。

「あれっ、りらさんがいる」

　斜め後ろから自分の名前が聞こえてきたので振り返ると、大きめのサングラスを下にずらして、丸くした瞳を覗かせる海都くんがいた。

　嘘、彼もこれからフライト!?

「海都くん！」

「久しぶりー。誰かの見送り？　俺はこれからニューヨーク行くんだけど」

「奇遇だな、俺もだ」

　ニコニコして近づいてきた海都くんは、割り込む朔也さんを見上げ、「げっ」と声を漏らした。

　一変する表情は、なんと正直なことか。

　バレンタインのあと、仕事で会ったときに、海都くんにも朔也さんとちゃんと恋人になったことを報告していた。残念がっていたものの、私を揺さぶるために話題作りという疑惑を持たせたことをしっかり謝ってくれたのだった。

　朔也さんいわく、発表会で私の話をしたのは、『Mimiのよさをアピールするために、説得力のある経験談を話しただけ』なのだそう。

　おかげでプランタンアムールも売上は好調のようだし、私たちはすっかり社内で公認の仲となっている。明智さんが懸念していた社員からの不満も出ることはなく、結果よければすべてよし、といった感じだ。

　元ライバルのふたりはお互いの仕事の話を軽くしたあと、朔也さんが少しだけ不機嫌そうな表情になって忠告する。

「わかってるとは思うが、俺がいない間、りらに手出すなよ？」

「さぁどうかな。欲しくなっちゃうかもしれません」

　エンジェルスマイルを浮かべてさらりと言う海都くんに、朔也さんも私たち女性陣も口の端を引きつらせた。

　冗談だとわかってはいるけど、もう事態をややこしくしないでほしい……。

　そんな中、ひとり状況を把握しきれていないお兄ちゃんが、困惑した様子で海都くんに詰め寄る。

「え、もしかして、君も瑞香のことを……？」

「はい、特別に気に入ってますよ。だって、俺を見て落ちなかった人は初めてだから」

　キラキラの笑顔で、彼はなんだかすごいことを口にした。

　そういえば〝宝生海都を前にすれば、誰もが恋に落ちる〟と言われているんだっけ？　確かに私は落ちなかったわけだけど、それがきっかけで好意を寄せてくるようになったとは……。

「この子、本格的に小悪魔キャラに転身したね」

　コソッと囁く七恵に、脱力しかけている私は激しく頷いた。

　そんなひとことは聞こえていないであろう海都くんは、さっぱりとした表情で言う。

「でも、いろいろと試みても、彼女の心は動かなかったみたいなので。潔く諦めます」

　再びサングラスをかけた彼は、「じゃあ、俺はお先に」と朔也さんに軽く頭を下げる。そして歩きだしながら私のほうを振り返った。

「りらさん、また撮影で」

「あ、うん、またね！」

　口角を上げてひらひらと手を振り、ゲートのほうへ向かっていく彼を見送っていると、朔也さんがボソッと呟く。

「……心配だ」

「大丈夫。もう惑わされませんから」

　私は軽く笑い、安心させるようにそう言った。

　これから離れて、不安になることもあるかもしれない。だとしても、きっともうなにがあっても迷わない。私は私の、朔也さんが好きだという気持ちを信じるのみだ。

　その想いを汲み取ってくれたかのように、彼も優しい瞳で私を見下ろす。ほんの数秒見つめ合っていると、ふいに三嶋さんがこんなことを言いだす。

「なんかお腹空いたわ。明智さん、いいお店知ってる？」

「では、四階に行ってみましょうか」

　いきなり食事の話をし始めるふたりをぽかんとして見やると、明智さんが姿勢を正し、朔也さんに向かって一礼する。

「副社長、いってらっしゃいませ」

「とっとと終わらせてきなさいよ」

　ぶっきらぼうに言う三嶋さんに、朔也さんはふっと笑みをこぼし、「任せろ」と自信たっぷりに返した。

　表情を緩ませる三嶋さんと明智さんは、短い別れの言葉を告げると、なんだかあっさりとこの場を離れていく。

　もしかしてふたりとも、私たちに気を遣ってくれた？

　何気に気を利かせてくれるふたりに感謝していると、七恵もすぐに察してくれたらしく、お兄ちゃんの服の袖を引っ張る。

「私たちも行きましょう。副社長、お元気で」

　にんまりしながら七恵が去ろうとするのだけど、ここで空気を読まないのが天然の我が兄だ。

「ちょっと待った！　朔也さん、ちゃんと瑞香に連絡してあげてくださいよ。向こうのブロンド美女と浮気なんかしたらもう、藁わら人にん形ぎょうに釘百本は打ち込みますからね！　あと――」

「ちーひーろーさん！　行くよ！」

　まだまだ忠告し足りないらしいお兄ちゃんを、七恵が無理やり引っ張ってズルズルと連れていく。

　なんて残念な兄……。

　据わった目で彼を見る私は、もう苦笑いするしかない。朔也さんも呆れたように笑っている。

「本当にシスコンだな」

「困ったものです」

「まぁでも、瑞香に近づくきっかけを作ってくれたのはあいつだから、感謝しないといけないか」

　そう。朔也さんが言う通り、お兄ちゃんがサンタクロース役をお願いしていなかったら、きっとこんな今はなかった。私も約四ヵ月前のことをすでに懐かしく思いながら、口元を緩めて「そうですね」と言った。

　しかし、刻一刻と出発時間が迫る。次第に自分の顔が強張ってくるのがわかって、寂しさがどんどん押し寄せてくる。

　朔也さんは腕時計に一度目を落とすと、私に向き直って口を開いた。

「じゃあ」

「……いってらっしゃい」

　なんとか笑顔を作るけれど、絶対ぎこちない。他にいい言葉も出てこない私に、彼はふわりと腕を回した。

　……あったかい。いつも嗅いでいた甘く爽やかな香りに包まれて、涙腺が緩む。

　なにも泣くことはないんだ、最後のお別れじゃないんだから。今はちょっと離れるだけ。

　そう言い聞かせ、瞬きで涙を散らしながら、茶化すように私も忠告しておく。

「ブロンド美女になびかないでくださいね」

「興味ない。瑞香以外は」

　迷いなく答えてくれる唇も、ぎゅっと抱きしめる力を強める腕も、この人のすべてが好き。大好きだ。

　その気持ちだけは我慢せずに溢れさせていると、朔也さんは身体を離すことなく私の手だけを取る。

「お前にも、変な虫が寄りつかないように……」

　彼がよくわからないことを言うと同時に、取られた左手に違和感を覚える。不思議に思いながら手を見下ろして、一瞬息が止まった。

　左手の薬指に、小さな花を象かたどった透明な石がキラキラと輝いている。

「そこ、予約しとく」

　目を見開く私に麗しい笑みを向けた彼は、それだけ言うと踵きびすを返す。

　嘘……これって、この意味って……。

　胸が高鳴り、宝石が光るリングで独占された手が震える。私が呆然としている間にも、朔也さんの背中が遠ざかっていってしまう。

　努力も虚しくこぼれ落ちた涙を拭い、魔法が解けたように私の足は勝手に動きだして彼を追いかけた。

「朔也さん！」

　振り向いた彼の腕にしがみつき、背伸びをして唇を寄せ……初めて自分からキスをした。

　驚く朔也さんを潤うるんだ瞳で見つめ、笑顔でひとこと告げる。

「待ってます」

　彼は愛おしそうに表情をほころばせ、私の頭を支えて短めのキスを落とした。

　あなたの帰りと、幸せな未来を待ちながら、私も頑張るから。

　安心して、いってらっしゃい――。










ずっと、俺のそばで＝愛育する日々［朔也Side］




　今年も、そろそろ沈丁花が香る季節がやってくる。といっても、ここニューヨークではその花を楽しむことはできないが。

　今頃、日本は夜中か。

　久しく会っていない大切な人は今なにをしているだろうか、と想いを馳はせながら機内の座席に座り、雑誌を開いた。

　見開きのページに、以前よりも明るく笑っている愛らしい姿が載っている。そこにあるのは【人気モデル・りらの素顔】という文字。

「素顔を知ってるのは俺だけだって」

　ついひとりごとをこぼしてしまった。通路を挟んで隣の席に座る白人の中年女性が怪訝そうにこちらを見るが、気にせず恋人を見つめ続ける。

　俺が日本を離れてから一年弱、瑞香はすっかりモデルが板についてきた。Mimiだけでなく、いろいろな商品のプロモーションを行っている。

　自分の手を離れたようで少しの寂しさもあるが、頑張っている彼女を見ることができるのはやはり嬉しく、その輝く姿に感慨深い気持ちになる。

　記事の文字を追っていくと、瑞香の好きなものやプライベートなことについて書かれている。

【今、恋をしてる？】という質問には、もちろんイエスと答えている……が。

「〝とってもカッコいいんだけど、猫好きな可愛い一面もある人です〟……って、それは言うなよ」

　また突っ込んでしまい、白人のマダムがいよいよ俺を警戒し始めたように見えた。

　しかし、あとに続く〝彼のおかげでたくさんのことを教えてもらえたし、自分に自信が持てたんです。とても感謝しています〟という文に、心が温かくさせられる。

　どれも愛おしい彼女の記事を読み進めていくと、Mimiの香水について語っている部分に突入した。

〝例えば自分を変えたいときや、元気を出したいとき、そうなるように願って香水をひと振りするんです。私にとってMimiをつけることは、おまじないをかけることと同じなのかも〟

　その文を見て、思わず口元が緩んだ。

　おまじない、か。そういえばあいつと初めてまともに話したとき、撮影がうまくいくように、『目の前の男を好きになる』なんてことを言ったっけ。

　なぜ、おまじないなんて子供じみたことを言ったのか。それはおそらく、俺の祖父母が関係している。

　昔、なにか大事な行事があるときには、ふたりはよく俺に『うまくいくおまじないだよ』と言って、手を握ってポジティブな言葉を念じるようにかけてくれた。

　両親より祖父母といる時間が多かったため、彼らから受けた影響は大きくて。幼い頃の記憶が残っているせいなのだろうと今さらながらわかった。

　これから彼女に、香水よりももっと強力なおまじないをかけてやろうか。

　上空からの美しい景色を眺めつつ、そんなことを考えていた。




　以前帰ってきたのは夏だった。本社に顔を出し、彩音や家族と食事をして、もちろん瑞香とも甘いひとときを過ごした。

　あのときはあまりゆっくりできず、皆残念がっていたが、今日からはまた日本での生活に戻れる。

　マンションは『好きなときに出入りしていい』と瑞香に任せているから、きっと綺麗なまま保たれていることだろう。

　昼どきの空港に降り立ち、トランクケースを持ってロビーに向かうと、見慣れた人物が俺を待ち構えていた。

「おかえりなさいませ、副社長」

　以前とまったく変わらない出で立ちで綺麗に一礼する明智だが、その無愛想な顔が嬉しそうに見えるのは俺の自惚れだろうか。

　俺もホームに帰ってきたような安堵感を抱きながら、笑みを湛えて彼に近づく。

「明智、変わりないか？」

「相変わらずです。が、専務が大雑把すぎるので、早く副社長に帰ってきていただきたかったです」

　歯に衣きぬ着せぬもの言いをする彼に、思わず笑ってしまった。正直で、俺にも他の重役相手にも気後れしない明智らしい。

「帰ってきただろ、予定より何ヵ月も早く」

「えぇ、さすがですね」

　得意気に言うと、明智の口角もクッと上がった。

　一年以上はかかる予定だったところを、一日でも早く向こうでの事業を軌道に乗せようと手腕を発揮してきたつもりだ。

　その正直な理由は、至ってシンプル。早く日本に帰ってきたかったからだ。本社のことも気になるし、当然日本のほうが落ち着くし……なにより、大切な人のそばにいたいから。

　そうして、帰国する日は二月中旬の今日を選んだ。瑞香の勇姿を見守るために。

　明日は新製品発表会が行われる。今回はやっと発売にこぎつけた、りらプロデュースの香水がお披露目されるのだ。

　そのため瑞香は挨拶だけでなく、プロデュースについての話もしなければならない。さまざまなメディアに出始めている彼女だ、大きな注目を浴びることになる。きっとかなり緊張することだろう。

　だが、沈丁花の香水を作ることを反対されたとき、自分で策を見つけてチームメンバーを説得するくらい瑞香は意外と度胸がある。実はあのとき、手助けしてやろうかと密かにミーティングルームの様子を窺っていたが、助けなんてものは必要なく、感心していたのだ。

　そんなふうにここぞというときはしっかりとやる彼女だから、あまり心配はしていない。ただ、そばについていてやりたいんだ。

　車に乗り込むと、俺はある場所に寄り道するよう指示する。

「明智も飯はまだだろ。あそこに寄ってくれ」

　それだけで俺がどこに行きたいかを把握した明智は、少し困ったような顔をする。

「え、あの店に？　副社長のお食事はすでに手配済みですが」

「悪いな。今はあの味を欲してるんだ」

　我を貫き通すと、明智の眼鏡の奥は据わった目になり、ため息交じりの声が聞こえてくる。

「副社長は私といると、わがままになりますよね……」

「そういう俺が好きなくせに」

　クスッと笑いながら冗談を返したが、明智からはなんのリアクションもない。

　……おい、そこで否定しないと、あらぬ誤解を生むだろうが。

　と、突っ込みを入れようとしたものの、ちょうど目的地に着いてしまった。かなり久々に訪れる惣菜屋ふくろうの前に。

　ニューヨークにいる間、ずっと和食の家庭的な味が恋しかった。できればすぐ瑞香が作る飯を食いたいところだが、そうもいかないのでふくろうに寄ることにしたのだ。

　ひとりで車を降り、変わらない木製のドアを開けると、左右に並んだ棚と前方のカウンターにたくさんの惣菜や弁当がずらりと置かれている。

　懐かしい店内と商品を眺め始めたとき、ちょうどカウンターの奥から出てきた、ふっくらとした体型の従業員の女性が俺を見て目を真ん丸にする。

「あら～、久しぶりじゃないですか！」

　惣菜のパックを持ったまま嬉しそうにこちらに近づいてくる彼女は、確か瑞香が一番仲がいい、芳江さんという人だ。

　この店の人は皆気さくで、家族のように接してくれるのが心地いい。それもあって、ふくろうが気に入っていた俺は前からたまに利用していたので、ここで瑞香が働いていることを知ったときは驚いた。

「ご無沙汰しています。ちょっと海外へ行っていたもので」

「副社長さんはお忙しいのね」

　芳江さんは感心するように笑った。そして、手際よく惣菜を棚に並べながら言う。

「瑞香ちゃん、時間があるときはいまだにここを手伝ってくれてるのよ。モデルのお仕事に専念してくれていいのに」

　本格的にモデル業を始めた瑞香は、ようやくふくろうの皆にも自分がりらだということを明かし、シフトを減らしてもらうよう頼んだらしい。芳江さんには俺とのことも白状したのだとか。

　皆ももちろん驚いていたようだが、それと同じくらい応援してくれて、快く承諾してくれたのだと聞いていた。調理の仕事も辞めないところが、頑張り屋のあいつらしいなと思う。

「気分転換になるのかもしれませんよ」

「そうねぇ。まぁ、私らも来てくれると嬉しいんだけど。もうひとりの娘みたいなものだからね」

　芳江さんの表情から、瑞香のことを大事に思っているんだなというのがわかり、俺も笑みをこぼした。




　明智の分も弁当を買って車に戻ると、腕時計を見ながら言う。

「明智は本社で待っててくれ。俺は行きたいところがあるから」

「承知しています。お送りしますよ」

　当然のように言う明智に、俺は目を大きくする。ひとりで向かおうとしていたためなにも伝えていないというのに、彼は俺がどこへ行きたいかもわかっているらしく、スムーズに車を発進させた。

「明日の発表会のために今日帰国されたのだと思っていましたが、そうではなかったようですね」

　バックミラーに映る明智は若干呆れているようにも見えるが、わずかに口角が上がっている。

　彼の言う通り、俺が今日戻ってきたのは明日の発表会のためだけではない。これからとある場所で行われる、瑞香の撮影を見に行こうと思っているのだ。

　今日は普段の撮影とは少し違うと耳にしたときから、絶対に会いに行こうと決めていた。そんな俺の気持ちをすべて見抜き、気を回してくれる彼には、さすがとしか言いようがない。

「ありがとう。やっぱり明智は最高の秘書だ」

　褒め言葉を贈ると、彼は少しだけはにかみ、「光栄です」と軽く頭を下げた。

　しかしすぐに表情を引きしめると、眼鏡をキラリと輝かせ、思い出したようにこんなことを言う。

「りらさんとお会いになるのは構いませんが、鍵はかけておかれたほうがよろしいかと。ああいう場面に出くわすと、こちらが困りますから」

〝ああいう場面〟と聞いて考えを巡らすと、あることが思い当たった。

　そういえば、マンションを出ていった瑞香が副社長室に突然やってきた、あのとき。涙を浮かべる彼女をたまらず抱きしめていたら、なんと明智がやってきたのだ。

　ドアに背を向けて抱きすくめられていた瑞香はノックの音にも気づかなかったようだが、俺にはドアを半分開けて固まる明智がばっちり見えていて。さりげなく立てた人差し指を自分の唇にくっつけて合図すると、彼はすぐにそっとドアを閉めて、しばらくふたりきりにしてくれたのだった。

　明智にはいろいろと迷惑をかけてるな、俺。

　今さらながら反省しつつ、「そうだな、気をつける」と苦笑した。




　車は近郊へと向かい、緑に囲まれた白い建物がある場所の駐車場に停まった。

「いってらっしゃいませ」と明智に送り出された俺は、敷地の中へと足を踏み入れる。

　手入れが行き届いたガーデンテラスに、ヨーロッパ調の外観の建物、青空に白く映える三さん角かく錐すいの塔。外国か、おとぎ話の中にいるような感覚にさせるここは、少人数の結婚式やフォトウェディングを主に行っているチャペルだ。

　りらプロデュースは香水にとどまらず、ヘアコロンやボディローションにまで及んでおり、今日はそのプロモーション撮影を行う。今回のイメージが沈丁花の白ということで、この場所を選んだらしい。瑞香もドレスアップするとなれば、見ないわけにいかないだろう。

　今の時間、彼女はメイクルームで準備をしているはずだ。真っ先にそこへ向かう間に数人の社員とすれ違い、俺は至って普通に挨拶をしたが、彼らは幻でも見たかのように驚愕していた。

　それもそのはず、俺がここに来ることなど誰も予想していなかっただろうから。もちろん、瑞香も。

　メイクルームの前で足を止め、軽く息を吐く。この中に愛おしい彼女がいると思うと、年甲斐もなく胸が躍る。

　さらに綺麗になった姿を目の当たりにしたら、キスだけじゃ済まなそうだ、と危ない懸念をしつつドアをノックした。

「はーい」と声がしたのを確認してドアを開くと、まず長い髪を揺らしてこちらを振り返った若松さんが目に入る。メイク台の前に座る瑞香の後ろに立つ彼女は、俺を見てギョッとしたように目と口をぱかっと開く。

「えっ!?　ふ、副社長！」

　その叫びに反応した瑞香が、バッと勢いよく振り返った。

　以前よりやや明るくなったブラウンの髪はアップにされ、メイクは彼女の素顔を引き立てるべくナチュラルに。そして純白のウェディングドレスを纏っている。その姿を見た瞬間、激しく心臓が動いた。

　予想通り……いや、予想より綺麗だ。大げさじゃなく、天使と見紛うくらい。

　鍵をかけていたとしても、この神聖な場所でしてはいけないあられもない妄想が一瞬頭をよぎるが、「朔也さん……!?」という瑞香の声で現実に引き戻された。

　大きな目でオバケでも見るかのように俺を見つめる彼女に、ふっと微笑みかけ、とりあえずふたりに向かって挨拶する。

「お疲れ。忙しいところ悪いな」

「いいえ、全然！　どうぞどうぞ！」

　気が利く若松さんは俺を奥へと促し、早速ふたりきりにしてくれるようで、そそくさとドアに向かう。

「撮影までまだ少し時間があるので、ごゆっくり。鍵かけちゃっていいですから」

　そして、目が溶けそうなほどニヤニヤしながら俺の考えを見抜いているかのようなことを言い、部屋を出ていった。

　……お言葉に甘えて、そうさせてもらおう。

　さりげなく鍵を閉めて、瑞香に向き直る。立ち上がった彼女はファーがついたケープを羽織り、ウエストにコサージュがあしらわれたシンプルかつ洗練されたドレスに身を包んでいた。

　その可か憐れんさに目を奪われながらも、笑みを向ける。

「久しぶり、瑞香。最高に綺麗だな」

「朔也さん……まさか、ここに来るなんて」

　彼女はいまだに信じられないような、でも嬉しそうな顔を見せている。今日帰るとは伝えたが、さすがに撮影の場に行くとは言っていなかったから。

　離れている間に心に巣食った寂しさを埋めるように、ゆっくり彼女に近づいていく。

「お前がこんな格好するなんて聞いたら、なにがなんでも来るよ」

「本当に嬉しいです。ひとりでドレスなんか着ても、ちょっと寂しいなって思ってたんで」

　瑞香は頬を薄紅色に染め、照れているようにはにかんで俺を見上げる。以前の濃いメイクをした派手なりらとはだいぶイメージが違うが、俺はこっちのほうが好きだ。

　瑞香を前にすると、愛おしさが限りなく膨れ上がっていく。早くその肌に触れたいと逸はやる気持ちをなんとか抑えようとしていたものの、彼女の次のひとことで我慢は呆気なく散る。

「……会いたかった、すごく」

　切なそうな表情でわずかに震える声を聞いた瞬間、彼女の腰を引き寄せ、その唇を塞いでいた。

　求めるままに長く情熱的なキスを交わしたあと、赤く潤む瞳を見つめて微笑む。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　噛みしめるように温かい声を紡ぐ華きゃ奢しゃな身体を、しっかりと抱きしめた。こうして触れられることと、普通の挨拶ができることに至福を感じる。

　昔の繋がりがあってもなくても、俺はこの子を好きになっていただろうと、なんの根拠もないが自信を持てる。そしてこの想いはきっと一生変わらない。

　身体を離すと、含みのある笑みを浮かべて言う。

「今日の目的は、瑞香のドレス姿を見ることだけじゃない」

「え？」

　キョトンとする彼女の手を引き、メイクルームを出る。そのままチャペルのほうへと歩きだした。外で待っていた若松さんも、他のスタッフも一様に目を丸くし、ただ呆然としている。

「えっ、ちょっと朔也さん、どうしたんですか!?」

　困惑しまくっている瑞香は、片手でドレスの裾を持ち上げ、歩きにくそうについてくる。そうして撮影の準備を進めている小さなチャペルの中へ足を踏み入れた。

　そこにいるスタッフ数人もかなり驚いているが、俺が「少しだけ時間をくれるか」と言うと、皆なにかを察したように外へ出ていく。

　なんとも気が利く社員たちだ。

　感心しながらも、十字架が輝く祭壇の前で瑞香を自分に向き合わせる。

「幸せになるおまじない、かけてやろうかと思って」

　終始目を真ん丸にしている彼女を見つめ、落ち着いて言うと、細い左手を取った。そして、日本を発つときにあげた指輪を今もはめてくれている薬指に、そっとキスを落とす。

「シワくちゃのおばあちゃんになるまで、俺は一生お前を愛すよ」

　みるみる潤んでいく瞳を真剣な眼差しで見て、彼女の幸運を祈るフリをして、プロポーズした。

　これまでのおまじないも、どれも気休めなんかじゃない。『目の前の男を好きになる』というのも、適当に言ったわけではないのだから。

　俺はまともに話したこともないあの頃から、まだ咲ききらない花のような、少し未熟な瑞香に惹かれていた。飾り気がなく、自信なさ気で。それでいて、カメラの前だと殻を脱ぎ捨てたかのように生き生きとする彼女に。

　そして、彼女も俺に落ちてほしいと、ささやかに願った。

「今度ウェディングドレスを着るときは、俺の隣にいてほしい」

　願望を口に出すと、大きな瞳から宝石のような雫がひと粒こぼれ落ちた。

「もう、メイク崩れちゃうのに……」と呟いた彼女は、指で軽く目元を拭ってなんとか涙を堪え、花が咲いたように微笑む。

「はい。……私を、朔也さんのお嫁さんにしてください」

　美しい笑顔でそう返事をした瑞香はこの上なく愛らしくて、たまらずもう一度抱き寄せた。

　俺の幸運は彼女がもたらしてくれる。十年のときを経て、幻のような宝物を手に入れることができたのだから。




　彼女の首筋からは、懐かしく甘い香りがする。

『Zuikou』と名づけられた、りらプロデュースのこの香水は、これから大きな反響を呼ぶことだろう。

　これで一年中、沈丁花の香りを楽しめるが、今腕の中に収まっている花ほど俺の心を満たすものはない。

　なによりも大切なこの存在を、これからもたっぷりと愛めでて、育てていこう。

　いつまでも俺のそばで、美しく咲き誇るように。
















特別書き下ろし番外編










新婚生活＝幸せの真ん中［朔也Side］




〝爽やかかつ、甘く誘う夏〟

　そんな文面と共に、まだ完成前の広告の中にいる彼女が、どことなくもの欲しそうな表情でこちらを見ている。

　Zuikouが発売されて一年が経ち、りらプロデュース第二弾の香水は、この初夏に発売されることになっている。たった今、ＰＲ担当の柴田からその広告をチェックしてほしいと渡された俺は、それを見た瞬間、一気に眉間にシワを寄せた。

「……柴田」

　重い声色で呼ぶと、俺のデスクの前に姿勢よく立っている彼がさらに背筋を伸ばして、「はい」と返事をした。上目遣いで彼を見た俺は広告を突き返す。

「これは世に出せない」

「副社長ぉ～！」

　俺がそう言うと、覚悟していたらしい柴田は広告を受け取らずに泣きついてくる。

「そこをなんとか……！　〝爽やかに甘く〟っていうテーマにぴったりだと思いませんか!?」

「だからって水着はないだろ。瑞香がこんな格好するなんて聞いてないぞ」

　不機嫌さマックスの俺は、腕を組んで子供のようにそっぽを向いた。

　夏に販売する予定の香水の広告には、細く白い身体を露出した水着姿の瑞香が写っていたのだから、俺がこうなるのも致し方ないだろう。

　瑞香はもう恋人ではない。付き合い始めて一年五ヵ月後の夏に結婚し、新婚生活八ヵ月目の今、れっきとした俺の妻だ。旦那が口を出してなにが悪い。

　懇願し続ける柴田の声をシャットアウトしていると、他の男の声が耳に入ってくる。

「副社長がこうやって絶対に反対なさると思ったから、柴田さんは言えなかったのでは？」

　秘書室から出てきた明智が、至極冷静にフォローした。

　柴田はうんうんと頷き、「『夏なので、ちょっと露出が多くなるかもしれません』としか……」と涙ながらに言っている。

　確かにそれでＯＫしたが、まさか水着にするとは。

　デスクに近づいてきた明智も広告を覗き込む。こうやって、俺以外の男に瑞香の肌を見られると思うと耐えられない。

　彼女が身につけているのは、花柄のビキニの上にチュニックのような薄いレースがついたデザインの水着。それを確認した明智は無表情のまま言う。

「三角ビキニとかではないんですから、大目に見てあげてはいかがですか？」

「透けてるだろうが！」

　思わず声を荒らげて突っ込んでしまった。

　確かにチュニックがついていることで露出は控えめになっているが、白いレースの下に、水着から覗く胸の谷間も細いウエストも透けている。

　というか、それが逆にエロい気がするのは俺だけか？

　いろいろな意味で悶々とする俺に、柴田が今度はいじけたような口調で話す。

「りらちゃんも結構乗り気だったんですからね。これもよく撮れてるでしょう？　最近かなり色気が出てきたし……」

「誰のおかげだと思ってるんだ」

　舌打ちをしたくなりつつ、ボソッと呟いた。

　柴田の言う通り、水着姿で香水のボトルにキスをする瑞香は色っぽく、俺でもドキリとさせられる。これ以外のプロモーションでも、最近の彼女は前より格段に大人びたように感じる。

　あいつの色気を引き出してやったのは俺だと自負しているが、それで苦しめられることになるとはな……。




　結局ＯＫを出さずじまいの俺に明智は呆れ返っていて、柴田は『あと一日待ちますから、どうか考えを変えてください！』と懇願して帰っていった。

　もやもやを抱えたままマンションに帰ると、夕飯のいいにおいが漂う部屋から、愛おしい妻が玄関まで出迎えてくれた。いつもなら彼女に会うだけで一日の疲れがどこかへ飛んでいくのだが、今日はそうもいかない。

「おかえりなさい」と微笑む瑞香は、カットソーの上にひらひらとした白いチュニックを重ねているのだ。なおさら思い出してしまう。

「どうしたんですか？　怖い顔して」

　瑞香は不思議そうな表情で、服を着替えるため寝室に向かう俺についてくる。

　こいつにあたってもしょうがないとわかってはいるが、口調は若干そっけなくなってしまう。

「新商品の広告、見たよ」

「あぁ！」

　思い出したらしく目を大きく開いた瑞香は、照れたように笑う。

「勇気を出して、水着にチャレンジしてみました。えへへ」

〝えへへ〟じゃないっつーの……と脱力する俺。まったく、いまだに男の心情をわかっていないらしい。

　微妙な顔でスーツの上着をハンガーにかける俺に、瑞香は「似合ってませんでしたか？」と問いかけてくる。

　少々不安そうに上目遣いをする彼女はなんだかいじらしくて、やはりどうしようもなく愛おしい。

「似合ってたよ。すごく可愛かった」

　目の前であの格好をされたらすぐに押し倒したくなるくらい、と心の中で付け加え、ぽんぽんと彼女の頭を撫でる。

「でも、不特定多数の男に見られると思うと嫌で仕方ない」

　ふっ、と苦笑を漏らし、本音を口にした。

　瑞香がモデルの仕事を本格的にすると決めたときから、こういうことがあっても我慢しなければ、と覚悟していたはずなのに……俺もまだまだ甘いな。子供みたいに駄々をこねてないで、明日はＯＫを出してやるか。

　反省しながらベッドのほうを向いてネクタイを緩めていると、突然背後からするっと腕が回された。

　柔らかなぬくもりを背中に感じ、静止する。

「ごめんなさい。あれ以上の露出はしませんから」

　抱きつく瑞香の優しい声は、ささくれ立った俺の心を丸くしてくれる。謝りながらもどこか嬉しそうだ。

「朔也さん、私を大切に想ってくれてるんですよね。……幸せだな」

　か細い腕にきゅっと力を込めてすり寄られ、急激に胸の奥から温かいものが溢れてくる。

　こうなるとお手上げだ。つまらない嫉妬はどうでもよくなって、彼女が欲しくてたまらなくなってしまう。

　腰に回された腕をほどくと、後ろを向ききらないうちに華奢な身体を抱き、唇を塞いだ。その唾液すらも自分のものにするかのように深く舌を絡める。

「んぅっ……ふ……！」

　突然の濃密なキスで、彼女の口から苦し気な声が漏れる。

　しばらく繰り返したキスを中断すると、濡れた唇から吐息がこぼれた。俺はとろんとしたふたつの瞳を見つめて言う。

「当たり前だ。お前を想わない日なんて一生来ない」

　瑞香を愛し続けるのは、水が上から下へ流れるのと同じように当然のこと。そして俺は全身全霊でそれを伝え続ける。

　嬉しそうにふわりと笑った瑞香を、くるりと回転させてベッドに押し倒した。

　小さく悲鳴を上げた彼女は目を丸くして、覆い被さる俺を見つめる。その顔がみるみる赤く染まっていくのを見ながら、彼女の唇や耳にキスを落とした。

　手は服の中に差し込み、柔らかな膨らみを弄もてあそぶ。

　ビクリと震え、快感を堪えるような可愛い声を漏らす瑞香だが、このまま身を委ねていいものかとためらっているようだ。

「あっ……さ、朔也さん、夕飯が……！」

「あとでいい。デザート、先に食べさせて」

　甘い笑みを向けて言うと、彼女はとても恥ずかしそうにしながらも抵抗することはなかった。

　露わにした身体の隅々にキスをしながら、服で隠せるギリギリの部分の白い素肌に、赤い花を咲かせていく。しばらく撮影はない予定だから、どこに印をつけても問題ないが。

　そうして、自分のものだと刻み込むようにじっくりと彼女を溶かしていった。

　瑞香をしっかりと熟させたところで、ベッドサイドの棚の引き出しから避妊具を取り出す。慣れた手つきでその袋を開けていると、頬を紅潮させて横たわる艶かしい姿の彼女が言う。

「ね、朔也さん」

「ん？」

「……ううん、やっぱりなんでもない」

　瑞香はなにかを言おうとしたものの、小さく首を横に振った。

　俺は一旦行為を中断して彼女に寄り添い、優しく頭を撫でながら問いかける。

「なに、気になるだろ。今は嫌だったか？」

「や、違います！　むしろ、逆というか……」

　慌てて否定すると、なぜかもごもごと言葉を濁している。いったいどうしたんだ？

　わずかに眉をひそめる俺に、瑞香は恥ずかしそうに縮こまりながら、こんなひとことを紡ぐ。

「いっぱい、愛してほしいなぁって……」

　――ドキン！と、滅多に激しくは動かない心臓が跳ね上がった。

　どうしてこれほど可愛いんだ、お前は。まるごと食べてしまいたい。

　そこまでの想いに駆られる俺は、苦笑を漏らして再び彼女を組み敷く。

「瑞香は俺を煽あおる天才だよ」と言うと、桜色の唇がふふっと笑った。

「そんな望みなら、いくらでも叶かなえてやる」

　穏やかな口調で答え、それとは裏腹に身体は激しく攻め立て始める。繋がるたびに愛も絆きずなも深まっていくような気がするのは、きっと絵空事ではない。

　そんなことを思いながら、揃いのマリッジリングが輝いている指を絡め、ひとつに溶け合った。




　俺たちの結婚記念日は、瑞香の両親のそれと同じ七月一日だ。

　とても仲むつまじかったらしいふたりのようになれたら、という願いも込めてこの日を選んだ。

　記念日一年目を迎える今日は、青い空と海が広がる沖縄に来ている。たまたま俺の纏まった休みが取れ、しかも梅つ雨ゆが明けた今がベストシーズンということもあり、久々に羽を伸ばすことにした。

　思えば新婚旅行でイタリアに行って以来の遠出だ。とても楽しそうにしている瑞香の笑顔を見るだけで、ここに来てよかったと思える。

　彼女が水着姿でプロモーションした香水は、先日発売されたばかり。それを見た千紘がものすごい形相でマンションに乗り込んできたのは、つい一おと昨と日いのことだ。




　＊　＊　＊




「みみみ瑞香！　いったいどういうことだ、これは!?」

　どこかでもらってきたらしい、瑞香が写るフリーペーパーを持つ手をぷるぷると震わせ、動揺しまくっている。千紘がこうなることを当然予想していたであろう瑞香は、なんてことないという感じであしらう。

「お兄ちゃんは昔から見てたでしょ、私の水着姿」

「義務教育で着てたのとはわけが違うんだって！」

　怒りと悲しみが交ざった顔で言い放つ千紘はやりきれない様子だ。これまではこのシスコンっぷりに呆れ返っていた俺だが、今日は同情するように彼の肩にぽんと手を置く。

「今回のことで、お前の気持ちがよくよくわかったよ」

「でしょう？　可愛い家族を持つと気苦労が絶えないんだから」

　ボソッと呟いた俺に、千紘は眉と口の端を下げてため息交じりに言った。

　そのまま目線を落とした彼は、テーブルの上にある旅行会社のパンフレットを見つけ、「そういえば、沖縄に行くんでしたっけ……」とひとりごとを漏らす。

　そして次の瞬間、はっとしたように顔を上げ、しかめっ面で俺を指差してくる。

「結局、朔也さんも水着姿見たいんじゃないっすかー！」

「水着姿を見るために行くわけじゃねぇよ」

　というか、俺が見てもなんの問題もないだろと思いながら突っ込むと、瑞香は大きく口を開けて無邪気に笑っていた。




　＊　＊　＊




　実は千紘にも半年ほど前にやっと彼女ができ、徐々に妹離れしているのだが、それでも水着姿にはもの申したくなったらしい。そうなるのも仕方ないか、と今回ばかりは思う。

　会社でも、街を歩いていても瑞香の広告が目に入ってしまい、俺もいまだに複雑な気持ちになっている。しかし、ここ沖縄ではそういったことがないため、心穏やかでいられるのだった。

　東京とはだいぶ違う、ゆったりとした時間が流れているように感じる街をぶらぶらと歩いていると、俺に寄り添う彼女が道の脇を指差して声を上げる。

「見て、あそこにも猫がいる！」

　彼女の指の先を辿れば、確かに茶トラの猫が一匹、気持ちよさそうに石畳の上でひなたぼっこをしていた。さっきからこんな光景をよく目にする。

　国こく際さい通りを観光していると、そこから近い桜さくら坂ざか通りには猫が多いらしいという情報を瑞香がどこからか仕入れてきたので寄ってみたのだが、それは確かだった。

「この通りって、本当に猫が多いんだな」

「しかも皆、人懐っこくないですか？　全然逃げませんよ」

　瑞香の言う通り、近づいても彼らはまったく動じない。しかも草むらに紛れて寝ている猫までいる。

　丸まってすやすやと寝息を立てるその姿は無性に愛らしく、思わず撫でてみても起きる気配がない。

　あぁ、至福のときだ。

「癒される……」

　ぽつりと呟き、無心でなでなでを繰り返す俺の隣から、クスクスと笑う声が聞こえてくる。

「猫もだけど、戯たわむれてる朔也さんが可愛いです」

　微笑ましそうに細めた目で見られ、俺は柔らかなグレーの毛からそっと手を放した。




　猫を堪能したあと、いろいろな観光地を巡りつつ、ホテルに行く前にサンセットビーチに立ち寄った。その名の通りサンセットが絶景のスポットで、夕方の今は多くの人が集まっている。

　普段見ているものよりも濃厚なオレンジ色の夕日が沈んでいくのを、波の音を聞きながら堤防に腰を下ろして眺める。

「すごいロマンチック……。あー、帰りたくない」

　アップにした髪の後れ毛をふわりと揺らす瑞香が、名な残ごり惜しそうに言った。まだ明日もあるが、この瞬間は今しかないと思うと、確かに同じ気持ちになる。

　すべてがオレンジ色に染まる中、子供たちが元気な声を上げて走っていった。その様子を見ると近い将来の夢が膨らむ。

「いつか子供と一緒に来るのも楽しいだろうな。そうしたら張り切ってバーベキューとかやるかも」

　このビーチサイドにもバーベキューエリアがあったな、と思い出しながら言うと、瑞香が顔を覗き込んでくる。

「朔也さん、子供欲しい？」

「そりゃもちろん。俺と瑞香の血を分けた本当の家族なんだから、できたら宝物だよ」

　まだ見ぬ我が子との生活を想像すると、自然と口元が緩んだ。

　そんな俺を見て微笑む彼女は、「私も欲しいな。ふたりくらいは」と自らの願望を口にする。

「両親が早くに亡くなったから、もし自分に子供ができたら、いっぱい同じ時間を過ごしたいんです。だから、実は、いつできてもいいかなって思ってて……」

「え」

『いつできてもいい』？

　次第に照れながら言う彼女の言葉が少々意外で、俺はキョトンとしてしまった。モデルは今が一番楽しいときだろうし、まだ家庭に縛られず、自分のやりたいことを自由にしたいだろうと思っていたから。

　俺もいつでも構わないと考えていたが、あまり気を遣わせないためにも具体的な話はしなかったし、避妊も怠らなかった。

　……もしかして数ヵ月前、行為の最中になにかを言いたそうにしていたのは、このことだったのか？

　今まで特に深く気にしていなかった、あのときの瑞香の心情を考えていると、彼女がしっかりとした口調で話を続ける。

「でも赤ちゃんができたら、しばらくモデルの仕事はできなくなりそうじゃないですか。スタイルが崩れていない今のうちに水着も着ておこうかなと思って、あの仕事を引き受けたんです」

　そこで俺はようやく納得した。

　水着なんて大胆な衣装を、瑞香がなんのためらいもなく着るというのはなんだか違和感があったのだが、そんな理由からだったとは。

「それを考えてのことだったなんて……全然気づかなかった」

「びっくりしました？　これでもいろいろ考えてるんですよ」

　ぽかんとしながら言う俺に、彼女はしたり顔で笑ってみせた。

　寂しがり屋で自信を持てなかったあの頃に比べて、すっかり頼もしくなったものだ。なんだか感慨深い。

「じゃあ、これからは自然に任せることにするか」

　温かな気持ちでそう言うと、瑞香は再び微笑んで頷く。

「ここの海の力を借りて、おまじないをかけておきましょうか。いつか元気で可愛い赤ちゃんが来てくれますように、って」

　腹に両手を当てて念じる彼女が、愛おしくてたまらない。肩を抱き寄せ、その額に優しくキスをした。

　……そうだな、こればっかりは神様に願うしかないだろう。

　だが、幸せな家庭を築くためのおまじないなんかは必要ない。決して恵まれたとはいえない環境で育った俺たちでも、ふたりでなら幸福の見つけ方を知っているから。

　朱あかい朱い夕日が、また明日生まれるために沈んでいく。

　いつかまた、この綺麗な景色を一緒に見よう。

　そのときは、まだ見ぬもうひとつの宝物を、この腕に抱いて――。





Ｅｎｄ












あとがき




　本作をお手に取り、お読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。最初から最後まで甘く、溺愛されるストーリーに仕上げてみましたが、お楽しみいただけたでしょうか。




　今回は、私にとっていろいろとチャレンジした作品でした。

　まず、ハイスペックな副社長。これまで役員クラスのヒーローは縁遠い存在すぎて書くのをためらっていたのですが、今回初めて挑戦してみました。普段どんな仕事をしているんだろう、どんな暮らしをしているんだろう、と妄想を膨らませ、とにかくハイスペックにしたつもりです（笑）。

　そして舞台は化粧品会社でヒロインはモデルという設定も、縁のない職場や職種だったため、下調べが少々大変でした。それでも、キラキラとした世界に飛び込んでいく瑞香を書くのはとても楽しかったです。ただ愛されるだけのヒロインにならないようにしたかったので、人間的に成長させることができてよかったと思っています。

　香水は私自身も好きなのですが、沈丁花については今回調べて初めて知りました。漢名を見て、ヒロインの名前はこれにしよう！と決めてから、運命的なエピソードが生まれました。こういう巡り会わせのお話が、個人的に大好きなのです。実際にはなかなかないと思いますが、やはり小説の中でくらい夢を見たいですよね（笑）。夢いっぱいの本作で、少しでもお姫様気分を味わっていただけたら嬉しいです。




　最後になりますが、今回もたくさんのお力添えをしてくださった担当編集の三好様、矢郷様、作成に携わっていただいた皆々様に感謝しております。

　イラストレーターの上原た壱様、本作のワンシーンを切り取ったような、ドキドキラブラブ感たっぷりの素敵なイラストを描いてくださり、ありがとうございました。

　そして、この作品をお読みくださったすべての方に、心からお礼申し上げます。読者様がいてくださることが、なによりのパワーになっています！

　これからも、皆様に夢を与えられるような作品を生み出していけるよう執筆を続けていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。





葉は月づきりゅう
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